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第１話　決心とＪＫ






　叔母さんと話をした後、「ちょっと御お手て洗あらいに」と俺が居間を出てから数分。

　用を足し終えた後も俺はすぐに居間には戻らず、玄関前の廊下の壁に寄りかかっていた。

　あの如何いかんともしがたい空気の中に、なかなか舞い戻る気になれなかったからだ。もう少しだけここで休憩したい。

　俺がトイレに立った後は、入れ替わるように親おや父じが居間に入っていった。

　とはいえ、話し声は聞こえてこない。親父は叔母さんと会話をしているわけではないらしい。

　冷蔵庫を開ける音が聞こえたので、おそらくペットボトルのお茶でも出しに行ったのだろう。

　俺はポケットの中からスマホを取りだし、画面を確認する。

「奏か音のん、遅いな……」

　思わず声が洩もれてしまった。

　俺が奏音に連絡を入れたのはかなり前だ。

　あの時は電話はしていないが『すぐ行く』というメッセージが返ってきたので、今はこちらに向かっている最中なのだろうが──。

　夕方の帰宅ラッシュに揉もまれているのだろうか。

　俺はなかなか開かない玄関のドアを、しばらくの間見つめていた。




　　　　※　※　※




　奏音はひまりの前に立ち、突如現れた『ひまりの知り合い』という女性の目を真まっ直すぐに見据える。

　ポニーテールの女性は奏音より年上っぽいが化粧っ気がなく、格好も非常に地味だ。

　その立ち姿はまったく隙がなく、凜りんとしている。

　まるで背中に長い棒でも入っているのかと疑ってしまうほど姿勢が良く、切れ長の目が醸かもし出す雰囲気と相まって、奏音は内心怖くて仕方がない。

　だが背後にひまりがいることを思い出し、すぐさま心を奮い立たせる。

『私が家に呼んだんです』

　奏音がそう告げてから、女性は無言だ。

　というより、咄とっ嗟さに言葉が出てこないといった様子だった。

「それは……どういう……？」

　女性がようやく掠かすれた声を出したのは、俯うつむくひまりと奏音に向けて、視線の往復を何回か繰り返した後だった。

「そのままの意味です」

　短く答える奏音の声は平へい淡たんだ。

　感情を悟られないようにするためだった。

　長く喋しゃべると、きっと声が震えてしまうだろうから。

　和かず輝きとひまりを守るため、奏音は咄嗟に噓うそを吐ついた。二人が責められないようにするために。

　とはいえ、完全に噓というわけでもない。

　奏音がひまりを引き留めたからこそ、三人での同居生活が始まった──。

　その部分に関しては、揺るぎない事実なのだから。

「つまり桜おう花かは──あなたの所にお邪魔していると？」

　慣れない響きの名前が出てきたので、奏音は即座に反応できなかった。

　ひまりの本名だと頭では理解していても、やはり違和感がある。

　だが、今はひまりの名前について言及する場面ではないだろう。

「……はい」

　奏音が肯定すると、女性の眉が少し内に寄った。

「どうやって知り合ったの……？　やっぱりネットで……？」

「そう、ですね。はい」

「…………」

　探さぐるような目で奏音を見つめる女性。

　噓だとバレたのだろうか。

　緊張で体が震えてしまいそうだったが、どうにか堪こらえる。

「ネットで知り合った人を、家に呼ぶのは…………良くないことだと……思う……」

　女性は言葉を選ぶように、ゆっくりと続けた。

「良くないです。わかってます。でも……そんな良くないことをせざるを得なくなるほど、ひまりは本気だった」

「…………」

　奏音の言葉に、後ろのひまりが息を吞のんだ音が聞こえた。

　女性も言葉を詰まらせる。

　この返答は、事前に打ち合わせしていたわけではない。でも、ひまりなら奏音の真意を汲くみ取ってくれるはずだと思った。

　三人の間に沈黙が流れること数秒。

　突然、ひまりが奏音の服の裾を軽く引いた。

「ん？」

　振り返ると、ひまりは不安げに斜め上を見上げていた。

　奏音もつられてそちらに視線を向ける。

　ひまりが見ていたのは、駅前の時計だった。

「奏音ちゃん……時間……」

　現在の時刻を確認した途端、奏音の心臓が跳ねた。

　マンションを出てから、既に結構な時間が経過している。

　そうだった──。

　そもそもなぜ今、駅までやって来たのか。

　和輝の家にいるという、母親に会いに行くためだ。

「奏音ちゃん、早く行かないと」

「わかってる。でも──」

　こんな状況で、自分だけ抜けてもいいのだろうか。

　ひまりの関係者からすると、それは許してもらえない行動な気がする。

　自分の状況を説明したところで、この女性には関係のないことだ。

　それでも──。

「私は大丈夫だから」

「ひまり…………」

　奏音の不安は表情に出ていたらしい。ひまりは奏音を安心させるかのように、小さく笑ってからもう一度「大丈夫」と言った。

「だから奏音ちゃんは、行って」

　これまで何度か見てきた、優しくて力強い目をひまりはしていた。

　不安が消えたわけではない。

　けど、奏音の迷いは消えた。

　今自分が取るべき行動を決めた。

「あのね、ひまり……。私、お母さんが出て行ってから凄すごく痛感したことがあるんだ。たとえ家族でもさ、『言わなきゃ伝わらない』って。だからひまりも……頑張って」

　もしかしたら、これが最後になるかもしれない。

　そんな考えが頭を過よぎる。

　不安と悲しみがどんどん大きくなって、とても胸が苦しい。

　目の縁まで涙が滲にじんできているのがわかる。

　それでも、奏音は行くことを選んだ。

「…………うん、わかった。奏音ちゃんも……頑張ってね」

　二人は一瞬だけ手と手を絡からませる。それは、お互いにエールを込めたもの。

　ひまりの手は温かかった。

　本当に泣いてしまいそうだったので、もう顔は見ることができなかった。

　そして奏音は傘から飛び出し、駅に向けて走った。




「あっ!?　待っ──」

　雨の中走り去る奏音の背中に向けて、美み実みは咄嗟に腕を伸ばし追いかける。

　彼女に聞きたいことは山ほどあるのだ。

　この機を逃してはならない。

「美実さん」

　その前にひまりが立ち塞がった。

　まるで剣道の試合の時のように、凜とした立ち姿だった。

「お願いです。行かせてあげてください。奏音ちゃん、今からとても大事な用事があるんです！」

「でも！　話を聞かせてもらわないと──！」

　ひまりが家を出てから、およそ三ヶ月。

　美実は奏音に聞きたいことがたくさんあるはずだと、ひまりも痛いほど理解している。

　それでも、今は奏音を行かせてあげなければならない。

「大丈夫です。私、逃げません」

　最初に美実の姿を見た時とは一変。

　力強く言い切るひまりに、美実は咄嗟に息を吞む。

「……もう、逃げませんから」

　二人の間に落ちる雨粒は、さらに大きくなっていた。







　それなりに混雑している電車の中。

　奏音は窓に映る自分の姿を、ぼんやりと見つめていた。

　ひまりのことも凄く気になる。

　でも、既に意識は今から会う母親に向いていた。

（どうして、突然帰ってきたんだろう）

　考えを巡らせてみるがわからない。

　そもそも、出て行った理由も知らない。

　和輝の家に襲撃してきた村むら雲くものことも、結局一文字も話題に出てこないままだ。とはいえメッセージが返ってきたのは、文化祭の日だけなのだが。

『疲れた』と書いていたけれど、他にも理由があるのかもしれない。

　その理由の見当すら付かない自分が、奏音は悲しかった。




　母親はいつも忙しそうだった。

　仕事から帰ってきた後は休む間もなく家事をして、少し寝てからまた仕事に出て行く。そんな日々だった。

　だから奏音も母親の手伝いがしたいと思ったのは、ごく自然なことだったのかもしれない。

　いつからそう思ったのか──明確には覚えていないが、小学生の低学年の頃には強く思っていた気がする。

　そんなある日のこと。

　床の上に無造作に置かれていた洗濯物を試しにたたんでみたところ、とても母親は喜んでくれた。

　もう覚えてはいないが、小学生のたたみ方なので綺き麗れいで丁寧なできあがりとは程遠かっただろう。

　それでも母親が喜んでくれたのが奏音は嬉うれしくて、その日から積極的に手伝いをするようになったのだ。




　奏音の母親は料理をする時、いつも本を見ながら作っていた。

　今思えば、あまり料理は得意ではなかったのだろうなと思う。

　小学３年生になったある日のこと。

　学校から帰ってきた後、なんとなくその料理本をパラパラとめくってみた時から、奏音の料理生活は始まった。

　本には習っていない漢字もたくさん出てきたが、写真がたくさん付いていたので作り方は理解することができた。

　奏音が初めて作った料理は、チャーハンだった。

　材料に書かれていたネギがなかったので、ネギ抜きにしたことを良く覚えている。

　ネギ以外は本の通りに作ったはずなのに、あまりパラパラしていないチャーハンができあがってしまい、奏音は落ち込んだ。

　けれど仕事から帰ってきた母親は、奏音が大げさだなと感じるくらいそのチャーハンを褒めてくれて、美味おいしそうに食べてくれた。

（あの時、本当に心から喜んでくれてたのがわかったから、私は──）

　電車が前のめりに止まり、奏音はハッと我に返る。

　いつの間にか目的の駅に着いていた。

　出入り口に殺到する人たちの流れに乗り、奏音も電車を降りた。




　奏音が和輝の家に行くのは、今年に入ってから二回目だ。

　一回目は、母親が実家を出て行った直後。

「もしかしたらここにいるかもしれない」と、僅かな望みをかけて訪れた時のことを、昨日のことのように思い出す。

　ほとんど会ったことがない親戚に会うとあって、あの時はかなり緊張していた。

　そして二回目は、今──。

　あの時より、今の方が緊張している。

　心臓が早鐘を打つ音が耳に届くほどに。

　一回目の時と違うのは、和輝と母親がこの家の中にいるということだ。

　玄関の前に立った奏音は、一度大きく深呼吸をする。

　そして意を決し、インターホンを鳴らした。

　インターホンから声が聞こえるより前に、すぐドアは開かれた。

　立っていたのは和輝だった。

「……待ってた」

「ごめん。ちょっと遅くなった……」

　奏音が告げると和輝はこくりと頷うなずき、チラリと家の中に視線を送る。

　母親は奥にいる、という意味だろう。

　傘立てに濡ぬれた傘を置き、小声で「お邪魔します」と言ってから家に上がる。

　──と、そのタイミングで和輝が奏音の頭にポフッと手を置いた。

「────っ!?」

　奏音は反射的に、自分のアパートで泣いたあの日のことを思い出してしまった。

『たとえ家族でもさ、『言わなきゃ伝わらない』って』

　別れ際ぎわひまりに言った言葉は、和輝の胸の中で泣いたあの日に、奏音が感じたことでもあった。

　あの時の和輝は、奏音の気持ちを汲くみ取ってくれたけれど──。

　それでもやっぱり、言わないと伝わらないことの方が圧倒的に多いのだ。

「……どうする？」

　その和輝の問いは『自分も同伴した方がいいのか？』というものだろう。

「まずは二人だけで話をさせて」

　奏音は躊ちゅう躇ちょせずに答えた。

「ん……わかった」

　和輝はもう一度、奏音の頭をポフッと優しく叩たたく。

　あれだけ緊張していたのに、奏音の心臓は幾分か落ち着きを取り戻していた。

　こんな状況だというのに、和輝の手の温ぬくもりを感じて嬉しくなってしまう。

（大丈夫。私にはかず兄にいがいる。大丈夫──）

　自分は一人ではない。

　和輝がいてくれるだけで、こんなにも心強い。

　奏音は和輝に見守られながら、母親がいる居間のドアを開けた。




　　　　※　※　※











第２話　回想とＪＫ






　　　　※　※　※




　ひまりと美み実みは、駅前にあるファミレスの中に移動していた。

　向かい合わせに座った二人の間に、アルバイトらしき若い店員が水を置く。

「ご注文が決まりましたら、ベルでお呼びください」

　店員がテーブルから去った後も、二人はしばらくの間動くことなく、ただ無言で座っていた。

　駅前から場所を移動しようと提案したのはひまりの方だが、その間も美実とは会話らしい会話はしていない。

「あの……。ひとまず何か、頼みましょうか？」

　空気に耐えかねたひまりが、おずおずと美実に切り出す。

　美実は一度周囲を見回してから、こくんと頷いた。




　注文を終えた後、二人の間に再び沈黙が訪れた。

　お互いに第一声を探さぐり合うような空気。

　まるで、剣道の試合で間合いを計っている時のようだ。

　その間合いに最初に踏み込んだのは、美実の方だった。

「あの……聞きたいことは……たくさんあるけど……。まずは無事で良かった……」

「あ……」

　心から安あん堵どした表情を浮かべる美実に、ひまりは言葉を失ってしまう。

　女子高生の家出──。

　真っ先に人が思い浮かべるのは、『無事でいるのか？』ということだろう。

　時間が経たった今、それに関してはひまりも深く反省していた。

　和かず輝きも言っていたが、本当に自分は運が良かったのだと思う。

　この数ヶ月の間は見ていないが、家出をした女の子が犠牲になる事件は、決して珍しいことではない。

「心配をかけて、本当にすみませんでした……」

「うん……」

　心が痛い。

　でもきっと自分以上に、この数ヶ月は美実の方がずっと心を痛めていたのだろう。

　そして──両親も。

「それで、さっきの女の子が言っていたことは……本当？」

　ひまりはすぐに答えることができない。

　奏か音のんが美実に言ったのは『ネットで知り合って今は一緒にいる』というもの。

　なぜ奏音が真実を告げなかったのかは、ひまりもすぐに理解した。

　和輝の存在を隠すためだ。

　そしてひまりが長期に亘わたって家に帰らないのは、奏音にもその一因があるのだという印象を与えるためでもあるだろう。

（奏音ちゃん……。私だけが悪いのに……）

　本当は奏音のせいではないと言いたい。

　けれど、和輝の存在は隠し通したい。

　今までひまりは、和輝にたくさん助けてもらった。

　電車で声をかけてくれたこと。

　得体の知れない自分を家にあげてくれたこと。

　アルバイトができるように手伝ってくれたこと。

　特にペンタブを買っていいと言われた時の喜びは、筆舌に尽くしがたいものがあった。

　ひまりは和輝に対して本当に感謝している。

　この恩は、絶対に返さないといけないとも思っている。

　けれど、和輝の行いは法律上では罪になってしまうのだ。

　それが本当にもどかしく、とても悔しかった。

　自分は救われているのに、大人だからといって罪になるなんて。

　だから奏音には悪いと思いつつも、ひまりは彼女の噓うそに合わせることにした。

「はい……。今、お世話になっています」

「さっき……桜おう花かはあの子のこと……奏音ちゃんって言ってた……。それがあの子の名前だよね……？」

　ゆっくりと問う美実。

　美実は昔から、喋しゃべることがあまり得意ではない。

　剣道をやっている時の姿は、別人のように強く見えるのだが。

　ひまりは美実の言葉を最後まで待ってから「はい」と肯定した。

「……それで、奏音ちゃんの親は？　まさか……公認……なの？」

　奏音はまだ未成年なので、それは当然の疑問だろう。

　ただ、奏音の家は『普通』ではない。

「実は奏音ちゃんの家は母子家庭で……。そのお母さんは、数ヶ月前から家を出て行ってしまったんです。でも、さっき戻ってきたと連絡があって──」

　ひまりの説明に美実の瞳孔が開く。

「そうか……。それでさっきは……急いでいたと……」

　ひまりが首を縦に振ると、美実は眉を寄せながら額を押さえた。

「なるほど……。とんでもないタイミングで……私は桜花を見つけたんだな……」

「そうなりますね……」

「そういえば奏音ちゃん、桜花のことを……違う名前で呼んでたけど……」

「はい、偽名です。見つかる可能性を少しでも低くしたかったから」

「…………」

「あの、美実さん。今日は……」

　一度視線を落とした後、ひまりは意を決して顔を上げる。

「今日は、私を連れて帰るつもりですか？」

「うん……。いつもそのつもりで……捜してた……」

　至極当然な答えだ。

　それでもひまりは、少なからず動揺してしまった。

「あの──お父さんとお母さんは──」

　そこまで口に出してから、ひまりは少し後悔した。

　今聞いてしまうと、もしかしたら決意が鈍ってしまうかもしれないから。

　それでも、ずっと気になっていたのは事実で──。

「かなり……心配している。桜花のこと、口には出していないけど……二人とも目に見えてやつれているから……」

「そうですか……」

　脳裏に二人の姿が浮かび、さすがにチクリと胸が痛む。

　しかし、ひまりはすぐに思い直した。

　両親が心配しているというのは事実だろう。

　それでも、ひまりは引っ掛かってしまうのだ。

　心からひまりのことを心配しているのか？　と。

『道場の評判が落ちるから』という理由が、そこに少しでも入っているのではないか？　と。

　本当に、一人の人間として自分は見られているのか──とそこまで考えて、あの時の怒りと絶望を思い出してしまったので、ひまりは一旦考えるのをやめた。

　気を取り直し、ひまりは小さく息を吐いてから続ける。

「美実さん。私、今日は帰りません」

「え────」

「必ず家には帰ります。でも今日は──ううん。もう少しだけ、ここにいさせてください。お願いします」

「……どうして？」

「今、バイトをしているんです。バイト先の人たちに迷惑はかけられません」

「桜花が……バイト…………」

　美実は目を丸くする。

　世間知らずだったひまりの変わり様に驚いているのだろう。

「八月の半ばには絶対に帰りますから」

「…………」

「お願いします。お父さんとお母さんを説得するには、自分のお金で私の本気を証明するしかないと思うんです。だから、それまでは見逃してください。お願いします！」

「…………」

　頭を深く下げるひまりに困惑する美実。

　ひまりはそのまま、美実が言葉を発するのを待った。




『学校が終わったら、すぐに帰ってきなさい』

　小学生になってすぐ、ひまりは母親にそう言われた。

　４年生の半ばまでは、特に疑問を抱かずにその言葉を守っていた。学校が終わるとすぐに家に帰り、剣道の稽古に励む日々。

　転機は４年生の十二月上旬に訪れる。

　クラスの女子たちが集まり、「クリスマス会をしよう」と誘われたのだ。

　クリスマスより一週間ほど早い土曜日に、みんなで集まってプレゼント交換をしたり遊んだりしようという計画らしい。

　この時初めて、ひまりはクリスマス会に誘われた。

　それどころか、遊びに誘ってもらったのも４年生になってから初めてだった。

　ひまりの家が剣道の道場をやっていることはクラスメイトたちも知っていたので、放課後すぐに帰るひまりを引き留める人はいなかったのだ。

　低学年の頃に数回「遊ぼう」と誘われたことがあるけれど、いつも断っていたらいつの間にか誘われなくなっていたのだ。

　かといって学校で無視をされたりなど、嫌な目に遭うことはなかった。

　会話を振られたら返していたし、同級生たちから特に嫌われているとひまりが感じることはなかった。

　それでも、放課後に遊ぶ約束をする友達たちを少し羨ましく思っていたのは事実で。

　そんな折にひまりは誘われたのだ。

　しかも放課後の遊びとは違う、特別なイベントだ。

　この時の高揚感は、ひまりは今でもよく覚えている。

「お母さんに聞いてみる」と誘ってくれた子に答えたものの、ひまりは既に参加する気満々だった。

　どんなプレゼントがいいのだろう、どんな服を着て行こうかなと、ずっと考えながら帰宅した。

　でもその高揚感は、家に帰ってからすぐに消滅する。

『その日は稽古があるじゃない。次の日試合なのよ？　試合前の大事な日に遊ぶのはやめなさい』

　にべもなく母親に言われてしまったのだ。

　母親が言っていることは理解できる。

　それでも、ひまりは初めて提案してみた。

「集まるのはお昼から夕方だし、稽古は夜にするから」と。

　しかし、その訴えもすぐに却下されてしまった。

『疲れが溜たまるでしょ。何より、クラスメイトの家に行く途中で怪け我がでもしたらどうするの』と。

　ひまりはそれ以上何も言い返せなかった。

　ただ初めて、ひまりは親の言うことに反感を抱いてしまった。

　剣道は好きだし、試合も大事だ。

　けれど、自分が遊びたい気持ちを抑えつけられてまでやることなのだろうか？

　次の日、申し訳なさそうに断るひまりを見てクラスメイトたちも何かを察したのか、それ以降、ひまりの前でクリスマス会の話題が出ることはなかった。

　そして、クリスマス会当日の夜。

　ひまりは稽古を終えるとすぐ部屋に戻り、現実を忘れたくて漫画を読みふけった。

　みんな、今日はどんなプレゼントを交換しあったのだろう。

　ケーキやお菓子は食べたのだろうか。

　何をして遊んだのだろう。

　ふとした瞬間に考えてしまうので、いつもより集中して漫画を読んだ。

　物語の世界だけが、荒すさんだひまりの心を受け止めてくれた。

　外出の制限をされていたひまりがなぜ漫画を持っていたのかは、剣道の試合が関係している。

　試合の帰りに、白びゃっ虎こ院いん家は必ず外食をする。それから家までのルート上にある本屋に寄って帰るのが、習慣になっていた。

　両親は共に本を読む人間だった。

　好きな本を五冊は買って良いというルールで、ひまりはその時に漫画を買ってもらっていたのだ。

　その漫画も『好きな時に買えない』という不満の火種が、この時初めて生まれてしまった。

　今まで稽古は皆勤だったひまりが、体調不良を理由に、正月明けから少しずつ休むようになる。

　当然、両親はひまりを稽古に出させようとした。

　父親から厳しい言葉が飛ぶこともあった。しかし、それは逆効果にしかならなかった。

　ひまりは少しずつ、両親に対して心を閉ざしていく。

　学校からすぐに帰るという言いつけは相変わらず守っていて、遊びにいくことはない。

　けれど稽古に出る頻度は減る一方で、ひまりはずっと部屋に閉じこもっていた。

　既に何度も読んでいる漫画をさらに読み返し、物語の世界に深く沈んでいたのだ。

　両親がひまりにノートパソコンを与えたのは、５年生になって間もなくの頃だった。

　どういう理由で両親がノートパソコンを買ったのか、理由はわからない。ただ、変わりゆくひまりに危機感は抱いていたのだろうなと思う。

　使用時間は一日一時間までと決められていたが、ひまりにとってそれは広い世界と繫つながる、大切なツールになった。

　ひまりが好きな漫画を検索したら、そのファンが描いたイラストがたくさん出てきてとても興奮した。

　その中に、特に目を惹ひくイラストがあった。

　緻密で繊細な線で描かれた、とても綺き麗れいなイラストだった。

　一目見て気に入ってしまったひまりは、その人の他の作品も見て回り──。

　そして、出会ってしまったのだ。

『過去に出したオリジナルの同人誌です。再版予定はないのでここに掲載します』

　概要欄にそう説明が載っていた、あの漫画に。

　読み終えたひまりはしばらく放心してしまうほど、衝撃を受けていた。

　すっかりこの世界観やキャラクターたちの虜とりこになっていたのだ。

　同時に、『自分も何か描いてみたい』と強く思ってしまった。

　この人みたいに、とても綺麗なイラストが描けるようになりたい。

　自分で漫画も描いてみたい。

　その衝動は瞬またたく間まに全身を駆け巡り──。




「……桜花」

　美実の声にハッと我に返ったひまりは、沈んでいた過去の世界から浮上する。

「はい」

「私は、桜花に剣道を続けてもらいたいという、先生たちの気持ちはわかる……。桜花の才能は……フェードアウトさせるには……本当に惜しい……。でも好きなことをやりたいという、桜花の気持ちもわかるんだ……。私も剣道を無理やり誰かに取られたら、とても悲しいし、きっとその人に凄すごく怒りを抱くと思う……」

「美実さん……」
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　彼女は両親の味方とばかり思っていたので、ひまりにとって美実の言葉は意外だった。

　でも思い返してみれば、ひまりが唯一イラストや漫画のことを話していたのが美実だった。

　美実はさして興味がなかっただろうが、ひまりの話をいつだって真摯に聞いてくれて、決して否定することはなかった。

　自分と両親との間で板挟みになっている美実の立場を思うと、ひまりの心がキュッと痛む。

「ごめんなさい。美実さんを苦しませてしまって……」

　美実はふるふると頭かぶりを振る。

「桜花が帰ると言った……。だから私は、その言葉を信じる」

「それって、つまり──」

「今日、ここで桜花に会ったことは……先生たちには言わない……。そもそも、私は先生たちに頼まれたわけじゃない。勝手に捜しに来ただけだから……」

「…………！　ありがとうございます！」

　ひまりはもう一度深く頭を下げる。

　美実の姿を見た時、今日で和輝と奏音ともお別れだと思ってしまった。

　とうとうこの生活に終わりが来てしまったのだと。

　自分が思い描いていたような終わりにはならないのだと。

　でも、ひまりが以前決めた通りの日程で残りの日々を過ごすことができる。そのことに心から安あん堵どした。

「捜しに来てくれたのが、美実さんで良かった……」

「桜花は家を出てから……充実した日々を過ごしてきたのだな……」

　美実の言葉にひまりは一瞬驚くが、すぐに小さく笑顔を作る。

「はい。とても楽しくて温かくて──素敵な日々でした」

　ひまりが言った後、美実は少し寂しそうに笑った。




　　　　※　※　※











第３話　本音とＪＫ






　奏か音のんが居間に入ると、今度は入れ替わるように親おや父じが出てきた。

　廊下が少し暗いせいか、それとも心労のせいなのか。定さだかではないが、さっきより目の隈くまが濃くなったように見える。

「奏音ちゃん、来たんだな」

　小さな声で言いながら、親父も俺の方に近寄る。

　玄関前の廊下でこんなふうに親父と並んで待つのは、当然初めての経験だ。

　少し──いや、かなり落ち着かない。

　何か会話をした方が良いのだろうか。

　でも特に話題がない。

　母さんの退院についてはもう聞いたしな……。

「こうして廊下で待っていると、和かず輝きが生まれた日のことを思い出すな」

「え……？」

　突然の親父の発言に、俺はおもいっきり間抜けな声を発してしまった。

　親父は俺の顔を見ると、悪戯いたずらっぽく笑いながら続ける。

「母さんに追い出されたんだよ」

「…………はあ？」

　いきなりすぎて理解できない。

　ひとまず俺は、懐なつかしい顔で虚こ空くうを見つめる親父の言葉の続きを待つ。

「立ち会い出産でな、途中までは俺も母さんの隣にいたんだ」

「はあ」

「陣痛の間隔が徐々に短くなってきて、呻うめく母さんはとても苦しそうだった。俺は何もしてあげられない自分が不ふ甲が斐いなくてな。少しでも役に立ちたいと、何かして欲しいことがないか母さんに聞いたんだ。母さんは横向きになりながら『腰を擦さすって欲しい』と言った。当然擦ったさ。必死でな。そしたら母さん、何て言ったと思う？」

　疑問形だったが、端はなから答えは期待していなかったのだろう。

　俺が軽く首を傾かしげると、すぐに親父は言葉を継いだ。

「『そこじゃない！　痛いから触らないで！』ってさ。しかも『気が散るから出ていってよ！』ときたもんだ。さすがにショックだったが、必死の形相で言われたら従うしかないだろ？　なにせ向こうは命がけだ。だから俺は、和輝が生まれるまで病室の外で待つ羽目になったってわけさ。ちなみに後から聞いたんだが、母さんは自分がそんなことを言ったのを覚えてないらしい。『それは理不尽よねぇ』と当の本人に笑いながら言われてしまった──という笑い話だ」

「そ、そうだったんだ……」

　俺が生まれる時に、そんなことがあったとは……。

　男には想像することしかできないが、出産ってやっぱり大変なんだな。

「で、これと同列に語ることではないかもしれないんだが」

　親父は一瞬だけ居間に視線を送る。

「たとえ仲が良い家族でも、離れたくなる瞬間ってのはあるもんだ。でもな、結局戻るもんさ。お互いに心の底から嫌いあっていない限りはな。だから俺は、二人は大丈夫だと思っている。心配ないさ」

「…………」

　俺も、奏音なら大丈夫だと思っている。

『我慢してないよ』とちゃんと言えるようになった、今の奏音なら。

　それでもなお、心配してしまうわけなのだが。

　……もしかしてこれが、親心というやつなのだろうか？




　　　　※　※　※




　ずっと母親と二人だけで暮らしてきた。

『誰か』がそこに加わったことはない。

　正真正銘、二人だけ。

　母親は『誰か』と電話をすることはあったけど、絶対に家に連れてくることはなかったし、奏音にその存在を話すこともしなかった。

　だから奏音は、その電話の向こうの人が母親の友達だったのか職場の人だったのか、はたまた付き合っている人なのか、一度も知ることなく過ごしてきた。

　たぶん電話の向こうの『誰か』は同じ人物ではなく、色々な人がいたのだろうなと、様々なことがわかってきた今は思う。

　家事もたくさん手伝ってきた。

　奏音が家事をすることで母親は喜んでくれたし、実際に家の中も上手うまく回っていたと思う。

　上手くやっていたはずだ。

　そう思っていたのに──。

　でも思い返してみると、顔を突き合わせて真剣に会話をすることは、一度もなかった。

　なんとなく、お互いがお互いのことを『わかっている』と感じていたように思う。

　けど、人が何を考えているかなんて、本当にわかりはしないのだ。

　それがたとえ、血の繫つながった家族であったとしても。




　奏音がソファに座ると、母親は俯うつむいていた顔を上げた。

　およそ三ヶ月ぶりに見る母親。

　頭の生はえ際ぎわから黒い髪が五センチほど伸びていて、明るい髪色と差異ができていた。

　体も少し瘦せたように見える。

　テーブルの上には、和輝の父親が用意してくれた冷えた麦茶が置かれている。

　奏音は気を落ち着けるため一口だけ飲んでから、改めて正面を向いた。

「あの…………………………」

　続く言葉がまったく口から出てこない。

　言いたいことはたくさんあった。

　さすがに文句を言ってやろうと思っていた。

　聞きたいこともあるはずだった。

　でも、それらは意味のある言葉の集合体になろうとしない。

　掠かすれた息になって、虚空に消えるだけ。

　長い、長い沈黙。

　雨音と、静かなエアコンの駆動音だけが聞こえる。

　視点をどこに定めたら良いのかわからなかったので、奏音はテーブルに置かれている母親のスマホを見つめた。

「どこに、行ってたの……？」

　ようやく出てきた声は、消える前のロウソクの火のように酷ひどく小さいものだった。

　母親は考えるように宙に視線を彷徨さまよわせてから、ポツリと呟つぶやく。

「……色々」

「色々って──」

「本当に、色々。国内の色々な所を回ったし、少しだけ海外も」

「海外!?」

　奏音の視線が跳ね上がる。

　海外まで行っていたとは、さすがに予想していなかったからだ。

「あ……えっと……そうなんだ……。楽しかった？」

　ちょっとズレた質問だったなと奏音は思ったが、言葉は取り消せない。

　母親は意味ありげに、口の端を小さく上げる。

「楽しかったよ。でも──寂しくもあった」

　再びの沈黙。

　その言葉に噓うそはないのだろうと、奏音はこれまでの経験からわかってしまった。

「どうして出て行ったの？　やっぱり私のこと、嫌になったとか──」

「それはないよ」

　素早く否定された。

　奏音を見る母親の表情は、いつになく真剣だ。

「それはない」

　二回目はより強い口調だった。

「じゃあ、どうして……？」

　真剣な表情から一転、今度は露骨に眉が下がる。

「上手く言えないんだけど……。違う場所に行ってみたくなった。ここではない景色を見たくなってしまったから」

「……この街に飽きたの？」

「ちょっと違うかな……。飛行機雲を見てハッとなったんだ。私はもうずっと前から、毎日飛んでいる飛行機にすら気付かなくなっていた。空を見上げることがなくなっていた。そのことに気付いてしまってから──いても立ってもいられなくなったの」

　奏音の心臓が大きく鳴る。

「飛行機雲……」

　思わず声に出してしまった。

「うん。覚えてないと思うけど、奏音が熱を出して保育園に迎えに行った時にさ、奏音が言ったんだ。『お母さん、飛行機雲だよ』って。突然耳元で言われたからビックリしちゃったよ。その時以降、空を見上げてなかったなって……。仕事でいっぱいいっぱいになっちゃってさ」

「覚えてる……」

「え？」

「私、覚えてるよ……」

　奏音の声が震える。

　あの時届いていないと思っていた自分の声は、ちゃんと届いていた。

　同じ景色を見ていた。

　それがわかっただけで、奏音の胸はいっぱいになってしまったのだ。

　溢あふれた涙を手の甲で拭い、奏音は目を丸くしている母親に笑顔を向ける。

「この間ね、かず兄にいにキャンプに連れて行ってもらったんだ。そこで、たくさんの星を見た。凄すごかったよ。空一面に星があってさ。そして天の川が、とても綺き麗れいだった」

「…………うん」

　相あい槌づちを打つ母親の声は優しい。

「でもね、天の川も七夕だけに現れるわけじゃないんだよね。夏の間はずっとある。ただ、見えてないだけ。自分が気付いてないだけなんだなって、あの時思ったんだ。これさ、お母さんが考えたことと、似てない？」

「うん……似てるね……」

「だよね」

　やっぱり親子だよね、私たち。

　言葉には出さなかったけれど、奏音が言いたかったことは母親にも十分伝わったはずだ。

　自由奔放な母親を見ながら育ってきた奏音は、たまに思う時があった。

　私はお母さんと全然性格が似ていないな、と。

　でも、そんなことはなかった。

　目に見えない部分で、ちゃんと似ていた。

　奏音はそれが母親との『繫がり』を示しているようで、嬉うれしかった。

「それでさ……。どうして突然戻ってきたの？」

「奏音が作るご飯、食べたくなっちゃった」

　申し訳なさそうに、でも軽くペロリと舌を出す母親。

　奏音は思わず「なにそれ」と苦笑してしまった。

　他の人には──もしかしたら、和輝にも理解されないかもしれない。

　それでもやっぱり、どうしても憎めない人だなと、奏音は思ってしまうのだ。

「だって奏音のご飯、美味おいしいんだもん。外食で美味しい物をたくさん食べたけど、やっぱり家庭の味が恋しくなってしまうもんだなぁって実感したよ」

　普通は家庭の味といったら、母親が作る料理のことではないのだろうか。

　それが奏音の料理になっているところが、やはり自分の家は普通ではないのだろう。

　でも、奏音はそれで良いいと思った。

　世間一般の普通なんてどうでも良い。

　倉くら知ち家はこれが『普通』なのだ。

「何が食べたいの？」

「えーっと……。いっぱいあるけど、まずは豚の生姜しょうが焼きがいいな」

「わかった。作るからさ、その代わりお願いがある」

「お願い？」

「うん。これからは、辛つらくなった時はちゃんと話して欲しい……。さっき『仕事でいっぱいいっぱいになっちゃって』ってお母さんは言ったよね。私は仕事のことはわからないけど、苦しい時はちゃんと教えて欲しいんだ。私は今まで、お母さんが愚痴を零こぼしているのを一度も聞いたことがない。でもさ、私の前でも吐き出すことを躊躇ためらわなくていいから。心がいっぱいいっぱいになるくらいなら、さ……」

「あ────」

　奏音と向き合ってから初めて、母親の目に涙が浮かんだ。

　良かった、と奏音は涙を見て逆に安心した。

「だから、今後は勝手に出て行くの禁止」

　言えた。

　ようやく言えた。

　ずっと言いたかったことを言えて、奏音は満足だった。

　母親は、ハンカチで目を押さえながら何度も頷うなずく。

　その母親の姿を見ながら、以前ひまりと話したことを奏音は思い出していた。

『そもそも、そんなハッキリくっきりとした『大人』との境目ってない気がするんだよね』

『小学生の時、高校生ってすごく大人に見えていたじゃないですか。でも実際に自分が高校生になってみたら、心は小学生の時とそれほど変わっていないままで……』

　きっと『大人になる』というのも、これとさほど変わらない感覚なのだろうな──と奏音は想像する。

　大人と子供の境目なんて、曖昧なもの。

　そう考えると、母親をより近くに感じられた。

　いや。母親だけでなく、世の『大人』たちに対しても、少し。

　それから数分後──。

　母親の状態が落ち着いたのを確認してから、奏音は改めて姿勢を正す。

「お母さん……。あともう一つ、お願いがあるんだ」

「何？」

「あのね──」

　やや声のトーンを落とし、奏音は『お願い』を口にするのだった。




　　　　※　※　※




　居間のドアが静かに開いた。

　壁にもたれ掛かってスマホを眺めていた俺は、慌てて壁から離れる。

　中から出てきたのは奏音だった。

「伯父さん、かず兄。ちょっといいかな……」

　遠慮がちに言う奏音の目は、少しだけ赤い。でも顔には先ほどまであった翳かげりはなく、どこかスッキリとした雰囲気を感じる。

　それだけで二人の間で交わされた会話は、上手うまい具合に着地したのだなとわかった。

　……良かった。

　奏音の後に続いて俺と親おや父じが居間に入ると、叔母さんは立ち上がって俺たちに軽く会え釈しゃくをした。

「ありがとうございました」

「あ……いえ……」

　叔母さんに礼を言われて困惑する。

　特にこっちは何もしていないのだが……。

　いや、一応場所を提供したのはあるか。

「あと和輝君。奏音からお願いがあるみたいです」

「ん？」

「えーっと……」

　奏音はモジモジとしながら続ける。

「その、夏休みが終わるまでは、かず兄の家にいてもいいかな？　って……」

　あ、そうか……。

　叔母さんが帰ってきたということは、俺の家に奏音がいる理由がなくなるってことでもあるわけか。

　正直に言うと、そこまで考えが回っていなかった。

　唐突に突き付けられた『終わり』に、突如虚むなしさが押し寄せる。

「俺は全然構わんぞ」

　何なら夏休みが終わってもいても良い──とは、さすがに叔母さんがいる手前言えなかったが。

　以前から、三人での生活が続いて欲しいと思うようになっていた。

　この生活がずっと続くなんてありえないとわかっていたけど、それでも。

　胸に得体の知れないモヤモヤが発生した。

　この感覚は何なのか。少しわかりかけたところで慌てて思考に蓋をする。

　俺は奏音を、『取られたくない』と思っているのか──？

　その考えは、あまりにも身勝手だ。

　むしろこの場合、奏音を取られているのは叔母さんの方だというのに。

「和輝君、本当に良いの？」

「ええ。大丈夫です。奏音も荷物の整理などで大変だろうし」

　改めて聞く叔母さんに答えると、奏音の顔が目に見えて明るくなった。

「そう……。私も新しい仕事を探さないといけないから助かります──。和輝君。もう少しだけ奏音のこと、よろしくお願いします」

「はい」

「あ、でもかず兄。明日の夜だけは一回家に帰るね。お母さんにご飯作ってあげるから」

「そうか。わかった」

　ということは、明日の晩ご飯は自分で作らないといけないわけか。
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「和輝。やっぱりお前の方が奏音ちゃんの世話になりっぱなしだったんじゃないか？」

　親父の指摘にドキリとしてしまったのは、それが当たっているから。

「いや、そんなことは──あるかも……」

　正直に答えると、なぜかみんなから笑われてしまった。




　こうしてひまりに続き、奏音が俺の家にいる期限も突然決まってしまったのだった。







　俺と奏音は電車に乗っていた。

　叔母さんは自分のアパートに戻っていったが、先ほど決めた通り、奏音は俺と一緒にマンションに帰ることになったのだ。

　すっかり日は沈み、電車の中は会社から帰宅するらしい人や、遊び帰りか、もしくはこれから遊びに行くであろう若者で溢れている。

　雨は上がったが、湿度が上昇したせいか空気がむわっとしていた。

　電車に乗った俺と奏音は、出入り口前に並んで立ち、終始無言だった。

　ふと疑問に思う。

「そういえばあの村むら雲くもとかいうおっさんは、叔母さんとどういう関係だったんだろう？」

　俺の家に襲撃してきた、かなり過激で迷惑なおっさん。

　あの時約束を交わした通り、その後こちらに連絡してきたりなどの接触は一切ない。

　俺から直接、叔母さんに尋ねるのを忘れていたのだが──。

　どうやら奏音が聞いていたらしく「あぁ、あの人はね……」と、ちょっと困ったように苦笑いを浮かべた。

「お母さん、あの時にパスポートの申請をしてたんだって。でも発行までにちょっと時間がかかるらしくてさ。その間宿代を節約しようと思って声をかけたのが、以前お客さんとして出会ったあの人だったんだけど……。どうもあの人、前からお母さんのこと好きだったらしくてさ。『連絡してきたから俺のこと好きなんだろ』って、脳内変換しちゃったみたいなんだよね……」

「…………ヤバいな」

「うん……。まぁ、お母さんも相手に期待をさせちゃった挙げ句、話を合わせちゃったのは相当な悪手だと思うんだけどね……。まぁあんな感じでかなり強引な人だから、こっそり逃げ出したらしいよ。お客さんの時は凄すごく穏やかだったから、わかんなかったって」

「なるほど……」

「ただ、アパートの合鍵は勝手に作られちゃってたみたいなんだよね。『そこまでするとは思ってなかった。ごめん』って言ってた」

「ええっ!?」

　さすがに声を上げてしまった。

　村雲の話では、鍵は叔母さんから貰もらったというふうに聞こえたのだが。

　その話を聞くとかなり怖いな……。

　奏音の話とかなり食い違いがある。

　あの人に限らず、一方だけの言い分を信じ切るのは危険だなと、ちょっと思ってしまった。

　自分の都合の良いように噓うそを吐ついてしまうのは誰にもあることだとは思うけど、これはちょっと……。

　とにかく、もうあの人と関わることはないだろう。

　電車が減速して、駅のホームに近付いていく。

　そのタイミングで、突然奏音が声を上げた。

「あ、忘れてた。ひまり……！」

「ん？　ひまりがどうした」

「かず兄の実家に行く前に、ひまりの知り合いの人に見つかっちゃってたんだよ！」

「なっ──!?」

　一瞬息が止まってしまうほどの衝撃が襲う。

　いきなり心臓が激しく鳴りだした。

「でもひまりは『大丈夫だから』って言って、私だけかず兄の家に──。どうしよう。どうなったんだろう……」

　電車が止まると同時に、奏音は転がるようにホームに飛び出る。

　俺もすぐさまその後を追った。

　どういう状況だったのか詳しく聞きたいが、今は説明を要求している場合ではない。

　いつもはエスカレーターに乗るが、今は階段を駆け上がる。

　俺たちは改札を抜けて、駅の外へ。

　奏音はキョロキョロと周囲を見渡し──。

「あ、いた！　ひまり！」

　駅前に並ぶ、商業ビルの一角。

　その入り口前にひまりは立っていた。

「奏音ちゃん！　駒こま村むらさん！」

　ひまりもこちらの姿を確認した瞬間、駆け寄ってくる。

　二人は抱擁した後、互いに顔を見合わせた。

「ひまり！　良かった……。もう会えないかと思ってた……」

「心配かけてごめんね。でも、もう大丈夫だから……。奏音ちゃんの方は？」

「私の方も何か上手いこといったよ。ありがとう」

「そっか……」

　目尻に涙を浮かべる二人。

　俺は走ったせいで乱れた呼吸がなかなか整わず、上手く割り込めない。

「あ、えと……。説明しますね」

　俺の『説明してくれ』オーラを敏感に感じ取ったひまりが振り返る。

「そう、だな……。でもその前に晩飯を、どうにかしないと──」

　ようやくそれだけは言うことができた。

　二人は同時に「あ……」と声を上げ、駅前の時計に目をやる。

「すっかり忘れてた……」

「今日は奏音も疲れているだろう……。スーパーで弁当でも買って帰るか」

「了解ー」

「じゃあ……詳しいことは帰ってからお話ししますね」

　いつものスーパーに向かってゾロゾロと歩き出す俺たち。

　そういえば、三人一緒にスーパーに行くのは初めてかもしれない。

　夏休みなせいか周囲には若い人もたくさんいて、俺たちの存在も特に浮いている感じはしない。

　ひまりの関係者に見つかったらしいが──。

　でも今こうして一緒にいるひまりの姿を見ると、もう周りの目を気にして怯おびえる必要はないのかなと、少し気が楽になった。




「──というわけで、美み実みさんは今回見過ごしてくれたんです」

　唐揚げ弁当を頰張りながらひまりが言うと、エビピラフを頰張っていた奏音は「へえぇ……」と相あい槌づちを打つ。

「つまり、八月半ばまではちゃんとここにいられるわけだね」

「うん」

　良かった、と思って良いのだろうか。

　俺は幕の内弁当の魚のフライを口に入れながら安心すると同時に、後ろめたい気分になる。

　ひまりが望んで家を出てきたのだとしても──。

　視点を変えると、俺はひまりの親からひまりを奪っているのも同然だ。

　ひまりの話に出てきた美実という娘こも、複雑な気分だったであろうことは想像に難かたくない。

　それでも、ここまで来て今さら『すぐに帰れ』とも言えないわけで。

「そういうわけで、駒村さん。もう少しだけお世話になります」

「あ、あぁ」

　とりあえず、ひまりの目的である『自分が稼いだお金で捨てられた道具を買う』というのは達成させてあげたい。

　根拠はないが、彼女の両親を説得するには、言葉だけでは無理な気がするから。

「奏音ちゃんも、すぐ家に帰るわけじゃないんだね」

「うん。それはお母さんにお願いしてきた。やっぱりもう少し、かず兄やひまりと一緒にいたいからさ……」

　実は帰り際ぎわ、叔母さんからこっそりお金を渡されていた。

「また後日お渡しします」とのことだったが、俺としてはそこまで恐縮しないでほしい、というのが本音だった。

　お金に代えられないものを、奏音からはたくさん与えてもらっているから──。

　恥ずかしいので、さすがにそれを口に出すことはできなかったけれど。

「ところでかず兄。箸の進み具合が遅いみたいだけど、お腹なか減ってないの？」

　奏音の視線が、露骨に俺の幕の内弁当に向けられる。

　奏音のエビピラフは、あともう二口ほどでなくなりそうだった。

　相変わらず食べるのが早い。

「……やらんぞ」

「むぅ」

　頰を膨らませてむくれる奏音を見て、ひまりがクスクスと笑う。

　そういえば今日の晩飯も、三人ともバラバラだな。

　一緒に生活を始めて何度目だろうか。

　外食で食べたい物を他人に合わせる気がない自分たちのこれまでを思い出し、ちょっと笑ってしまった。

　そこだけは、最後まで協調性がないままだろうな。

「もう！　笑わないでよ」

　いや、奏音のことを笑ったわけではないんだけど。

「奏音ちゃん。私の唐揚げ一つあげるよ」

「えっ、本当？　ひまり大好き」

「随分と安い『大好き』だな」

　唐揚げ一個で得られる大好きとは一体……。

「えー、いいじゃん。元々ひまりのことは大好きなわけなんだし」

「か、奏音ちゃん……」

　……何だこの空気。

　ひまりもガチで照れるな。

　──と、こんなふうにワイワイしながら晩飯を食べられるのはあと少しなんだと思うと、忘れようとしていた侘わびしさが突然襲ってくるのだった。











第４話　晩ご飯とＪＫ






　次の日は休みだったので、いつものように朝から分担して家事に勤いそしむ。

　そして昼食はカップラーメンで簡単に済ませた後──。

　奏か音のんは着替えの入った鞄かばんを手に、玄関に立っていた。

「それじゃあ行ってくるね」

「いってらっしゃい」

「気をつけてな」

「明日のお昼までには戻ってくるから」

「わかった。こっちのことは心配せずに、ゆっくりしてこい」

「…………うん。ありがと」

　奏音はひらひらと手を振りながら玄関を後にする。

　昨日言っていた通り、奏音は一日だけアパートに戻って行ったのだ。

「さて。ひまりは今日はバイト休みなんだよな？」

「はい」

「そうか。さっき昼飯を食ったばかりで言うのもなんだが──晩飯はどうする？」

「うーん……どうしましょう」

　眉間に皺しわを寄せて悩み始めるひまり。

　実家で母さんに「今日は何が食べたい？」と聞かれることは何回もあったが、「何でもいい」という答えはかなり困らせていたんだろうな──というのを痛感する。

　毎日の食事を考えるのって、地味に面倒くさい。

　それが自分だけならまだしも、人の食事になると尚なおさらだ。

「凄すごいよなぁ奏音ちゃん、毎日メニューを考えてたんだよなぁ」

　ひまりの呟つぶやきに、俺も心の中で同意する。

　俺の家に来る前からその生活を続けていたわけだから、本当に頭が下がる。

「明日は俺たちが何か作るか。明日のひまりのバイトは夜からだっけ？」

「はい。奏音ちゃんをビックリさせちゃいましょう！」

「その前に、今日の俺たちの晩飯は──」

「うっ……。ネットでレシピを見て決めましょうか」

「お。それが良いいかもしれないな」

　ということで、早速パソコンがある俺の部屋に移動する。

　ひまりは家に帰る決心をしたからか、以前より絵を描く時間は減っていた。

　とはいえ、一日一回は何かしらの絵は描いているみたいだが。

　ひまり曰いわく「絵を描くのも筋肉と一緒ですから。間が空くと感覚を忘れてたり、絵柄が変わっちゃったりするんです」とのことらしい。

　やはり何事も継続が大事なわけか。

　ひまりは早速パソコンの前に座り、レシピサイトを開く。

　俺はその横に少しだけ離れて座った。

　こういう時の適切な距離感というのがまだわからない。

　以前の告白未遂のこともあり、どうにも意識してしまう。

　そして今さらだが、別にパソコンじゃなくて俺のスマホで見ても良かったのでは──と思ったけど、声に出すのはやめておいた。

　ひまりは家にスマホを置いてきたので、ここではスマホのある生活をしていない。咄とっ嗟さにその発想にならなかったのだろう。

「開いたは良いものの──どうしましょう？」

　確かに、使いたい食材すら決まっていない状態だ。

　ひとまずトップページに表示されている、人気レシピをザッと眺めてみる。

　人気レシピの詳細を見るには有料の会員登録が必要らしいが、こっちは献立さえ決まっていないのでまだクリックする必要はない。

　飲食店のメニュー表代わりにザッと眺めていくが──。

「どれも美味おいしそうですね……」

「そうだな……」

　さすがは人気レシピ。

　どれもこれも食べたくなるものばかりだ。

「ここは視点を変えよう。食べたいものじゃなくて、俺とひまりでも作れそうなやつにするんだ」

「な、なるほど……。確かにそれは大事な要素かもです」

　ひまりほどではないが、俺も料理が得意とは言えない。

　レシピ通りに作ることはできるが、作業工程が少ないものの方が助かる。

　というわけで検索バーに『簡単』と入力。

　出てきた候補を眺めながら、ふと思う。

　俺はひまりのことを、自分とは違う特別な人間だと思っていた。

　事実、彼女は出版社からオファーを貰もらうほどの実力がある。

　でも一緒に暮らしてきて、ひまりの『特別でない部分』もたくさん見てきた。

　改めて思うのは、彼女も絵に関すること以外は『普通の女の子』ということだ。

　むしろ、ちょっと危なっかしい部分も多くて──。

　いや、それに関しては最初からだったな。

　会ったばかりの俺の家にまで付いてきたわけだから。

「……駒こま村むらさん？」

「ん、ああ。どうした？」

「さっきから呼んでましたけど。もしかして眠たいですか？」

「いや、ちょっとボーッとしてただけだ。それで何だ？」

「これなんかどうかなって。美味しそうです」

「ねぎ塩だれのチキンステーキか……。良いな」

　鶏とり肉にくだから牛や豚よりちょっと安いし、何より材料も少ないうえに作業工程が簡単そうなのも良い。

　塩だれだからサッパリ食べられそうだ。

　あと、絶対にこれはビールに合う。

　今日は発泡酒じゃなくて、久々にビールを買ってみるか。

「そうと決まれば買い物だ。行くぞ」

「はいっ」

　勢い良く立ち上がる俺たち。

　俺は鞄の中から財布だけを取り出して、早速玄関に向かい──。

「奏音ちゃんは、お母さんに何を作ってあげるのかな……」

　思い出したように、ひまりがポツリと呟いた。

「……さあな。奏音の得意な料理とか、かもな」

　靴を履きながら、昨日の奏音の様子を思い出す。

　昨日の話し合いは上手うまい具合に着地はしたみたいだけど、やはり約三ヶ月の空白のせいか、二人の間に漂う空気はちょっとぎこちなかった。

　この帰宅で、空白期間にできた溝が少しでも埋まるようにと、俺は密ひそかに願うのだった。




　　　　※　※　※




　地元の駅に着いた奏音は、アパートに帰る前にスーパーに寄る。

　通い慣れた地元のスーパー。

　でも、立ち寄ったのは約三ヶ月ぶりだ。

　懐なつかしさを感じながら入った店内はレイアウトが変わっているということもなく、以前と同じように奏音を迎え入れる。

　えんじ色のスーパーのカゴ。

　地元の農家が育てた野菜の特設コーナー。

　通路の曲がり角というちょっとわかりにくい場所に置いてある、玉子の棚──。

　何も変わらない風景に、奏音は安心感を覚えながら店内を歩いていく。

　いつもなら食材の金額を見ながら献立を考えるが、今回は既に買うものは決まっている。

『本日限り』の張り紙が付いた食材は実に魅力的だが、今日のところは我慢しなければ。

　奏音は目的の食材を素早くカゴに入れ、ついでに自分用のお菓子もちょっとだけカゴに入れてからレジに向かった。




　アパートに着いたら、まずポストを確認する。

　久々に開いたポストの中は空だった。

　おそらく母親が取ったのだろう。

　それだけのことで、本当に母親が帰ってきたことを実感する。

　鍵を開けて家の中に入ると、狭い玄関には母親の靴があった。

　和かず輝きと一緒に来た時にはなかった靴──。

「あ、奏音。おかえりー」

　姿は見えないが、和室から声が飛んできた。

　これまでずっと奏音が母親の帰りを待っている立場だったので、母親に『おかえり』と言われた記憶はほとんどない。

　奏音はちょっとむず痒がゆくなりながらも「ただいま」と返し、靴を脱いだ。

　早速買ってきた食材を冷蔵庫に入れていく。

　調味料以外が入っていなかったはずの冷蔵庫の中には、既に玉子やベーコンなど、いくつかの食材が入っていた。

　総菜ばかり買ってくることが多かった母親にしては珍しい。

　全ての食材の収納を終えて和室に行くと、母親は壁に背を預け、眉間に皺を寄せながらスマホと睨にらめっこをしていた。

「冷蔵庫の中見たけどさ。何か作るの？」

「あー、うん。奏音が和輝君の所にいる間はね。次の仕事先見つかるまでは節約しなきゃだし」

「そっか」

　今母親がスマホで見ているのは、おそらく求人サイトなのだろう。

　以前の職場は家を出る前に既にやめていたのか、はたまた無断欠勤でクビになってしまったのか──そのあたりのことは奏音は知らなかったが、改めて聞く必要はないとも思っている。

　まぁ人当たりの良い母親なので、次の仕事もすぐに見つかるだろう。

「でも今日は、奏音のご飯が良い」

「はいはい。そのために帰ってきたんだし」

　テレビの電源を入れ、奏音も座椅子に座る。

　いきなり画面に映ったのは、どこかの飲食店。

　白いコック帽を頭に乗せた男性が、包丁でトマトを手て際ぎわ良く切っていた。

　画面の端には『絶品！　冷製パスタ』の字幕が表示されている。

（美味しそうだな。今度のお昼ご飯の時に作ってみよ）

　倉くら知ち家の娯楽は、専らテレビかスマホだ。

　奏音が料理をすることに抵抗がなかったのは、家にいても他にすることがなかったというのもあるだろう。

　そして奏音は自分で料理を作っていくうちに『食べること』に楽しみを見み出いだし、人よりちょっとだけ食べる量が多くなってしまったのだ。

　でも、量が少なくても不満があるわけではない。節約しなければいけない状況では問題なく我慢できる。

「あのさ……」

　スマホの画面を見ていた母親が、突然ポツリと呟つぶやく。

「うん？」

「あぁ、えぇと……その……。ごめんね……」

「もういいよ」

　今回の家出の件、本当に反省していることは母親の表情を見れば一目瞭然だ。

「ただ、今度からはちゃんと言ってね。やっぱり寂しいから、さ……」

「うん、わかった。というか、もう出て行かない」

「えー。本当？」

「……うん」

　ぽん、と奏音の頭に手が置かれる。

　母親は少し申し訳なさそうで、それでいて優しい笑みを浮かべて奏音を見つめていた。

（かず兄にいの手より小さいな……）

　そんな当たり前のことを思いながら、奏音は湧き上がってくる照れくささと嬉うれしさを誤魔化すのだった。




　当然ながら、自宅の台所に立つのも久々だ。

　菜箸を取ろうとして、どこに置いていたのか忘れて一瞬考えてしまった。

　だが一度思い出すと、あとは考えなくても勝手に手が伸びる。

　奏音は調味料などを手際良くフライパンに投入し、母親のリクエスト通り豚の生姜しょうが焼きを作ったのだった。

　キャベツの千切りも添え、味み噌そ汁しるを並べて完成だ。

「いただきまーす」

　手を合わせる母親の目は、まるで少女のようにキラキラと輝いている。

　こういう表情をされるから、奏音は母親のことを憎めないのだ。

　箸で薄い肉を取る母親。

　奏音が作る豚の生姜焼きは、しゃぶしゃぶ用の肉を使っている。

　スーパーで『生姜焼き用』として切られて売られている物より、しゃぶしゃぶ用の方が枚数が多くて得した気分になるからだ。

「うん、やっぱり奏音が作る豚の生姜焼きは美味おいしい。この薄いのが食べやすくて良いんだよねー」

　ご飯と肉を同時に頰張りながら、母親は満足げに頷うなずいた。

　奏音も少し遅れてから、自分が作った生姜焼きを口に入れる。

　既に何度も作って慣れているけれど、味付けがビシッと決まっているとやはり嬉しい。

「ところで奏音さぁ」

「ん？」

「和輝君とは良いい感じなの？」

「────っ!?」

　奏音は危うく、口に入れた生姜焼きを噴き出してしまうところだった。

「ん、な、な、な──」

「あらー。その反応は……」

　ニンマリと笑みを浮かべる母親。

　奏音はどういう返事をすれば良いのかわからず、完全に固まってしまう。

　何というか、非常に居心地が悪い。

「ははーん、なるほどねー。夏休みが終わるまで和輝君の所にいたいって言ったのは、やっぱり──」

「そ、そういうんじゃないから！」

「はいはい。あ、母さんから一つだけアドバイスしておくと、いとこ同士って結婚できるってことかな」

「もう！　だからぁ！」

　ムキになる奏音を見て、さらにケラケラと笑う母親。

　敵かなわないと悟った奏音は、握っていた箸を再び持ち直す。

（いとこ同士は結婚できるって──）

　それはアドバイスになってなくない？　と思いながら、奏音は顔を赤く染めたまま数枚の生姜焼きを一気に口に詰め込むのだった。




　　　　※　※　※











第５話　ネクタイとＪＫ






　ついに八月に突入。

　しかし今日は早速残業をしてしまったので、いつもより帰りが遅くなってしまった。

　家に帰ると、二人は既に晩飯を食べ終えていた。俺の分の食事だけが、ラップをかけた状態で置かれている。

　今日のメインは鯖さばの塩焼きだ。

　会社の食堂でカレーセットか和食ランチか悩んだのだが、カレーセットを選んでいて良かった。

　和食ランチのメインも鯖だったから……。

　電子レンジに入れて温め始めると同時に、奏か音のんが「お風ふ呂ろいってきまーす」と通り抜けていく。

　今日の風呂は俺が最初に入る日だったが、ひまりが先に入ったらしい。

　ひまりは既にパジャマに着替え、リビングでくつろいでいる。

『残業で遅くなった時は俺が最後に風呂に入る』というルールも、すっかり定着してしまった。

　でも、この風呂のルールが適応されるのはあと何回なのだろうか──。

　電子レンジの中でオレンジ色にライトアップされた鯖の塩焼きを眺めながら、ついそんなことを考えてしまった。




　タオルを頭に乗せて洗面所から出てきた奏音は、ソファに座るひまりの隣に移動する。

　シャンプーのフローラルな匂いが、一気にリビングに広がった。

　二人とも同じシャンプーを使っているはずなのに、微妙に違う香りに思えてしまうのはただの思い込みだろうか。

　どちらにしろ、アラサーの俺には到底出せない匂いだ。

「あ、そういえばさ。かず兄にいの高校の制服ってどんなんだったの？」

　奏音は冷えた麦茶を口に運びつつ、キッチンで食後のアルコールを飲んでいる俺に尋ねてきた。

「どうした。藪やぶから棒に」

「わ────ッ!?　奏音ちゃん!?」

　なぜか奏音の口を塞ごうとするひまり。

　しかし奏音は麦茶を飲もうとしていたところだったので、「ぶべ」とコップで顔面を強打する形になってしまった。

「あぁッ!?　ごめんなさい！」

「何やってんだ……」

　顔を押さえて悶もん絶ぜつする奏音。

　彼女が復活するまでしばし待ち──。

「実はね。かず兄が帰ってくる前にひまりと想像──っていうか、妄想？　してたんだよ」

「妄想？」

「うぅ……。躊躇ためらいもなく本人に言えてしまうところが、やはり一般人とオタクの生態の違い……。眩まぶしい……。私には無理……」

　ひまりが顔を手で覆いながら何かぶつぶつと言っている。

「うん。もしもかず兄が私たちと同い年で、同じ学校に通ってたら──ってやつ」

「ふぎ────っ!?」

　いや、奇声を発するひまりが面白すぎるんだが？

「ど、どしたのひまり？」

「やっぱり直接言わないでください！　さすがに恥ずかしいです！」

「そ、そうなの？　そこまでヤバいことは言ってなかった気がするけど……」

　必死に訴えるひまりに圧倒されたのか、奏音はちょっと引き気味だ。

「というかですね、ifを考えるのが二次創作の始まりなんですよ……。しかもこれ内容的には『夢系』じゃないですか……。それを本人に伝えるとかどんな罰ゲーム？　て言っても理解して貰もらえないだろうし……。やっぱり二人と私は素養が違う……。ツライ……」

　頭を抱えながら、さらにぶつぶつとこぼすひまり。

　漏れ聞こえた言葉を聞いても、俺にはサッパリ理解できなかった……。

　ひとまずそれは置いといて、奏音の言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　俺が、奏音とひまりと同い年だったなら──。

　考えたことすらなかったので、ちょっとした衝撃を受けた。

　もし俺が高校で二人と出会っていたのなら、今とまったく違う生活をしていたのだろうか。

　……まぁ、正直に言うとわからんな。

　奏音とはいとこ同士でも、学校では全然話さないかもしれないし。

　ひまりも、俺とまったく接点がなさそうだし。

　そして俺も、柔道をやっているという点は変わらないだろうし。

　というか、ひまりの才能や活躍を人づてに聞いて、柔道を辞める時期が早くなる可能性がありそうだ。

　高２の頃の俺は、自分の能力を素直に認めることができず、最後の悪わる足あ搔がきをしていた時期だ。

　そこに別分野とはいえ、既に活躍しているひまりの話を聞いてしまったら──。

　……うん。これ以上考えるのはやめよう。

　無闇に掘り返すようなことではない。

「あ、それで高校の制服だったな。俺の高校はただの学ランだったぞ。特に面白みはなかった。かといって、ブレザーが着たかったわけでもないんだよな。基本的に制服に興味がなかったというか」

「へえー。まぁかず兄っぽい」

「学ラン……。駒こま村むらさんの学ラン姿、見てみたかった……」

　あ。ひまりがちょっと危ないモードに入ってる。

　じゅるりと涎よだれを啜すする音が聞こえたのは、気のせいだと思いたい。

「そういえば、就職活動をする時にネクタイを結ぶのに苦労したんだよな。高校の制服がブレザーだった奴やつは手慣れてたので、その時だけはちょっと羨ましかった」

「今はスッとやってるよね。朝ちょっと目を離した隙にもう準備できてるもん」

「ネクタイは描いたことあるけど、そういえば結び方は知らないなぁ。男性キャラを引き立てるアイテムとしてか見てなかったかも……」

「私もネクタイはやったことないなー。ネクタイをしてる別の高校の女の子をたまに電車で見かけるけど、アレも可愛かわいいよね」

　そうか。奏音もひまりも制服はリボンだもんな。

「ねえねえ。気になるからネクタイを結ぶ練習しても良い？」

「あっ。私もやってみたいです。構造を理解していた方が、絵を描く時にも活いかせるだろうし」

「まあ、別に構わんが」

　二人はリビングからこっちにやって来た。

　俺は帰ってから椅子の背もたれに掛けっぱなしにしていたネクタイを手に取り、奏音に渡す。

　奏音はネクタイをマジマジと眺めつつ「結構長いんだね」と呟つぶやいた。

「そういえば駒村さんは、ネクタイの柄にこだわりはありますか？」

「いや、特には。派手な色でなければいいかな」

「なるほど……」

　そこでひまりと奏音はお互いに目と目を合わせ、ニマリと笑い合う。

「え……何だ？」

「いえ。以前奏音ちゃんとお出かけした時に、駒村さんに似合いそうなネクタイを見つけたんですよ」

「そうそう。あれはかず兄が付けたらおも──カッコイイと思うよ」

「今『面白い』と言いかけただろ？　絶対そうだろ？」

「何のことだか？　それよりもネクタイを結ぶ練習練習」

　誤魔化されてしまった。

　一体どんな柄だったんだ……と深く考える間もなく、奏音の顔が俺に近付く。

　不意打ちで鼻を擽くすぐるシャンプーの甘い匂いに、思わずドキリとしてしまった。

　奏音はクルリと腕を回し、俺の首にネクタイを掛ける。

「俺で練習するのかよ!?」

「え？　そうだけど」

「自分でやればいいだろ」

「でも向きが違うとややこしいじゃん？」

「いや、人に──」

　してあげるつもりなのか、と言いかけてその言葉をのみ込む。

　奏音が露骨に顔を赤くしたからだ。

「それは、ほら、その……。将来のために……ね」

「ははぁ、なるほど。未来の旦那さんのために──ってやつですね？」

「────！」

　ひまりの追撃に奏音はさらに顔を赤くした。

「と、とにかくっ！　練習！　それともひまりが先にする？」

「私は奏音ちゃんのを見た後にするよ。不器用だから……」

「あー…………」

　俺も奏音も否定する気すらおきないところが、俺たちがこれまでに過ごしてきた月日の結果だろう。

「で、ここからどうすればいいの？」

「そうだな。正直に言うと結び方は色々とあるんだが──。俺がいつもやっているのは簡単な結び方だな」

「じゃあそれで」

「わかった。まず、こっちを少し長めにしてクロスさせて──」

「うん」

「そのままクルッと回して、前に持ってくる」

「やったよ」

　……くそっ。奏音の頭が近いから、さっきからシャンプーの良い匂いが気になって仕方がない。

　風ふ呂ろ上あがりにここまで接近されるのは初めてかもしれない。

　意図せず心拍数が上がってしまう。

　とにかく匂いのことは考えるな俺。

「で、下から上に向かって穴を潜くぐらせてから、この輪の中に通して──」

「できたけど……。ちょっと結び目がキレイじゃないかも」

　奏音は少し不満顔だ。

「そこは穴に通す時に意識して調整かな。きつく締めると結び目が小さくなってしまって見み栄ばえが悪くなる。ま、やってればそのうち慣れるさ」

「うん。練習してみるよ。ありがと」
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「え、奏音ちゃん？　もしかして今ので覚えたんですか？」

「えぇと、まぁ大体はわかったかな。コツを摑つかむまでは大変かもしれないけど」

「すごい……。私、見てるだけじゃ全然わかんなかったんですけど……」

「じゃあ次はひまりもやってみるか」

「は、はい」

　奏音と入れ替わり、やや緊張気味に俺の前に立つひまり。

　やはりひまりもシャンプーの良い匂いがする。

　──って、だから考えるなって。

　俺はネクタイを解ほどき、再び首に掛けた状態に戻す。

　冷静に考えたら、俺は何をやってるんだろう……。

　と、今は正気に戻ってはいけない気がするので、あえてその思考は無視する。

「それじゃあ、さっきの奏音みたいにクロスさせてから一周させて」

「……一周っと」

「そこで下から上に──ってちょっと待て」

「えっ!?　下から上ですよね？」

「そうだけど何かがおかしい」

「あ、確かに位置が変かも……。じゃあ一回戻して──ってあれ？　な、何か戻らない」

「いや、キュッと結んでどうする。というか俺ちょっと苦しいんだけど」

「わわっ!?　ご、ごめんなさい！　すぐに解きますっ」

「だからそれ、解くんじゃなくて逆に結んでるからな!?」

「あわわわわわわ」

「あはははははは！」

「奏音は笑ってないで助けてくれ!?」

　想像を超えるひまりの不器用さに、翻弄されっぱなしの俺だった。







「最近、友ゆう梨りさん来ないですね」

　ひまりが言ったのは、リビングに布ふ団とんを敷いている最中だった。

　テレビを見ながら歯磨きをしていた俺は、友梨の名前が出てきたことに驚き、思わず手を止めてしまう。

　友梨が前ほど俺の家に来なくなった理由。

　それは就職先が決まったから。

　そしてもう一つ。

　俺に告白をして、俺がまだ返事をしていないから──。

　告白のことはともかく、俺は友梨の就職のことも二人にまだ伝えていなかったことを思い出した。

　前に友梨の就職祝いをした時は、飲み会としか伝えていなかったからな……。

「友梨は──」

「来にくいんじゃないかな」

「え──？」

　ぽつり、とこぼした奏音の言葉に、俺は思わず固まってしまった。

　奏音のその言い方は、まるで俺と友梨の間にあったことを知っているかのようで──。

　でも、奏音は知らないはずだ。

　友梨の方も、さすがに奏音には言っていないだろう。

『ずっと、好きだった……かずき君のこと。二人より、ずっと先に』

　二人の気持ちに気付いている友梨が、本人たちに言うわけがない。

　友梨がそういうことを正面切って言えない性格であることは、俺もよく知っているから。

「あ、いや……。ほら友梨さん、お仕事探してるみたいだったじゃん。だからなかなか時間が取れないのかなって」

　奏音はパタパタと手を振りながら答える。

　どうやら俺の考えすぎだったらしい。

「それなんだが、新しい就職先が無事に見つかったみたいなんだ」

「そうなの!?」

「だから最近来なかったんですね。でも良かったです」

　ひまりが納得したように頷うなずき、そこでこの話題は終わってしまった。

　俺は不意打ちの話題でドキドキした胸を押さえながら、口をゆすぐために洗面所に向かった。




　次の日の夜。

　夕食を終え、風呂も終えて冷蔵庫から発泡酒を取り出したところで、奏音がニヤニヤとしながら近付いてきた。

「かず兄〜」

「どうした？　おやつはダメだぞ」

「もう、違うってば！　とにかく来て」

　断る間もなく、奏音に腕を引かれて連れて行かれたのは俺の部屋。

　そこではひまりがパソコンの前に座っていた。

　既に何度も見てきた光景なのだが──。

「実はね、ひまりが私らの絵を描いてくれたんだよ」

「絵を？」

　ひまりはモジモジとしながらコクンと頷く。

「そう。私が『ひまりは似顔絵は描けるの？』ってなんとなく聞いたら描いてくれたんだ」

「デフォルメですが……」

「へえー」

　俺はすぐさまパソコンの画面を覗のぞき見る。

「これ……俺？」

「は、はい……」

　そこには、二頭身で描かれたキャラがいた。

　眼鏡の中の目は点になっていて、何とも可愛かわいらしい。

　これが自分だと言われると照れてしまうな……。

「ね、髪型とか雰囲気とかそれっぽいでしょ？」

「この隣は奏音か。確かに特徴を捉えているな」

「でしょ？　実は私ってこんなに可愛かったんだよ」

「自分で言うな」

　まぁ、可愛いのは否定しないけど……。

「そしてこっちは友梨さんとひまり。このほわほわ具合が友梨さんって感じだよね」

「確かに、友梨を知っている人間が見たら一発でわかるな。ひまりの絵もさすがだな。上手うまい」

　しかし、ひまりってこういう絵も描けたんだな。

　今まで見てきたのは色使いが綺き麗れいな絵が多かったので、素直に驚いた。

　漫画も描けるし、ひまりの器用さに感心しきりだ。

　反比例するかのように、絵のこと以外は不器用なんだけどな……。

「デフォルメでも、自分の絵を可愛く描くのってかなり抵抗がありました……。でもこれでいつかエッセイ漫画も描けるかもしれないなって考えたら、楽しくなったかも」

「エッセイ……？　頼むから、俺のことは漫画にするのはやめてくれよ？」

「さすがにそれはしませんよ！　仮に出すとしても異世界の住人とか、もっと未来の世界とか……。絶対に駒村さんがモデルだとわからないようにします」

「ファンタジー世界のかず兄かぁ。どういう感じになるのか気になる」

「おいおい。だから俺をモデルにするのはやめてくれって」

「ふふっ。善処します」

　いや、その返事は出す気満々だろ？

　……まぁ、俺の知らないところで出すなら良いか。

「ねえねえひまり。この絵プリントアウトしてもいい？」

「うん、いいよ」

「やった」

　ひまりは早速プリンターを起動する。

　白いプリンターは随分と使っていなかったので、埃ほこりを被かぶっていた。

　そういえばこれ、入社したての頃に買ったやつだっけ。

　あの時はメールが使えない上司がいて、ＦＡＸとセットで使ってたんだよな……。

　久々に聞いたプリンターの起動音に、当時の大変だった記憶が走そう馬ま灯とうのように駆けていく。

　ひまりは慣れた様子で印刷の設定をすると、間もなくプリンターから出力された絵が出てきた。

「ありがとう。ひまりと撮ったプリクラと一緒に保管しとこ……」

　奏音はＡ４サイズの紙を感慨深げに見つめながら呟つぶやく。

「これでひまりが有名になったら自慢できるな」

「だねー。大切にしとかなきゃ。でもかず兄は人に見せらんないよね。ひまりとの繫つながりがバレちゃうから」

「……そうだな」

　そもそも自慢できる相手も晄こう輝きくらいしかいないし。

　しかし、これもひまりとの思い出の品になるな……。

　俺の絵がプリンターから出力されるのを眺めながら、また別れの気配を一つ感じるのだった。











第６話　モヤモヤと俺






　いつものように、会社の食堂で迎える昼休み。

　磯いそ部べと俺は共にＡランチを受け取り、空いた席に着く。

「そういえば、ここんところ佐さ千ち原はらさんと一緒に食ってないな。休んでるのか？」

「いや。今日も元気に出社してると思う。たぶん」

「…………」

　二人は付き合っているというのに、明らかに磯部の今の返答はおかしい。

　他人ひと事ごとというか、ちょっと投げやりというか……。

「何だよ。まさかケンカでもしたのか？」

「うっ──」

「……わかりやすいな、お前」

「だってよー…………」

　磯部は箸を手にしたまま、大きなため息を吐つく。

「で、原因は？」

「俺が悪いんだけどさ……」

「だろうな」

「せめて話を聞いてから言って!?」

「すまん」

　一応謝っておくが、本当に悪いとは思ってなかったりする。

　だって佐千原さんと磯部じゃ、比べるべくもないというか……。

「それで、改めて聞くけど原因は？」

　言ってから俺は味み噌そ汁しるを口に運ぶ。

　味噌汁の具材は日替わりなのだが、今日の味噌汁の中にはネギと油揚げ、そしてジャガイモが入っていた。

　今まで結構な頻度で食堂の味噌汁を食べてきたが、ジャガイモが入っているのは珍しいな。

　腹が膨れるからいいけど。

「この間の休みの日、一緒に映画を観みに行ったんだけど……」

「まさか、映画のチョイスが佐千原さんに劇的に合わなかったとか？」

「いや、映画自体は面白かったんだよ。その後の昼飯がまずかった」

「そんなに酷ひどい味だったのか」

「飯の味が『不マ味ズかった』わけじゃなくて、まずかったのは俺の行動だよ……」

『まずい』の意味が違った。

　というか意味が違っても『まずかった』とか言うもんだから、Ａランチのハンバーグまで不味く感じてしまいそうじゃないか。

　俺は慌てて味覚に神経を集中させる。

　……うん。いつも通りに美味うまい。

　とはいえ、めちゃくちゃ美味いというわけでもないけど。

　おそらく冷凍のハンバーグなのだろうが、それでも俺はこの無難な味が好きだったりする。

　って、今はハンバーグについて考えている場合じゃないな。

　磯部だ磯部。

「一体何をしたんだ？」

「実は俺たちの隣の席に座っていた女の子二人がさ、『ドリステ』について熱く語っててさ……」

『ドリステ』というのは、『ドリームステージ』というスマホ用のゲームだ。

　主人公がプロデューサーになり、アイドルを育てていくという趣旨のやつ。

　ちなみに俺は磯部に誘われてダウンロードしたものの、ゲーム性が合わなくて即やめてしまった。

　音ゲーはリズム感がない人間にはつらい。

「……それで？」

「その子たち、平びょう等どう院いん朱あけ美みについても語りだしたんだよ。俺の最推しの子の話を！　隣で推しの話を楽しそうにされたら混ざりたくなるだろ!?」

　正直に言うと、磯部の言うことに共感するのは難しかった。

　俺はゲームや漫画のキャラにほとんど入れ込まない性格というのも、やめてしまった理由の一つだったから。

　確かに好きなキャラはできるが、実生活にまで引き摺ずるほどではないんだよな。

　その点、磯部やひまりが二次元に熱狂しているのを見ると、少し羨ましいと思ってしまう。

　人生の楽しみが俺より多いってことだから。

　──ということを以前磯部に話したら「考え方がおじいちゃんかよ……」と言われてしまったのはちょっと納得いかない。

「それで混ざったのか……」

「でも、話したのは時間にして五分もなかったぜ……」

「この際、時間は関係ないな」

　デートの最中に見知らぬ女の子たちと会話を始めるのは、恋愛経験がない俺でもヤバい行動なのはわかる。

「うぅ……やっぱそうだよなぁ……。俺も自分が悪いのは本当にわかってんだよ。でも謝ってもなかなか機嫌を直してくれなくてさぁ……」

「で、今日まで引き摺っているわけか」

「会社ではフロアが違うから滅多に会わないし。連絡してもずっと無視されてる。俺たちもうダメかもしれない……」

　特大のため息を吐いた磯部は、元々丸くなっていた背中をさらに丸めた。

　そこまで致命的な印象は受けなかったが──でも佐千原さんがどう受け止めているかはわからないしな……。

　呆あきれてこのままフェードアウト、という可能性もなくはない。

「仕方ない。俺も二人がくっついた一端を担になっているわけだし、場を作るくらいは協力してやるよ」

「………………マジで？」

「そんなに驚いた顔で見るなよ」

「だって駒こま村むら、ちょっと前までこっちから誘っても断りまくってたじゃん」

「あぁ……。あの時はそういう気分じゃなかったんだよ」

　確かに、前までは奏か音のんとひまりがいるから不安ですぐに帰宅していた。

　でも今は二人に留守番を頼めるまでになっている。

　これに関しては、ひまりがバイトをしても関係者に見つかることなく過ごせてきたからだと思う。

　まぁ、ついこの前見つかってしまったけれど……。

「駒村さ、何か変わったよな。やっぱ彼女の影響だろ？」

「ノーコメントで」

　俺、やっぱり前と変わってるのか。

　磯部には度々指摘されてきたけど、改めて二人との生活が俺に与えてきた影響の強さを感じてしまうのだった。




　俺は次の日、磯部と佐千原さんを仲直りさせるべく居酒屋に向かった。

　佐千原さんに断られる可能性も考えていたんだが、意外にアッサリと彼女は了承してくれた。

　もっとも、佐千原さんには「後で合流する」とは言われてしまったが。

　さすがに会社から三人仲良く居酒屋に向かう気にはなれなかったらしい。

　まぁ、磯部もその方が精神的に助かったみたいだけど。

　ちなみに、今日の店は前回とは違う居酒屋だ。

　串焼きから鉄板料理、揚げ物や麵類と、メニューが豊富で目移りしてしまう。

　でも今の磯部は、食い物のことは頭に入ってきていないみたいだ。

「なぁ駒村……。やっぱり俺帰っていい？」

「はぁ？　何言ってんだよ。お前がいないと話にならないだろ」

「でも、今まで散々謝ってきて許してくれないんだよ。もう謝っても無駄な気がしてさぁ……」

「そこはもっと希望を持てよ。佐千原さんも本気でお前と仲直りしたくないのなら、今日の誘いも断ってるはずだろ」

「あ……。言われてみれば、確かに……」

　そのタイミングで男性店員が俺たちのテーブルにやって来る。

　彼の後ろには佐千原さんがいた。

「こちらでございます」

　店員に「どうも」と一言告げてから、佐千原さんは俺に向かって軽く会え釈しゃくをした。

　途端に磯部の背筋が伸び、緊張モードになる。

　前と同じように、佐千原さんは俺たちの向かいの席に座った。

「お待たせしてすみません」

「いえ。俺たちもさっき来たばかりですから。まずは飲み物を頼みましょうか」

　ここは俺が取り仕切った方が良いと判断し、ドリンクメニューをテーブルに広げる。

　各おの々おの決めたところで店員を呼んで注文した後、ちょっとした沈黙が訪れた。

　店内に響く談笑とは対照的に、俺たちのテーブルだけが静かだ。

　自分からこの場を作っておいてなんだが、やっぱり居心地が良いとは言えんな……。

「あの……駒村さん。本当にご迷惑をおかけしてすみません……」

「いや、俺は全然構わないよ」

「すまん駒村……」

「だから謝るなっての」

　磯部までかよ。

　この二人、案外似た者同士かもしれない。

　口に出したらややこしいことになりそうだから言わないけど。

「お待たせしましたー！　生中二つと梅酒サワーです！」

　やたらと元気に店員がドリンクを持ってきたが、さすがに乾杯をする雰囲気ではない。どうしたもんか。

　と少し悩んでいると、突然磯部が佐千原さんに頭を下げた。

「えぇと……。改めてごめんなさい、ここちゃん。本当に俺、反省してます」

「あっ──!?　え、えっと……」

　佐千原さんは突然の磯部の謝罪に、異様なほど目を泳がせてうろたえる。

　これは磯部の謝罪に対してというより、いきなり名前を呼ばれたことに対しての動揺な気がする……。

　頭を下げたままの磯部と、何も言わない佐千原さん。

　彼女は何かを言いかけて口を開け──を数回繰り返したところで、ようやく声を発した。

「わ、私の方こそ……。ずっと大人げない態度でごめんなさい。でも私、どうしても悔しくって……」

　佐千原さんは膝の上でキュッと拳を握る。

　まぁ、デートの最中に他の女の子と盛り上がったら当然だろう。

「本当に、ごめん」

「私、二次元の女の子に負けちゃったのかと思うと……」

　…………ん？

「…………ん？」

　俺の心の声と磯部の声がハモった。

「二次元の女の子が相手じゃ、私なんて勝ち目ないじゃないですか……」

　あ──そっち？

「ちょっと待って!?　さすがに俺も二次元の子にガチ恋はしてないよ!?」

「でも、あの女の人たちと凄すごく楽しそうに話してたじゃないですか。私のことは放っておいて」

「結果的に放置しちゃったことは何度でも謝る。でも俺は二次元の女の子が一番じゃないって！　神に誓ってもいい！」

「う……でも……」

「本当だって。これだけは本当に信じてくれ」

　真剣な目で佐千原さんを見つめる磯部。

　会話の内容的に、俺はどういう表情をして見守ればいいのかわからない……。

「……わかりました。それじゃあ、これからは私の前でその──朱美ってキャラの話をするのはやめてもらえたら……。たとえ二次元の子でも、私以外の女の子の話を目の前で楽しそうにされると、やっぱり寂しいです……」

　佐千原さんは弱々しくぽそっと呟つぶやいた。

「…………」

　しばしの沈黙が流れ──。

「なぁ駒村……。俺の彼女が可愛かわいい」

「はっ倒すぞ」

　振り向きざま目をキラキラさせて言う磯部に、俺はマジトーンで返してしまった。

　修羅場になる展開も覚悟していたというのに、開幕からなんだこの空気は……。

　つまり佐千原さんは女性と会話をしていたことに対して怒っていたわけではなく、二次元の女の子に嫉妬して拗すねていただけということか。

　意外に可愛いところがあるんだなと思う一方で、ちょっとだけ面倒くさい子かもしれないな……とも思ってしまったが、当然ながら口に出すつもりはない。

　なんにせよ、今ので一気に和解の雰囲気になった。

「わかった。これからはここちゃんと一緒にいる時は、ドリスタの話は一切しないから」

「……本当に？」

「絶対──とは言い切れないかもしれないけど……。自重します」

　磯部の返答にちょっとだけ不満そうな顔をしつつも、既に佐千原さんの口は笑みの形になっていた。

　これにて解決──ということで良さそうだな。

　俺は放置されて、水滴が滲にじみ始めたグラスを手に取って掲げる。

「それじゃあ二人が仲直りした記念ということで。乾杯！」

「「乾杯ー」」

　俺のグラスに二人も合わせてきた。

　始まったばかりだが、既に俺の中ではこの飲み会は終了した気分だ。

　また前のように、頃合いを見計らって俺だけ帰るか。

　ひとまず、一品料理が豊富に並んだメニュー表を眺める。

「そういえば佐千原さんって、ここちゃんて名前だったんですね」

「こ、駒村さん──!?　えっと……本名は『ここね』って言うんですけど、子供の頃から皆にはそう呼ばれています……」

「へぇ。可愛い名前ですね」

「あっ──。ありがとうございます」

　佐千原さんは本気で照れているのか、モジモジとしながら目を逸そらされてしまった。

　そこまで照れられると、言ったこっちも少し恥ずかしいのだが……。

「おい駒村。人の彼女に可愛いとか言うなよ」

　磯部に怒られてしまった。

「下心はまったくないから安心しろ」

「そうは言ってもな、真面目で硬派な雰囲気のお前がいきなり『可愛い』って言うと、破壊力があるんだよ……」

　そうなのか……？

　俺、自分ではそこまで真面目な人間だとは思っていないんだけど。

　というか硬派か？

　自分と磯部の認識のズレに、ちょっとだけ戸惑ってしまう俺だった。




　一品料理を色々とつまみながら雑談をして、およそ一時間が経過。

　最初は途中で退席しようと考えていたのだが、磯部と佐千原さんから「今日はお礼に奢おごるから」と言われたので最後まで居残ることにした。

　こういう時の人の厚意は受け取っておくべきだろう。

　しばらくアルコールを摂取していると、訪れる問題が一つ。

「磯部。トイレの場所ってどこかわかるか？」

「レジの横にあったぞ」

「悪い。ちょっと行ってくる」

　席を立ち、教えて貰もらった通りレジの横を目指して歩く。

　だが、俺はその手前で足を止めてしまった。

　窓まど際ぎわのとあるテーブル席。

　こちらに背を向けて座る女性のシルエットに、とても見覚えがあったからだ。

　あれは──友ゆう梨り？

　彼女が座っている席には、他に見知らぬ男三人と女性二人もいる。

　人数から即座に連想したのは、『合コン』という単語。

　彼らの席は盛り上がっており、友梨もこちらにはまったく気付く様子はない。

　当然、声をかける勇気もなく──。

　急きゅう遽きょ胸の内に発生した不快な感覚を抱えながら、俺はその場を離れた。




「はぁー。食った食った」

　居酒屋を出てすぐ、磯部が満足そうに呟く。

　疑っていたわけではないが、本当に奢ってくれたのは素直に嬉うれしい。

「そういや駒村、何か後半から元気なかったな。酔ったか？」

「まぁ、ちょっとな……」

「へぇー、珍しいな。いつもは平気な顔をしてるのに」

　……というやり取り、実は三回目だったりする。

　磯部は酔いが回ると、同じことを繰り返し発言するタイプだ。

　単純に自分が言ったことを覚えていないんだろうな。

　ちょっとだけ鬱陶しいが、そろそろ慣れてきた。

「お前こそかなり酒が回っているだろ。気をつけて帰れよ」

「ふふっ。磯部さんは私が責任を持って送り届けますから」

　と、磯部の代わりに笑顔で答える佐千原さん。

　何か、前も似たようなやり取りをした気がする。

　佐千原さんも顔は少し赤いが、酒には強いタイプらしい。

「じゃあ、また明日。今日はありがとうございました」

「こちらこそ、ご馳ち走そう様さま」

　二人と駅で別れ、ホームで電車を待つ。

　夜の生暖かい風では、顔に帯びた熱は冷めそうにない。

　磯部にはああ言ったが、実のところ酔いはほとんど回っていない。

　ただ、友梨のことが気になってしまって──。

　俺たちが店を出る時には、既に友梨たちがいた席は空いていた。

　結局友梨は、俺のことに気付かないままだった。

　友梨に告白をされたが、返事は保留したまま。

　俺の彼女になったわけではない。

　だから友梨が誰とどのように行動しようが、俺には関係ない。

　関係ないはずなのに──。

　どうしてこんなに気になってしまうのだろうか。

　というか、あれは合コンだったのか？

　男性に対して積極的でない友梨のことだから、もしそうだった場合、数合わせに誘われただけという可能性が一番高いだろうけど……。

　それとも、知り合い同士のただの飲み会だったのだろうか？

　もしくは新しい職場の人たちとか？

　そういえば、次の職場に行くのはいつからだったのだろう？

　考えても答えは出てこないのに、さっきからずっと考えてしまう。

　本人に聞くのが手っ取り早いのだろうが、友梨の連絡先を今も知らないままなのは、他ならぬ俺のエゴによるもので──。

　こうやってモヤモヤしているのは、ある意味自じ業ごう自じ得とくというやつだろうか。

　友梨が俺以外の人間と楽しそうに話しているのを見るのは、中学生の時以来だった。

　あの頃は同級生たちに幼おさな馴な染じみという関係をからかわれることを恐れて、学校ではどちらともなく距離を空けてしまった。

　友達と楽しそうに会話をする友梨を、遠巻きに眺める日々。

　でも家に帰ってからは、お互いに得意科目で試験勉強を教え合っていた。

　狙ってそういう関係になったわけではないが、結果的に『学校の皆には秘密の関係』というものになっていて──。

　正直に言うと、あの頃の俺は友梨のことを少なからず良く思っていた。

　でもその気持ちを口に出す勇気が出ないまま月日が流れ、やがてその感情も、川の上流の石が下流に流れていく時のように少しずつ削れていってしまって──。

　でも…………今は？

　胸の奥がズキリと痛いこの痛みは、十代の頃に味わって以来、すっかり忘れていた感覚だった。











第７話　思い出の場所とＪＫ






　今日の晩ご飯は、バターコーンライスとステーキ。

　バターコーンライスというものを初めて食べたのだが、非常に美味うまい。特にひまりが感動していた。

　奏か音のんが言うには、このバターコーンライスは炊飯器で簡単に作れるらしい。

　そういえば一人暮らしを始めてから、炊き込みご飯を作っていないことを思い出した。

　晄こう輝きと一緒に住んでいた時に、一回だけ作った気がするけど……。

　これからはもっと炊飯器も活用してみよう。

　せっかくの文明の利器だし、使わないと損だよな。

「明日さ……どうする？」

　唐突に奏音がそう言ったのは、食べ始めてしばらく経たってからのことだった。

　明日は週末。

　俺の仕事が休みなわけだが──。

「どこか行きたい場所でもあるのか？」

「そういうわけじゃないけど……。ひまりが帰るまで、かず兄にいの休日ってあと少ししか残ってないじゃん」

「あ……」

　思わず俺たちはカレンダーに目を向ける。

　奏音は夏休みだが、社会人の俺には当然そんなものはない。

　つまり三人一緒に行動できる回数は、もうほとんど残っていないということで──。

　何かをしなくても、いつも通りの日常を過ごすという選択肢もある。

　だが奏音もひまりも、それではきっと物足りないだろう。

　過去を振り返った時に普段通りに過ごしていた日々も、かけがえのない思い出になることは間違いない。

　でも若い二人が真っ先に思い出すのはきっと日常生活ではなく、『何かをした』『どこかに行った』という経験だろうから。

「そうだな。せっかくだしどこかへ出かけるか。ひまりのバイトは？」

「明日はお昼からですが、明後日あさっては休みです」

「それだと、ひまりがバイトから帰ってきてからになるか」

「そっか。じゃあ明日はやめた方がいいかな……」

「あ、私は平気ですよ？　元々体力には自信があるので！」

　ひまりは自信満々に胸をどむっと叩たたく。

　本人がそう言うのなら、まぁ大丈夫だろう。

「それで、どこに行く？」

　遊園地みたいに、それなりにお金のかかる場所はちょっと──というのが本音だ。

　キャンプで結構使ってしまったからな……。

「それなんだけどさ、あのショッピングモールじゃダメかな？」

「俺は構わんが──」

　この間、水着を買いに行ったばかりだけど。

　さらには晄輝が来た時の『偽装デート』でもひまりと行った。

　横目でチラリとひまりを見ると、彼女と目が合ってしまった。

　たぶん、ひまりも俺と同じことを考えたのだろう。

　あの時どこに行ったのか、奏音には詳しく話していない。

「私もそこで良いいですよ」

「良かった。特に何がしたいってわけじゃないんだけどさ。前に行った時は買い物が目的だったから、あまりウロウロしてないなぁって」

　この『目的もなくウロウロする』というのは女子の得意分野だよなと思う。

　全ての男がウインドウショッピングが苦手と思っているわけではないが、俺は何か目的がないと動く気にならないし……。

「じゃあ、ひまりのバイトが終わったら行こう」

「あ。ひまりのバイト先の駅で待って、そのまま行くってのはどう？」

「確かにその方が効率が良いな。ということでひまり、明日は駅で待ってるから」

「わかりましたっ」

　明日の予定を決めたところで、俺はまたカレンダーに目をやる。

　この生活が終わるまで、本当にあと僅かとなってしまったんだな……。




　ひまりが風ふ呂ろに入っている間、奏音はリビングに布ふ団とんを敷き始めていた。

　いつもはもっと遅い時間に敷くのだが、珍しい。

「今日は早く寝るのか？」

「うん。なぁんか眠いんだよね」

　ひまりの布団もついでに敷いて、既に寝る準備はバッチリだ。

「あまり早く寝すぎると、明日出かける時に眠くなってしまうぞ」

「あぁー……。ま、その時はちょっとだけ昼寝するから」

　ポンポンと枕を叩き、奏音は無邪気に笑う。

　その場合、俺は起きてないとヤバそうだな。

　全員が夕方まで寝過ごした時の再来になりかねん。

「あ、そういえばさ、かず兄……」

　奏音の声のトーンが急に落ちた。

　さっき叩いた枕を、今度は両腕でギュッと抱いている。

　どうしたんだろう。

　もしかして叔母さんのことだろうか？

「えっと……その……」

　やけにもったいぶるというか、モジモジとし始めて気になる。

「どうした」

「あのね。いとこ同士って、結婚できるんだって」

「あぁ………………。はぁっ!?」

「それだけだから。じゃあおやすみ！」

　奏音はリモコンで電灯を消すと、頭から薄い布団を被かぶり、勢い良くゴロンと横になってしまった。

[image: ]

　いや、爆弾級の発言を投げておいてそれはないだろ!?

　しかし、奏音はもう布団の中から出てきそうにない。

　かといって、改めて俺の方から声をかける勇気はなく──。

　仕方なく暗くなったリビングを離れ、俺はキッチンに移動する。

　顔が火ほ照てっているのは熱帯夜のせいだけではない。

　熱を冷ますために冷蔵庫からペットボトルの水を取り出し、コップに入れて一気に飲み干す。

「ふぅ……」

　水を飲んだだけだが、少しだけ落ち着いた。

　奏音はどういう意図であんなことを言ったのだろうか……。

　いとこ同士は結婚できる──。

　俺も知識として知ってはいるが、奏音に対してそれを意識したことは一度もない。

　逆に奏音は意識しているってことか？

　…………マジで？

　確かに俺くらいの年齢になると既に結婚している人もいるし、結婚自体は何ら珍しいことではないのだが……。

　でも、奏音はまだ高校生だぞ。

『あの……かず兄が良かったら、だけど。卒業してもかず兄のためにご飯作るよ……？』

　突然思い出したのは、以前奏音に言われた言葉。

　あの時も奏音はすぐに走り出して、その意図を聞くことはできなかった。

　だがさっき言ったことと合わせて考えてみると、もしかしたらあの時の言葉と繫つながっている──のか？

　思い出したら、急に恥ずかしくなってしまった。

　でも、結婚か…………。

　俺には縁がないものと思っていたので、一度も真面目に考えたことがなかった。

　仮に俺が誰かと結婚しても、そこはゴールではない。

　ただ、新たな日常生活の始まりに過ぎない。

　その日常生活を、この人とならずっと一緒に過ごしても良いと思った人と結婚するわけで……。

　そう考えると、奏音はこれまで一緒に過ごしてきて飾らない俺の姿を知っているし、家事もよくできるし、何より俺も気を遣わないし──って、何を考えてるんだ俺!?　相手は女子高生だ！

「ふぅ、良いお湯でした」

「────っ!?」

「麦茶が飲みたいです。って、リビングの電気が消えてる？　奏音ちゃんもう寝たんですか？」

　ひまりが風呂から出てきた。

　だが、今の俺は彼女の顔をまともに見ることができなかった。

「ああ。今日は早く寝るらしい」

「わ。駒こま村むらさん顔が真っ赤ですよ!?　もしかして熱ですか？」

「いや、ちょっと悪酔いしたみたいで。特に熱があるわけじゃないんだ、うん」

「なるほど。だからお水を飲んでたわけですね」

　こっちが言い訳を用意する必要もなく、ひまりは勝手に納得してくれた。

　ペットボトルの水を持ったままで助かった……。

「俺も今日は早く寝ようと思う。ひまりも明日バイトだし、夜よ更ふかしはするなよ」

「はぁい」

　何とか誤魔化しつつ、俺は自分の部屋に向かう。
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　むぅ、いかんな。

　奏音の言葉にここまで翻弄されてしまうとは──。

　ベッドに横になってからも、体に帯びた熱はなかなか下がらなかったのだった。







　次の日の夕方。

　案の定昼寝をした奏音を起こして、俺たちはひまりを迎えに行くために電車に乗る。

　ちなみに奏音の態度はいつもと同じで、昨日のことは引き摺ずっていなかった。

　朝食の時はひまりがいたので、その話題を出せなかっただけという気もするけれど。

　逆に俺の方が奏音のことを変に意識してしまい、軽い雑談すらこっちから振ることができない。

　いや、ダメだ。

　ここは気持ちを切り替えなければ──。

「かず兄、着いたよ」

「あ、あぁ」

　ぼんやりしていたら奏音に腕を引かれた。

　この程度の触れ合いでも、心臓が一瞬跳ねてしまう。

　……小学生か俺は。

　よし。本当に動揺期間は終わりだ。

　今からはまた大人として頑張れ俺。

　電車の扉が閉まる頃には、駅のホームから人が一気にいなくなっていた。電車から降りた人たちは、吸い込まれるように一斉に階段とエスカレーターに向かう。

　俺たちはホームの中央に移動して、しばらくその場で待つ。

　ひまりには朝に「駅のホームで待ってるから」と伝えている。

　一度駅から出てしまうと新たに電車賃を払わないといけないので、こういう形での待ち合わせにしたのだった。

「ひまり、まだ来てないね」

　奏音の呟つぶやきを受け、思わず時計を見る。

　ひまりのバイトの時間はもう終わっているはずだ。

　それとも残業になっているのだろうか？

　こういう時、ひまりもスマホを持っていたらなとちょっと思ってしまう。

　すぐに連絡が取れるのが当たり前の世界になってしまったがゆえに、やけにもどかしく感じてしまう。

　でもひまりがスマホを持って来ていたら、すぐに親に居場所を特定されて、一緒に生活などできていなかっただろう。そこは仕方がない。

　──と考えていたら、見覚えのあるセミロングの女の子が階段を駆け上がってきた。

「お、お待たせしてすみませんっ。最後に担当したお客さんとの写真撮影が、ちょっと長引いてしまって──」

　膝に手を置き、息も絶え絶えに言うひまり。

　額には汗も滲にじんでいる。

「別に走って来なくても良かったのに」

「だって、やっぱり待たせたくなかったし。それに──」

　ひまりはそこで顔を上げ、ニッコリと笑う。

「楽しみにしてたので！」

「そうか」

　つられて俺と奏音も笑顔になってしまった。

　あと少ししか一緒にいられないからといって、ずっと湿っぽい気持ちでいる必要はまったくないんだよな。

　よし。そういうことなら今日は思いっきりブラブラしよう。

　……ブラブラするのに気合いを入れるのは何か間違っている気がしないでもないが、そこは無視。

「次の電車、もうすぐ来るよ」

　既にホームでは、次の電車を待つ人たちの列が形成されている。

　さっきまで人が少なかったのに、いつの間に──。

　俺たちもいそいそと列の最後に並ぶのだった。




　夕方でも、ショッピングモールは相変わらず多くの人たちで賑にぎわっていた。

「うーん、久しぶり──でもないか」

「あはは。そうだね」

　このショッピングモールも、すっかりお馴な染じみの場所となってしまった。

　一人暮らしを続けていたら、間違いなくこれほど頻繁に訪れてはいなかっただろう。

　そう考えると、ここは俺の大事な思い出の場所の一つになるのだろうな。

「さてさて。何をしようか」

「ブラブラするんだろ」

「そうだけどさー。どこから行こうかなって」

「ひとまず、食料品売り場と逆方向に進んでいくのが間違いないんじゃないか？」

　俺たちが入ってきた出入り口は、縦長のショッピングモールのちょうど真ん中になる。

「そうですね……。早速ですが、そこの雑貨屋さんを見ても良いですか？　私、前から気になってたんです」

　ひまりが指差す先には、とてもファンシーな店があった。

　どうやら女の子向けの雑貨ばかりを置いてある店のようだ。

　ヒヨコやアザラシの大きなぬいぐるみ、ペンギンの可愛かわいらしいクッションだったり、食器や文房具と、どれもこれもが可愛らしい。

　俺一人では、絶対に入ることができない店だな……。

　というか、奏音とひまりが一緒でも少し躊ちゅう躇ちょしてしまう。

　当たり前のように、店内には女性しかいないし。

「おー、確かに。行ってみよー」

　しかし二人は戸惑っている俺を置いて、さっさと中に入ってしまった。

　俺も仕方なく後から付いて行く。

「見てこれ。ヤバい」

　店に入って早々奏音が見つけたのは、いちご柄のキッチン台セットだ。

　木製の天板の上には小さな蛇口とコンロがあり、下側には調理器具をしまえる引き出しと、観音扉の収納まで付いている。

　鍋やフライパン、まな板に包丁と調理器具と、その全てがいちご柄だ。

　ミニサイズとはいえ、４、５歳くらいの子供にしてみれば立派なキッチンに見えることだろう。

「凄すごいですねこれ！　めちゃくちゃ可愛い！」

「だよね。こんなのが子供の頃に家にあったら、ずっとこれで遊んでただろうな……」

「わかる……」

　盛り上がる二人の後ろで、俺は何気なく値札に目をやる。

　………………マジか。

　これは……なかなか良い値段というか……。

　プラスチック製じゃなくて木製だからというのもあるだろうけど。

　子供のおもちゃもピンからキリまであるのだな──ということを、子供がいないのに知ってしまった。

　次に二人は揃そろって壁かべ際ぎわに移動。

「このリュックも可愛いです」

　ひまりが手に取ったのは亀の甲羅のリュックサック。

　その隣には、サメが口を開けたリュックサックも置いてある。

　こういう遊び心のあるアイテムは、俺でもちょっと心惹ひかれてしまう。自分で使う気にはならないが……。

　二人は次々に店の中を見て回り、その度に「可愛い可愛い」と盛り上がる。

　女子の「可愛い」を連呼する生態は高校生くらいの時から不思議に思っていたんだが、共感を得るための言葉なのかもしれない、とふと感じたのだった。

　ぐるっと店内を見て回った後、ひまりはおもむろに財布を取り出した。

「ん、何か買うのか？」

「はい。正直に言うと欲しい物がいっぱいです！　でも無駄遣いはできないから、一つだけ……」

　ひまりが手にしていたのは、ひよこ柄の箸だった。

「なぜ箸？　他にも色々と見てたのに」

「これなら軽いし、かさばらないかなぁって」

「……なるほど」

　確かに、まだショッピングモールに来てからさほど時間は経たっていない。

　初しょっ端ぱなから大きな物を買って歩き回るのは疲れるだろうしな。

「それにお箸なら、ご飯を食べる度に今日のことを思い出すかなと思って……。ここに来てから経験という思い出はいっぱいあるけど、目に見える思い出があったら、きっと私はこの先も元気でいられるんじゃないかなって──そう考えたんです。あと、せっかくだし残りの奏音ちゃんのご飯を、可愛いお箸で食べたいなぁと」

「あ──。じゃあ私も買う」

　と、奏音はうさぎ柄の箸を手に取った。

　ひまりが選んだ箸より色が濃く、桜も描かれていて和風という感じがする。

「ふむ……。そういうことなら今回は俺が金を出そう」

「えっ!?　良いんですか？」

「まぁ気にするな。それに金に関しては今さらだろ？」

「そういうことなら──お願いします」

「ありがとかず兄」

　二人から箸を預かった俺はレジに向かう。

　今までの俺は、二人のことはあくまで『同居人』という意識で物を購入していたわけだが──。

　娘に物を買ってあげる父親の気持ちが、少しだけわかったかもしれない。

　あと少しでこの生活が終わる、という条件がなくても、二人が欲しいと思う物に金を出しても良いと思えるから──。

　とはいえレジのお姉さんにお金を渡す時は、こういう店で買い物をしている自分の姿が少しおかしく思えてしまった。

　女子高生と一緒に行動しているからこその経験だろうけど。

「当店のスタンプカードはお持ちですか？」

「いえ、ないです」

「今回お作りしましょうか？」

　レジのお姉さんににこやかに問われ、謎の焦あせりが俺を襲う。

　このお姉さんは、俺がこの店をリピートするような客に見えるのだろうか？

「結構です……」

　おそらく、もう訪れることはないだろうから。

　そう考えるとちょっとだけ罪悪感が湧いてきたけど、こればかりはどうにもな……。




　モール内の開放的な通路を歩き、ゆっくりと移動する俺たち。

　通路上にも露店のような店が点々とあり、奏音とひまりは手当たり次第に見て回っていた。

　アクセサリーショップではまた「可愛い」の言葉が乱舞し、天然石のショップでは興きょう味み津しん々しんに石を見つめる。

　この天然石のショップは、俺もなかなかに興味深かった。

　様々な色が付いた天然石全てが、自然の産物。

　小学生の頃、クラスに石を集めている奴やつがいたっけな、とふと思い出した。名前は忘れたけど。

　ちなみに今回は、服は見ないということで落ち着いた。

　これまでの経験で、二人の服選びは非常に時間がかかるということはわかっているからな……。

　そもそも、買う予定もないし。

　そんなこんなで移動していたら、端にあるゲームセンターまで来てしまった。

　二人はたくさん並んだＵＦＯキャッチャーを色々と見ながら移動していく。

　ひまりはとあるアニメキャラのぬいぐるみに反応し、奏音はバカでかいお菓子に反応していた。

　でかいぬいぐるみを取ろうとしているカップルを見かけたので心の中で応援していたが、惜しいところで落としてしまっていた。

　こういうの、俺はまったく取れる気がしないんだよな。

　たぶん普通に買った方が安くつく。

　あわよくば少額で──という心理を狙ったなかなか上手うまい商売だよな、と変なところに感心してしまうあたり、自分が少し捻ひねくれた大人になってしまったのを自覚する。

　こういう場所で何の疑問も抱かず、無邪気に遊べる人が羨ましくもある。

「そうだ。一緒に撮ろうよ」

　奏音の視線の先にはプリクラコーナーがある。

　その入り口前には『男性のみの入場禁止』と張り紙がしてあって、一瞬たじろいでしまった。

「ここ、俺が入っても大丈夫なのか……？」

「大丈夫ですよ」

「私らがいるからへーきへーき」

　二人が言うから問題ないのだろうが、それでもちょっと居心地は悪い。

　周りは若い女の子たちだらけだ。

　ちなみになぜ男のみの入場が禁止されているのかというと、女子中高生を狙った盗撮・痴漢を防止するためだとか、ナンパ目的でプリクラコーナーに入ってくる男がいたとか、過去に色々あったらしい──というのは後で知ったわけだが。

「よし。ここ空いてるから入っちゃおう」

　綺き麗れいな女性の顔がでかでかとプリントされている、白い筐きょう体たい。

『驚くべき透明感』『女の子はみんなカワイイ』といった文字が並んでいる。

　俺、女の子じゃないんですけど……。

　と心の中でツッコんでいたら、奏音に押し込められた。

　中も白一色でとても明るい。

　こういうのは証明写真しか撮ったことがないのだが、モニターからは軽快な音楽が流れており、そこはやはり証明写真とは全然雰囲気が違っていた。

「駒村さん、真ん中にどうぞ」

「ええ!?」

「うん。その方がバランスが良いよね」

　言いながら慣れた手付きでモニターを操作していく奏音。

　俺は借りてきた猫のようにおとなしく待つことしかできない。

「おし。撮影始まるよー」

　奏音とひまりが同時に俺と距離を詰めてきた。

　そして始まる撮影。

　撮影のカウントダウンが次から次へと始まり、テンポの良さにちょっとだけ焦る。

　二人は一回ごとにポーズを変えているが、当然ながら俺はそんな器用なことはできず、直立不動のままだ。

　何回撮影しただろうか。十回近くはやったか？

　フラッシュの光を連続でこんなに浴びたのは初めてだった。

　終わったら無自覚に安あん堵どの息を吐いていた。

　俺にはモデルの仕事は絶対に無理だな……。

　そもそもそういう縁は一生ないだろうけど。

　二人は撮影が終わるや否いなや、はしゃぎながらモニターでラクガキをしたりしている。

　まぁ、二人が楽しそうだから良いか。

　外に出てしばらく待つと、受け口からプリクラが出てきた。

　二人は肩を寄せ合って出てきたプリクラを確認。

　そして俺の顔と交互に見比べ、肩を震わせて笑い始めた。

「かず兄……めっちゃ可か愛わいくなってる」

「俺が可愛い……？」

　無言で渡されたプリクラを見ると、そこには俺だけど俺じゃない男がいた。

　思わず乾いた笑いを洩もらしてしまう。

　目の補正が入るだけで、人ってここまで別人になるんだな……。

　あと、唇も異様に血色が良い。

　ずっと見ているとむず痒がゆいので、すぐに二人に返す。

　しかし少しした後、またリリースされてしまった。

「はい、駒村さんの分です」

　プリクラを切って俺に渡してくるひまり。

　もう一度見てみるが、やはり恥ずかしいな……。

　というかこれ、どうやって保管するものなんだ？

　世の中の彼女がいる男たちに、撮った後のプリクラをどうしているのか聞いてみたい気分だ。

　奏音とひまりは、しばらくニコニコとプリクラを眺めていた。

「何気に三人で写真撮ったの、初めてだよね」

「言われてみればそうですね」

「あぁ……。俺、写真苦手だからな……」

　どうも昔から、写真に写った自分の姿を見るのが苦手なんだよな。

　学校のクラス写真も、愛あい想そなく写っているものばかりだった。

　この間キャンプに行った時でさえ撮っていない。

　……が、今になってあの時は撮っておけば良かったと、少し後悔している。

　決して二人の水着姿を残しておきたかったというわけではなく（そこは強く否定する）。

　経験したことを自分が覚えていれば十分だと考えていたが、記憶というのは少しずつ薄れていくものだ。

　たとえそれが、どんなにインパクトのある出来事だったとしても。

　事実、俺は奏音とひまりが家に来たばかりの日のことを、もう事細かに思い出すことはできない。

　交わした言葉や雰囲気は何となく覚えているが、それも月日が経つにつれて、きっと俺の脳内で都合の良いように脚色されていくことだろう。

　機械で『盛られた』プリクラの顔みたいに。

「まぁ、かず兄は見るからにこういうの得意そうではないもんね」

「悪かったな」

「それでも一緒に撮ってくれたから嬉うれしいよ」

　屈託のない笑顔を向ける奏音の顔は、実に満足そうだった。




　晩飯は少し奮発して、しゃぶしゃぶバイキングの店に入る。

　外食となるとてんでバラバラのメニューを選んでしまう俺たちだったが、さすがに今回は最初からメニューが決まっているからな。

　意見も割れることなく──。

「やっぱりスタンダードな昆布だしは必須でしょ。もう一つはクリーミーな豆乳だし。これで決まりだね」

「いえ。さっぱりなゆずだしと、濃い味のすき焼きだしが良いと思います。相反する味でメリハリを付けるのが良いんです」

「ここは期間限定のとんこつだしにするべきじゃないか？　あとは鶏とりガラだしだな。これで豚と鶏が楽しめるうえに、肉を牛にしたら一石三鳥だぞ」

　選べるだしの種類で、三人の意見がバラバラになってしまった。

　どうしてこうも好みが合わないのか……。

　話し合いだと平行線になるばかりなので、公平なじゃんけんを決行。

　その結果、奏音の豆乳だしとひまりのゆずだしに決定した。

　俺としてはちょっと悔しい…………。

　まぁしゃぶしゃぶ肉が美味うまかったから、その悔しさはすぐに吹き飛んだのだけれど。

　食べ放題の店ということで、奏音の食べっぷりが凄すさまじかった。

　遠慮という枷かせがなくなると、ここまで奏音は食べることができたのか……。

　高く積み上がったしゃぶしゃぶ肉の容器が、次々に空になっていく。

　そして店員さんを呼んでは肉を追加注文。

「野菜も取らなきゃね」

　と野菜類も山盛りに鍋に投入したが、肉と一緒にすぐ消えてしまった。

　さらには麵類にご飯と、炭水化物も忘れない。

　俺とひまりは小さな体の中にどんどん消費されていく食べ物を見て、しばし圧倒されるのだった。

「私さぁ、昔は家での楽しみが食べることだけだったんだよね。他に娯楽がなかったというか……」

　奏音が唐突に言ったのは、デザートのソフトクリームを食べている時だった。

　ちなみにひまりのデザートはミルフィーユ、俺は抹茶ケーキだ。

　食べ放題の店なので、ケーキの味はまずまずといったところだな。

「そうか……。だからよく食べるようになったのか」

「うん。まぁ……」

　奏音が大食いなのは、ちゃんと理由があったんだな。

「それにしても、奏音ちゃんはよく食べるのに全然太らないよね。羨ましい……」

　確かにそれは思った。

　家でも特に運動をしている様子はないし。

　代謝がめちゃくちゃ良いのだろうか？

「うーん、それは何でだろ？　体育の時にはりきって動くからかな？」

「それだけで瘦せられるなら、全国の女子高生が体育の授業を真面目に受けるだろ……」

「あとは遅刻しそうな時、駅から学校まで全力で走るくらいかなぁ」

「でもそれは毎日じゃないだろ」

「そうでもないよ？　ギリギリの日も結構あって────あ」

「『あ』じゃない。そんなこと初耳なんだが!?」

「まぁまぁ駒村さん。い、今は夏休みなので……」

　ひまりの言葉でハッとする。

「もっと早く家を出ろ」という台詞せりふが喉まで出かけたが、もうそれを言う必要がないということに。

　奏音が俺の家にいるのは、夏休みが終わるまでだから──。

「と、とにかく。ギリギリは良くない。そこは直すように」

「……はぁい」

　怒られているというのに、奏音の顔は少し嬉しそうだった。




　帰りの電車に乗る頃には、すっかり夜になっていた。

　理由は特にないが、夏の夜の湿気しけた空気は嫌いではない。

「今日は楽しかったです」

　電車に揺られながら、ひまりがポツリと呟つぶやいた。

「うん……私も」

　奏音も静かに頷うなずく。

　明確な目的もなく、本当にただブラブラとしただけ。

　それなのに、確かに何かを為なし得たような満足感があった。

　同時に、この時間が終わってしまうのだという寂しさも。

　小学生の頃、日が暮れるまで遊んで、家に帰るのが名残惜しかった時の気持ちに似ている。

　俺はきっとこの先、財布の中にしまったままのプリクラを時々見返しては、今日のことを思い出すのだろう。

　流れゆく街の明かりを見つめながら、そんなことを考えた。











第８話　退職とＪＫ






　　　　※　※　※




「いってらっしゃいませにゃん！」

　メイド喫茶『擬人化ねこカフェ・もふもふ』に、ひまりの明るい声が響く。

　客を笑顔で見送った後、ひまりは誰もいなくなった店内を見回す。

「ちょうどお客さん途切れたね」

「駒こま村むらさん、もう上がる時間でしょ？」

「はい」

　ひまりの周りにメイドたちが集まってくる。

　みんな、今日でひまりがバイトを辞めることを知っているからだ。

　ひまりは皆の顔をグルリと見回す。

　全員がひまりより年上で、一番年下のひまりのことをいつも気にかけてくれていた。

　今日シフトに入っていないメイドたち、全員が。

　女性の多い職場にありがちなギスギスした空気もなく、この店はひまりにとって本当に働きやすい場所だった。

　それだけに、やはり寂しい。

「あの、皆さん今までお世話になりました」

　深く頭を下げるひまりを、皆も寂しげな目で見つめる。

「引っ越し先でも元気でね」

「こっちに来ることがあったら寄ってよ」

「はい。その時は覗のぞかせていただきます！」

「あとね、これ私たちから」

「へ──？」

　ひまりが手渡されたのは、可愛かわいらしい包装用紙に包まれたクッキーと、小さな色紙だった。

　色紙にはバイトメンバー全員から、ひと言メッセージが書かれている。

　予想外の餞せん別べつに、ひまりの心はいっぱいになってしまった。

「あ……。ありがとうございます……」

「ほらぁ、泣かない泣かない。こっちまでつられちゃうじゃない」

「そうそう。私らまだ上がる時間じゃないし。この後赤くなった目で接客したくないもん」

　笑いながら肩を叩たたかれたけれど、ひまりは堪こらえきれず涙をこぼしてしまう。

　そのタイミングで、来客を告げるベルが鳴った。

「あ、お客さん来た」

「それじゃあ……」

「はい。本当にありがとうございました」

　ひまりは涙を拭いながら奥に引っ込む。

　そして、キッチンにいる高たか塔とうと目が合った。

「……お疲れさま」

「はい。高塔さんも、本当に今までありがとうございました」

　まだ涙で視界は滲にじんでいたけれど、高塔が優しい笑みを浮かべているのはわかった。

　生まれて初めて、自分に告白してくれた人。

　その気持ちに応えることはできなかったけれど──。

　それでも、彼の気持ちは純粋に嬉しかった。

　今まで知らなかった感情を教えてもらった。

「あの……最後に一つだけ聞いてもいいですか？」

「ん、何？」

「どうしてその……私が断った後も、優しくしてくれたんですか……？」

　ひまりは不思議に思っていた。

　告白を断られた人が『どうして受け入れてくれないんだ』と、それまでの愛情を怒りに変えたり、断られたのが悲しすぎて顔を見ることさえできなくなったり、もしくは『もうどうでも良いい』とふてくされる話を見てきたから。

　恋愛経験がなく、恋愛の話をするような深い関係の友達もいなかったひまりにとって、そういう創作の話のことを『リアル』だと感じていたからだ。

　そして自分が同じ立場になった時のことを考えたら、きっと創作で見た話と同じように、悲しみに暮れて会うのも辛つらくなってしまうだろうから──。

　でも、高塔はそうしなかった。

　変わらなくひまりに接してくれた。

　高塔は少し困ったように頰を搔かいてから、小さく呟く。

「……好きだからだよ」

　その返答は単純だった。

　単純だからこそ、ひまりには彼が大人に思えてしまった。

「そっか……」

　上手うまく言い表せないけど、こんな人に好きだと言ってもらえたことを嬉うれしく思う。

「オムライスとスパゲティお願いしまーす」

　注文が入ったことで、それまでの空気が一瞬にして搔き消えた。

　高塔は慣れた手付きで冷蔵庫から卵を取り出しながら、ひまりに告げる。

「それじゃあ、元気でね」

「……はい」

　ひまりは丁寧に頭をペコリと下げ、控え室に戻った。




　控え室では、店長の中なか臣おみが両手を広げてひまりを待っていた。

「ひまりちゃーん」

「はい。わひゃっ!?」

　いきなりガバッと抱きつかれてしまった。

　中臣は声こそ低い男性だが、見た目と心は完全に大人の女性なので、ひまりは色々な意味でドキドキしてしまう。

「て、店長!?」

「やっぱり寂しいわぁ。ひまりちゃんが辞めちゃうなんてぇ」

「うー……すみません……」

「でも仕方ないわよねぇ」

　ひまりから体を離した中臣は、テーブルの上に置いてあった封筒を手に取り、「はい」とひまりに渡す。

「最後の給与よ。今まで本当にお疲れさま」

「あ……。ありがとうございます」

　受け取った封筒は少しだけ重たい。

　それは、小銭が多く入っているだけの理由ではない気がした。

「現金支給を希望してたのはうちの店じゃひまりちゃんだけだったから、来月からお金を封筒に入れる作業もなくなるのよねぇ」

「お手数をおかけしてたんですね。すみません……」

「んーん。逆にお金を直接見ることで、こっちも頑張ろうって気合いが入ってたのよ。もっとお客さんに楽しんでもらえるお店にしなきゃ──ってね」

「店長……」

　初めてのアルバイトがここで良かったと、この人が店長で良かったと、心からひまりは思う。

「本当に私、このお店が大好きでした……。ありがとうございました」

　また涙が溢あふれてきてしまった。

　でも、どうしても抑えることができない。

「もうっ。嬉しいこと言ってくれるんだから」

　中臣はそんなひまりの頭に手を置き、優しく撫なでてくれたのだった。




　店の裏口。

　人感式の照明が、ひまりに反応して彼女を眩まぶしく照らす。

　ひまりはしばらくそこに立ち、灰色の出入り口を静かに見つめていた。

　十秒ほど経過した後、光が消える。

　誰も見ていない中、ひまりは店に向かって一礼をする。

　頭を下げている間、心の中で何度もありがとうを繰り返した。

　ゆっくりと頭を上げたひまりは、最後に目に焼き付けるようにビルを見つめ、ようやくその場を後にするのだった。




　今日はバイトに来た時よりも、帰りの方が荷物が増えている。

　どれも温かくて嬉しい物ばかりなので、重さは全然気にならない。

　通い慣れた駅までの道も、歩くのは今日が最後だ。

（この景色も今日で見納めかぁ……）

　名残惜しくて少しゆっくりしたペースで歩いてみたが、ついに駅に着いてしまった。

　その駅の前に、見慣れた人物が立っていた。

「え、駒村さん……!?」

　ひまりは反射的に駆け寄っていた。

　和かず輝きもひまりに気付いたらしく、軽く手を上げた。

「おう。ひまり」

「どうしてここに？」

「ひまりを迎えに来たんだよ。今日はひまりのバイトが終わる時間より少し早く、会社を出られたからさ」

　予想外の言葉にひまりは目を丸くする。

　でも、とても嬉しい。

　ひまりの体温は瞬時に上昇した。

「最後のバイト、どうだった？」

「皆から色々と貰もらっちゃいました」

　ひまりが荷物を軽く掲げて見せると、和輝の目元が少し緩んだ。

「そうか……。お疲れさん」

　当あたり障さわりのない言葉だけれど、和輝に言われるだけで何倍も嬉しく感じてしまう。

「よし、早く帰ろう。今日は奏か音のんが、いつもより豪華な晩飯を用意してくれているらしいぞ。さっきメッセージが届いた」

「え、そうなんですか!?　それは早く帰らないと……！」

　二人は揃そろって駅の中に入るのだった。




　電車を降りた二人は、並んで家路に就く。

　駅から和輝のマンションまでは、徒歩でおよそ二十分近くかかる。

　バイトを始めた直後は迷子にならないようにと注意深く周りを見ながら歩いていたが、今ではその道中の景色もすっかり見慣れたものになった。

　和輝曰いわく「俺の家の辺りは駅から離れてるし周りに何もないから、家賃が安い方なんだよ」とのこと。

　ひまりはいつか自分が一人暮らしをする時のために、和輝の言葉をよく覚えておこうと思った。

　確かに駅前は便利な分、家賃も高そうだ。

　利便性を選ぶか、それともお金を選ぶか──なかなか悩ましい問題かもしれない。

　和輝のマンションがある住宅街が近付くにつれて、人の姿はどんどん少なくなっていく。

　やがて周囲に人影がなくなった時、突然和輝が呟つぶやいた。

「実はな、俺……ひまりに謝らないといけないことがあるんだ」

「えっ!?」

　いきなりすぎてひまりは驚いてしまった。

　和輝に謝ってもらわないといけないようなことなど、あっただろうか？

　ひまりは思い出そうとするが、何も思い当たる節がない。

　となると、ひまりが認知していないことになるのだろうけど──。

　まさか、イラストのデータを誤って消してしまったとか？

　それは確かにショックだけど、でもあれは和輝のノートパソコンだし──とひまりの頭に浮かんだところで、和輝は前を向いたまま軽く口の端を上げた。

「ひまりの才能にちょっと嫉妬してたんだ」

「…………へ？」

　まったく、想像すらしていない言葉だった。

　嫉妬──。

　好意を向けている相手から嫉妬していたと言われて、ひまりは少し複雑な気分になってしまう。

　だがそれ以上に、和輝がそんなことを言う理由がわからない戸惑いの方が強い。

（あ、そういえば……）

　一つだけ思い当たる節があった。

　あれは、晄こう輝きが家に来て『偽装デート』をした時のこと。

『友ゆう梨りさんに聞きました。駒村さんは確か、小学生の時からずっと柔道をやってたんですよね？』

『ずっとじゃないよ。俺は────途中で諦めた。辞めたんだ』

　あの時の和輝は笑っていたけれど、ひまりにはとても辛そうに見えた。

　だからそれ以上詳しい話を聞くこともできなかった。

　和輝はひまりの眉が下がったことに気付かず、視線を前に固定したまま続ける。

「俺が昔、柔道をやっていたのは知ってるよな」

「はい……」

「子供の時からやっててさ。俺、本気で取り組んでたんだ」

　そこまではひまりも知っている。

　でも、辞めた。

　その理由は知らない。

　懐なつかしさからか、和輝の表情が少し柔らかくなる。

「小学生からやっててな、中学や高校の部活も当たり前のように柔道部を選んだよ。でもそれだけ長いことやってたのに、俺は一度も主将になったことがないし、試合の勝率もかなり悪かった。

　それでも、努力していればいつかは──と思っていた。いつか強くなれる時が来て、試合にもいっぱい勝てるようになって……そうなることを夢見ていた。

　だからこそ自分が『特別』な人間ではないと気付いた時、平凡でしかない自分に気付いた時──それを認めるのがとても悔しくて、虚むなしかった」

　感情を乗せず、淡々と語る和輝。

　こうやって語れるようになるまで、どれほどの時間がかかったのだろう──。

　ひまりは聞きながら、そんなことを思ってしまった。

「俺はずっと、柔道で特別になりたかった。でもなれなかった。だから自分の力でどんどん前に進んでいくひまりに、少し嫉妬してしまったんだ。俺の過去とひまりには何も関係がないのにな。すまない」

「…………」

　風が吹く。

　ふわりと舞い上がった髪が、ひまりの視界を少し遮る。

　和輝の告白を聞いても、彼がひまりに謝らないといけない理由にはなっていない気がした。

　そんなこと、正直に言わなくても良かったのに。

　胸に秘めたままで良かっただろうに。

　でもそれを馬鹿正直に言ってしまうのが、駒村和輝という人間なのだろう。

　彼の真まっ直すぐで不器用な部分を今知れたことが、ひまりは嬉うれしかった。

「でもな──」と和輝は続ける。

「俺は特別な人間にはなれなかった。でも、特別になれる人の──ひまりの手助けをすることができたのは嬉しいんだ。

　大げさに聞こえるかもしれないけど……ひまりと出会えたことは、俺の人生にとって凄すごく意味のあることだと思う。ひまりのおかげで、俺は過去の呪縛からようやく解き放たれそうだよ」

「私が、駒村さんの……」

　好きな人にそんなことを言われて、嬉しくない人間がいるだろうか。

　ただ嬉しい。

　自分との出会いが特別だったと言ってもらえることは、これほど嬉しいものなのか。

「あぁ。だから本当に感謝しているんだ。ありがとう。…………いかんな。柄にもないことを言ってしまったからめちゃくちゃ恥ずかしい」

　額に手を当てながら和輝は微笑ほほえんだ。

　その顔は、ひまりが今まで見てきたどの笑顔よりも優しいもので──。

　途端にキュッと胸が痛くなる。

　自分は和輝に相手にされていない。

　恋愛相手として見てもらえていない。

　そんなことはわかっている。

　だから気持ちを抑えようとした。

　諦めようとした。

　でも──やっぱり抑えられない。

　どうしても『好き』の気持ちが溢あふれてきてしまう。

（私は高塔さんみたいに、変わらず接するなんてできないや……）

　きっとまだ子供だから。

　ひまりは心の中で苦笑する。

　でも、それで良いのだと思った。

　だってこれが、今の自分なのだから。

「あの、駒村さん」

「ど、どうした？」

　和輝は少し身構えている。

　ひまりがどういう返答をするのか、想像がつかないのだろう。

「ちょっとしゃがんでもらえますか？」

「え、何でいきなり？」

「頭にゴミが付いてます」

「────！」

　和輝は一瞬目を見開いた後、少し恥ずかしそうにしながら膝を屈かがめる。

　ひまりは和輝の頭に腕を伸ばしかけ──。

　彼の頰に、そっと唇を当てた。

「なっ────!?」

　和輝はバッタのように飛び跳ねて一歩下がると、頰に手を当てて顔を真っ赤に染めた。

「な、な、な、何を──」

「えへへ。噓うそです」

　和輝は金魚のように口をパクパクとさせている。

　ここまで余裕のない反応を見るのは初めてだ。

　その余裕のなささえも、ひまりの目には愛いとしく見えた。

　和輝の気持ちが、今の自分に向けられることはないとわかっている。

　それでも──。

「これくらいは、許してください」

　ひまりは指をピッと立て、悪戯いたずらっぽく笑う。

「ゆ、許すって……あっ!?」

　動揺する和輝に背を向け、ひまりは突然走り出した。

「駒村さん、家まで競走です！」

「はあっ!?」

「ほら早く！　今日は奏音ちゃんの豪華なご飯が待ってるんですから！　置いて行きますよ！」

　ひまりは和輝の返事を待たず、そのまま駆けて行く。

　今はそういうふうに見てもらえなくても、いつか大人になったら。

　その時に少しでも、自分のことを想おもってくれていたのなら──。

　生暖かい風を全身で感じながら、ひまりは胸の痛みを誤魔化すかのように走り続けた。




　　　　※　※　※




　俺は走って行くひまりの背中を慌てて追いかける。

　どうして奏音もひまりも、まず走ろうとするのだろうか？

　これが若さというやつか……。

　正直、頭の中はまだ混乱していた。

　押し付けられたひまりの柔らかい唇の感触が、ずっと頰に残っている。
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　この年になって、初めてキスをされてしまった……。

　子供相手に、自分がここまで動揺するとは思っていなかった。

　あと少しでこの生活が終わるから、ひまりと二人きりのタイミングを見計らっていたのは事実だ。

　しかしまさか、こういう行動に出てくるとは。

　言うべきではなかったのかもしれない。

　でもひまりのおかげで、いつまでもウジウジしているわけにはいかないな、という考えになれたのは事実だ。

　そのことに対しては、やはりお礼を言っておきたかったのだ。

『あの時言えなかった』という後悔を、今後引き摺ずりたくはなかったから。

　それにしても──。

　俺はこれまでのひまりのさり気ないアプローチに対し、お世辞にも誠実な対応をしてきたとは言えない。

　むしろひまりからしてみれば、俺の反応は冷たく感じたことだろう。

　だからこそ、既に諦めているだろうと思っていたのだけど……。

　そんなに簡単なものではなかったらしい。

　…………そうだよな。

　人の気持ちをコントロールするなんてできないよな。

　俺だって、自分の気持ちがわからないままなのに──。

　そう考えると、俺は実に自分勝手な人間だと思う。

　そんな自分勝手な人間なのに、好いていてくれることに罪悪感を抱いてしまう。

　しかし、つくづくひまりは度胸があるな。

　俺に声をかけてきたり、バイトを始めたり、そして……。

　ひまりのこういうところが、きっと俺とは違う『特別』を形成している部分なのだろうなと、ふと思った。




　マンションに帰った時には、俺は汗だくになっていた。

　途中からひまりを追いかけるのは完全に諦めて歩いていたのだが、それでもマンションに着くまで呼吸は落ち着くことはなかった。

　全速力で走った時間は決して長くはなかったのだが……。

　自分の老いを感じて少し悲しくなる。

「ご飯はかず兄にいがお風ふ呂ろ上がってからにしようか……」

　家に帰るなり奏音にそう言われてしまった。

　俺の見た目は相当ヤバいことになっていたらしい。

　でもここまで汗だくになるのは柔道の練習をしていた時以来なので、少し懐なつかしい気分にもなった。

　ちなみに、今はひまりが風呂に入っている。

　奏音が言うには帰ってすぐ風呂場に直行したらしいので、おそらくひまりも汗だくだったのだろう。

　それより、喉がカラカラだ。

　俺は冷蔵庫から冷えた麦茶を取り出し、コップ二杯分を一気に飲み干したのだった。




　風呂で存分に汗を流した後、ようやく晩飯の時間だ。

　奏音が宣言していた通り、今日はいつもの料理とは毛色が違っていた。

「ひまり、バイトお疲れさま！　てことで今日は手巻き寿ず司しパーティーだよ！」

　テーブルの上には、酢飯が入ったボウルと大量の海苔のり、そして手巻き寿司の具がズラリと並んでいた。

　俺とひまりはその量にただ圧倒される。

「す、凄いです……」

「卵とカニカマ、エビにいくら、レタスにシーチキンにキュウリ。まぐろとイカとサーモンとコーンもあるし、大葉もね。あと唐揚げも用意してみたよ」

　皿を指さして説明をする奏音の顔は、実に楽しそうだ。

「カルビ肉まであるのか」

「うん。安かったからついでに買ってきちゃった。好きな具を挟んでどんどん巻いて食べてね！　マヨネーズと醬しょう油ゆはここに置いてあるから」

「はーい。じゃあ早速いただきます！」

　テンション高く海苔を一枚取るひまり。

　こういうのって一人暮らしではまずやる気にならないから、俺も柄にもなくちょっとワクワクしている。

「どれを入れようか悩むな」

「そういう時は全部載せ！」

「量が多すぎて海苔で巻けんわ」

　そんなやり取りをしつつ、酢飯を海苔の上に載せて薄く広げる。

　まずはサラダ巻きでも作ってみるか。

　レタスを載せたから次はカニカマかな、と具材を取るための箸に手を伸ばした瞬間、ひまりの手とぶつかった。

「あっ、すみません」

「い、いや。こっちこそすまん。先に取ってくれ」

「では遠慮なく……」

　…………ヤバい。

　手が触れたことで、キスされたことまで思い出してしまった。

　ひまりの顔をまともに見ることができない。

　そういえば、帰ってからひまりとまともに会話をしていない──。

「かず兄。ひまりはもう取り終わったよ？」

　突然目の前に奏音の顔が現れ、俺は思わず「うぉっ!?」と声を出してしまった。

『いとこ同士って、結婚できるんだって』

　いかん。だからこのタイミングで思い出すなよ俺！

「かず兄？」

「あ、うん。ちょっとボーッとしてただけだ。暑いからな」

「まぁ、お風呂上がりだもんね」

　特に怪しまれなかったので、内心ホッとしてしまった。

　二人ともはしゃぎながら手巻き寿司の具を取っている。

　奏音もひまりも、身近にいる異性が俺しかいないから意識しているだけだろう。

　だから、この生活が終わったらきっと──。

　そう考える一方で、得体の知れない、鈍い痛みを発するナニカが胸の付近に居座っている。

　それは、友梨を居酒屋で見かけた後のモヤモヤに似ていた。











第９話　最後の休日とＪＫ






　定時で仕事を終えられるとやはり嬉うれしい。

　俺の職場は世間で聞くような無茶な残業もなく、割とホワイトな部類だと思う。

　その分、給料は少し控えめではあるが……。

　入社したばかりの頃は仕事を家に持ち帰ることもあったのだが、ここ数年で社内が改革されて随分と環境が良くなった。

　ただ一度だけ、えげつない残業をしたことがある。

　取引き先の決算システムがトラブルで停止してしまった時だけは、終電にも間に合わず会社のデスクの上で突っ伏して寝たっけ。

　あの時は本当にしんどかった……。

　それはともかく、今日も無事に仕事を終えた俺は会社の外に出て──。

　見覚えのある人影を発見した。

（あの姿は……）

　道向かいに立っていたのは、他でもない友ゆう梨りだった。

　喫茶店のバイトを辞めて以降、ここで見かけるのは久々だ。

　友梨はスマホの画面を見つめており、こちらにはまだ気付いていない。

　なぜだろう。緊張してしまう。

　俺は軽く深呼吸をしてから、意を決し友梨に近付いた。

「あ、かずき君。お疲れさま」

「その、久しぶりだな」

　俺の方は居酒屋で見かけてから、それほど経たってはいないのだが……。

「そうだね。奏か音のんちゃんとひまりちゃんは元気？」

「ああ。元気でやってる」

「そっか、良かった。仕事が始まってから会いに行く時間がなくて……。やっぱりアルバイトとフルタイム出勤じゃ、使える時間が全然違うね」

「もう仕事を始めていたのか」

「うん。実は先月の終わりくらいから」

「お、駒こま村むら？」

　突然呼ばれて振り返ると、そこには磯いそ部べと佐さ千ち原はらさんがいた。

「仕事が終わるなりさっさと出て行ったと思ったら……。彼女が待ってたというわけか。隅に置けないなぁお前も」

「ほへっ!?」

　変な声を出したのは友梨だ。

　そしてみるみるうちに顔が赤くなっていく。

「いや、その、私は、えーっと……」

「彼女ではなくて幼おさな馴な染じみだ」

　しどろもどろになる友梨の代わりに俺が答える。

　俺もかなり心臓がバクバク鳴っていたので、動揺を表に出さないよう必死だった。

「え、そうなの？　すげぇ綺き麗れいで可愛かわいいのにもったいない──って痛い痛い！」

　いきなり叫ぶ磯部。

　佐千原さんがジト目で磯部を見ながら、足をぐりぐりと踏んでいた。

　今のは磯部が悪いと思う。

「すみません駒村さん、お邪魔しちゃって。ほら、行きますよ」

「えーっと、また来週な駒村！」

　半ば佐千原さんに引き摺ずられる形で、磯部は手を振りながら去って行く。

　なんか、既に尻に敷かれている気がする……。

　しかし磯部のせいで変な空気になってしまった。

　俺はわざとらしく咳せき払ばらいをして、この変な空気の払ふっ拭しょくを試みる。

「それで、今日はどうしてここに？」

「あ、そ、そうだった。就職したし、これからは差し入れをここに持ってくることが難しくなるから、その……」

　友梨はそこで息継ぎをすると、持っていたスマホをきゅっと胸に引き寄せる。

「連絡先の交換をしても良いかな？　って……」

　上目遣いでそう頼まれては、断る理由がなかった。

　そもそも何回も顔を合わせているのに、連絡先の交換すらしていなかった今までの方が異常だったのだ。

　でも俺は──いや、俺たちは、お互いにその一歩を踏み込むことさえできなかった。

　お互いに勇気が持てなかったのだ。

「えっと……うん。わかった」

　我ながら下手な返事だったと思う。

　それでも友梨は心から安あん堵どしたように、顔をほころばせた。

　俺のスマホに、友梨の連絡先が記録される。

　たったそれだけのことなのに、やけに照れくさくなってしまった。

「何か必要な物があったら、これからは遠慮なく教えてね」

「ありがとう。毎回助かるよ」

「それと、これはお菓子。たぶん奏音ちゃんが喜ぶかなって」

　見たことがない白い紙袋を差し出してくる友梨。

　毎回差し入れは違う店で買っているらしい。

　俺としては、あの皮がサクサクなシュークリームでも全然問題ないのだが……。

　自分であの店に入るのはやっぱり難易度が高いし。

　かといって、こっちから催促するのは何か違うよな。

「奏音は食べ物なら何でも喜びそうだけど」

「確かにそうだね」

　友梨はクスクスと笑う。

　そこで俺たちはようやく駅に向けて歩き出した。

「新しい職場は慣れたか？」

「まだ始めたばかりだし、まずまずって感じかな。あ、そうそう。この間前の職場の人たちが、わざわざ集まってお祝いをしてくれたんだよ」
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「お祝い？」

「二週間くらい前かな？　実はこの近くのお店に集まったの。さすがにかずき君に会いに行く時間はなかったから……」

　間違いなく、あの居酒屋でのことだと思った。

　つまり、あれは合コンではなかったということだな。

　なぜかとてもホッとしてしまった。

　うん、そうだよな。

　友梨が進んで合コンに参加するわけがないよな。

　ずっと心に住み着いていたモヤモヤが、いともあっさり解消した。

「それにしても、皆は結構早く次の仕事を見つけてたみたいなんだよね。私心配されちゃってたよ」

　友梨は苦笑いを浮かべる。

　まぁ、なかなか見つからなくて喫茶店でバイトしてたくらいだからな。

　無事に就職先が見つかって良かった。

「あ、そうだ。実はひまりから預かっている物があって」

「ひまりちゃんから？」

「ああ」

　俺は鞄かばんの中から、Ａ４の紙を一枚取り出す。

「ひまりが描いた友梨だと」

「わ……可愛い。これ私？」

「だそうだ」

「そっか……。嬉しいな」

　いつ友梨に会えるかわからなかったので、あの日以降ずっと会社に持って来ていたのだ。

　ちゃんと渡せて良かった。

「私たちがやっていることは法律的には『悪いこと』だけど、本当に悪いことなのか──ひまりちゃんを見ているとわからなくなっちゃうね……」

「…………」

「だってあんなに楽しそうに過ごしていて、こんな絵も描けて──。でも、自分の家ではそれが上手うまくできなかったから、出てきたんだよね……」

「そうだな……。だからといって、決して俺が『良いこと』をしているわけじゃない」

「うん……わかってる」

　この日本で秩序を保って暮らしていくために、決められたことはいくつもあって。

　それでも、感情が納得しない決まりごともある。

　もっと世の中、白と黒に二分できたら楽なのだろうが、それは不可能だろう。

　人間は、様々な感情を内包した生き物だから。

「あのさ」

「ん？」

　俺はそこで言葉を詰まらせてしまう。

　これは今友梨に伝えるべきなのかと、急に躊ちゅう躇ちょしてしまったからだ。

「どうしたの？」

　怪け訝げんな顔で首を傾ける友梨。

「いや……。その、本当に色々とありがとな」

「今さらだよ。それに、私が好きでやってるだけだから」

『好き』という単語に反射的にドキリとしてしまう。

　そういう意味ではないとわかっているのだが──いや、やっぱりそういう意味なのか？

「また連絡する」

「うん」

　ちょうど駅に着いた。

　友梨とはホームが別なのでそこで別れた。

　エスカレーターに乗り、小さくため息を吐つく。

　結局、俺は友梨に言うことができなかった。

　奏音とひまりが、もうすぐ俺の家から出て行くことを。

　……なぜだろう。

　どうして、言えなかったのか。

　自分でも、その理由を明確な言葉にすることができなかった。







　いよいよ明日、ひまりが家に帰る。

　つまり、今日が最後の休日だ。

　朝から少しずつ自分の荷物をまとめるひまり。

　そして、最後にやらなければいけないことがあった。

「駒村さん……お願いします」

　昼食を食べて少し経った頃。

　ひまりはリビングに立ち、真まっ直すぐに俺を見つめてきた。

　ソファに背を預けていた俺はゆっくりと立ち上がる。

「わかった。それじゃあ行くか」

「あの……奏音ちゃんも来てくれる……？」

「そんなの当たり前じゃん」

　奏音の返事にひまりは笑顔になる。

　そして俺たちは揃そろって玄関を出た。




　最後にしなければいけないこと。

　それは、ひまりが親に捨てられた道具を揃えることだった。

『家にも一度帰るつもりです。でも、親に捨てられてしまった道具は買え揃えたいんです。駒村さんにペンタブは買っていただいたんですけど──他にも欲しい物は色々とあって。それは自分が稼いだお金で買いたいです。そしたら、両親も私のやりたいことを理解してくれるかなって……』

　今日、この時のためにひまりはアルバイトをしてきた。

　決意という目に見えないものを、形あるもので表すために。

「うー……。何だか落ち着かないです」

　電車に乗っている間、ひまりはソワソワしながら何度も鞄を撫なでていた。

　俺たちに付いてきて欲しいと言ったのは見守って欲しいというのもあるだろうが、アルバイトで稼いだ大金を持っているから──というのも理由の一つだった。

　さすがに全額を持ってきているわけではないが、それでも高校生のひまりにしてみればなかなかの大金だろう。

　すれ違う人たちがどのくらいのお金を持っているかなんて、当然見ただけではわからない。

　だが自分が普段使う以上のお金が手元にある状態で外に出ると、とても緊張してしまうものだ。

　俺も引っ越しの時に銀行から大金を下ろして不動産会社に向かう道中、「ここで誰かに襲われたらどうしよう……」と意味もなく不安になってしまったのを思い出した。

　とはいえ、ビクビクしていると逆に怪しく見えてしまうというもの。

「落ち着けひまり。昼飯のラーメンに入っていたコーンが何粒あったか思い出すんだ」

「ええっ!?　思い出せませんよそんなこと!?　元々数えてないですし！」

「そうか？　作った奏音なら覚えているだろ」

「いやいや!?　適当に入れたし！」

「そうなのか？　俺のは42粒あったぞ」

「え…………。数えてたんですか……？」

「まぁ噓うそなんだが」

「かず兄にい〜！」

「もう。からかわないでくださいよ！」

「でもちょっとは不安も吹き飛んだろ？」

　俺が言うと、二人は顔を見合わせてから笑いだした。

　やっぱり二人には、こういう年相応の無邪気な笑顔が似合うなと思う。

　この光景も、明日には見納めになるのだけど。




　四駅ほど離れた場所にその画材屋はあった。

　ビル内の一角にあるその画材屋はかなり広く、フロア全体は大型書店のような開放感がある。

　ひまりは店に着くや否いなや、目をキラキラとさせて物色しだした。

　俺と奏音は適当に回りながら、ひまりの買い物を待つ。

　ペンの種類だけでも相当な数がある。

　試し書き用の紙には、既に様々な色の線が書かれていた。

「私もペンくらい買おうかな。こういうの、見てると欲しくなってきちゃう」

　いつの間にか奏音も夢中になって見ていた。

　ノートを書くから、高校生の時は文房具ってまだ身近な存在だったよな。

　シャーペンの芯を無駄に買い込んで、結局全部使い切れなかった気がする。

　でも社会人になってから、手書きの機会がめっきりなくなっていることに気付いた。

　これは俺の職種も関係しているだろうけど。

　手書きで書くといったら、自分の住所と名前くらいだ。

　ペンを熱心に見る奏音を置いて、俺は他のコーナーも見てみる。

　スケッチブックに、絵の具に筆──。

　膨大な数の紙、得体の知れないインク。

　どれもこれも種類が豊富で、世の中にはこんなにも多くの画材が存在していたんだなと妙に感心してしまった。

　自分が知らない世界で、自分が知らない物を作っている人たちがいる。

　そう考えると、自分が生きている間に触れることができる世界というのは、かなり狭いのかもしれない。

　ふと顔を上げると、ひまりが前方の棚の前にいた。

「あ、駒村さん」

「どうだ。目当ての物は見つかったか？」

「はい。たくさんあって目移りしちゃいます」

　実に楽しそうに笑うひまり。

　絵を描くことだけでなく、この空間さえも彼女は好きなのだろうな──と瞬時に思ってしまうほどの笑顔だった。

「ここ、私の家の近くの画材屋さんより、アクリルガッシュやコピックの色が多いんですよ。正直凄すごく悩んじゃいます……。いっそのこと全色買ってしまおうかな。でもそれだと予算が……うぅむ」

　俺が知らない単語を呟つぶやいた後、ひまりは悩み始めてしまった。

「ひまりはパソコンで絵を描けるから、こういう物はそこまで数が必要ではない気がするんだが──」

「確かに今のメインはデジタルですけど、私はアナログで描くのも好きなんですよ。両方の良さを取り入れて、臨機応変にやっていけたらいいかなって」

「そ、そうか。素人しろうとが口出ししてすまん」

「いえ。でも駒村さんの言うとおり、さすがに全色買うのは欲張りすぎなので考えます」

　ひまりは顎に手を当ててまた悩み始める。

　彼女の前にある色付きのペンの値札をチラリと見て、ギョッとしてしまった。

　一本がなかなか良い値段だな……。

　俺は一本百円くらいのやつしか買ったことがないので、ちょっとしたカルチャーショックだった。

　ひまりはよく吟味した後、何本かを手に取り買い物カゴの中に入れる。

　彼女が持つ買い物カゴには、既にいくつか物が入っていた。

　その中には、大きさが違うスケッチブックも数冊ある。

　ふと考えてしまったのは、これらを捨てられてしまった時のひまりの心情。

　捨てられたスケッチブックの中には、ひまりが描いた絵がたくさんあったはず。

　絵を描く時にひまりがどういう気持ちでいるのかなんて知らないが、これまでの姿を見る限り、大なり小なりそこにはひまりの気持ちが込められていたはずだ。

　それらを全部、容赦なく捨てられてしまった──。

　白状すると、これまで『絵を描く道具を捨てられたから家出した』というひまりの言い分に、完全に納得していたとは言い切れなかった。

　心のどこかで「家出まですることだろうか」という気持ちがあったのは事実だ。

　どちらかと言うと、やりたいことを認めてくれない両親に対しての反抗心が、家出という行動へ駆り立てたのだろう、と。

　そう思っていた。

　でも、今ようやく理解したかもしれない。

　ひまりは道具を捨てられたんじゃない。

　自分の『好き』や『魂』を捨てられてしまったのだ。

　実の両親に……。

　それはひまりにとって、本当に辛つらくて悲しいことだっただろう。

　いつ見たのかは忘れたが、昔テレビでとある伝統工芸品を作っている人の密着取材を放送していたのを思い出した。

　年季の入った木造の工房の中には、俺が見たことがない道具がたくさん並んでいた。

　そして工房の中を移動しながらその人は言った。

『これらはみんな、私の大事な相棒ですね』と。

　その相棒が勝手に捨てられたら、誰だって怒り狂うだろう。

　ましてや、作品そのものすら捨てられたら。

　伝統工芸品を作っている人とひまりを同じように考えるのは、違うかもしれない。

　でも本質的にはきっと同じことなのだろう。

　俺は今さら──本当に今さらわかったのだった。




　ひまりの買い物が終わった後は、おやつだけ買って帰ることにした。

　残りの時間は家で過ごしたい──。

　誰が言ったわけではないが、俺たちの心はたぶん一緒だった。

　思い出を作るための行動は、もう十分にしてきたから。

　ちなみにおやつは、ひまりのリクエストでマカロンだ。

「私の地元には、こんなお洒しゃ落れなお菓子なんて売ってないですから……」

　とのこと。

　最近はケーキ屋でどこでも売っていそうな気もするんだが、そうでもないのだろうか。

　帰宅してから、俺たちは早速マカロンを頰張った。

　俺はスイーツ好きであるけど、ぶっちゃけるとマカロンはそんなに好きではないんだよな。

　かと言って嫌いでもないんだけど。

　スカスカした食感のせいだろうか。

　やはりケーキみたいに、『食べた』としっかり実感できるものが好きだ。

　とか考えていたら、ケーキが食べたくなってしまった。

　明日買いに行くか……。




　そして、今日は三人揃そろって夕食作り。

　俺とひまりは奏音の指示に従って動く。

　ひまりは少し前まで包丁の扱い方が危なっかしかったが、今は少し上達している。

　奏音のように素早く切れるわけではないが、ちゃんと猫の手で食材を押さえ、ゆっくりでも確実に切れるようになっていた。

　ひまりが切った食材を土鍋の中に入れ、俺が混ぜ合わせた調味料を入れて蓋をする。

　今日の晩飯は鍋だ。

　二人が俺の家に来て次の日に、奏音が作ってくれたメニュー。

　今日の鍋はあの時より具材が多く入っていた。

　つみれが多いのは奏音の好みだ。

　俺にとっては何かお洒落なイメージがある湯葉も入っている。
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　十分に煮えたところで、中身を小皿に取ってテーブルに移動。

　相変わらずカセットコンロがないので、そこだけはちょっと不便だ。

　でも買ったとしても、俺一人になるとたぶん使わないだろうしな……。

「ふふっ。今日の鍋はとても豪華ですね！」

「いっぱい食べてねー」

「奏音が一番食べるけどな」

「もうっ。そんなこと……あるけど……」

　顔を赤くする奏音。

　俺たちは笑いながら箸を持つのだった。




　鍋の締めはうどんだ。

　心も体も温まった。

　夏真っ盛りの時に鍋はどうかとちょっと思っていたのだが、エアコンの効いた涼しい部屋で熱々の物を食べるのも、なかなか良いものだな。

　あれか。真冬に暖かい部屋の中でアイスを食べるのと似たようなものか。

　文字通り空っぽになるまで鍋を食べ尽くし、後片付けも終えて。

　俺たちは無言でソファに座っていた。

　いつもは奏音がこの時間にテレビを点つけているのだが、今のテレビ画面は真っ黒なままだ。

「あの……」

　沈黙を破ったのはひまりだった。

　ひまりは一呼吸置いてから、姿勢を正して続ける。

「私が自分の将来や夢についてこんなに真剣に考えて取り組めたのは、駒村さんや奏音ちゃんのおかげです。何度も言ってますけど、本当にありがとうございました……」

　頭を下げるひまり。

　いよいよ最後の『締め』の時が来たのだなと、寂しさが襲ってくる。

　鍋の締めを食べた後にやってくるのは、満腹感とひとときの幸福感。

　その幸福感だけを維持できたら良いのだが、現実にはそんなことは不可能だ。

　そして、この生活の締めも──。

「お礼を言いたいのはこっちも同じだ。俺もひまりのおかげで、いつまでも過去のことでウジウジ悩んでいる暇はないなって思えたから」

「駒村さん……」

　才能という言葉で全てを片付けるのは違う気がする。

　でも、やっぱりひまりには才能があると思う。

　夢に向けて真まっ直すぐに努力できる姿勢もある。

　そんなひまりを羨ましく思ったり、ちょっと嫉妬したりもした。

　でも一緒に暮らして感じたのは、そんな才能あるひまりも、ただの一人の女の子だということ。

　当たり前のことかもしれないが、俺にとってその気付きは大きなものだった。

　突然、ポロポロと涙をこぼし始める奏音。

　俺とひまりは咄とっ嗟さに目を丸くしてしまった。

「か、奏音ちゃん……？」

「ひまりが来てから、私も夢について考えたんだけどさ……」

　奏音はそこで洟はなを啜すすってから続ける。

「私は、この生活が夢そのものだった……。私にはお母さんしかいないから、休日に家族で過ごしたみんなの話を聞いて、羨ましく思ったこともあって──。だから家族で過ごすってこういうことなんだって、初めてわかって……」

「奏音……」

「その夢の生活が、とうとう終わるんだなって思ったら……。うぅー、ごめん……」

　ひまりがティッシュを何枚か取り、奏音に渡す。

　奏音の顔に当てられたティッシュは、瞬またたく間まに湿りを帯びた。

　そうか……。

　奏音は夢が叶かなっている真っ只ただ中なかにいたんだな……。

「ねぇ……。私、奏音ちゃんの家族だと思っていいのかな？」

　ひまりの問いに、奏音は少し笑った。

「……うん。友達だし、家族だとも思ってる。勝手かもしれないけどさ」

「ううん、嬉うれしい。とても嬉しいよ」

　二人はお互いに見つめ合った後、ぎゅっと抱擁する。

　でもしばらく経たつと照れくさくなったのか、また顔を見合わせてから「えへへ」と誤魔化し笑いをした。

「家族……か。当然、俺はお兄さんだよな？」

「うーん。お兄さん兼お父さんかな？」

「いや。『かず兄』と呼んでおいてそれはないだろ!?」

「それはそれ。これはこれ」

「結婚もしていないのにいきなりお父さんとか……」

　しかも女子高生の娘って。

　確かに父親のような気分になったことはあるが、やはり気持ち的には保護者という名の兄でいた時の方が多いんだけど。

「うーん。かず兄って年齢の割には老成してるっていうか？　弾はじける若さってのは感じないじゃん」

「確かに……。私もバイトで男性のお客さんとたくさん接して思いましたけど、駒村さんは随分と落ち着いてますよね」

「要するに年寄り臭いってことか!?」

「でも、それがかず兄の良いいところじゃん」

「そうですね」

「ぐ…………」

　言い返せなくて、何だか負けた気分になってしまう……。

　女性相手に口で勝つのは、年齢関係なく俺には無理かもしれない。

「よし。しんみりタイムは終わりだ」

　気持ちを切り替えるように、パンと手を鳴らす奏音。

　最後の方は俺の弄いじられタイムだったけどな。

　奏音は赤い鼻のまま布ふ団とんを敷き始める。

「もう寝るのか？」

「まだだよ」

　と言いつつ、奏音はひまりの布団も隣に敷いた。

　そのまま布団の中には入らず、自分の鞄かばんの中をガサゴソと漁あさり始める。

「うーんと、確かここに入れてたはず──あった」

　奏音の手にはＵＮＯが握られていた。

「え……なんで今ここでＵＮＯ？」

「えーっと、それはぁ……」

　指で頰を搔かきながら、奏音はやや照れくさそうに視線を逸そらす。

「ここに来た時さ、かず兄に会うの、かなり久しぶりだったじゃん？　で、話題に困ったらひとまずやってみようかなと思って……。ほら、昔かず兄の家に行った時に遊んだじゃん。こう兄にいと一緒にさ」

　奏音に言われ、俺は必死で記憶の糸をたぐり寄せる。

　そう言われれば、昔一緒にやったような……。

　あの時は年の離れた奏音とどうやってコミュニケーションを取れば良いのかわからないうちに、晄こう輝きから声を掛けた気がする。

「でもあの日、いきなりひまりがやって来たから、これを使うまでもなかったんだよね。普通にこれで遊ぶ日もあっても良かったかなとも思うんだけど……」

「もしかして、存在を忘れてた？」

「うん……」

　奏音の方も俺の家に来るまで、そんな心配をしていたんだな。

　その割には、かなりぶっきらぼうだった気もするけど……。

　しかし、俺との距離を縮めるために持ってきたのがＵＮＯって。

　奏音も案外可愛かわいいところがあるじゃないか。

「それにしても、よくＵＮＯなんか持ってたな」

「あー。学校で一時期、休み時間にやるのが流行はやってたんだよ。教室で何グループかに分かれてやってた」

「そういや俺が中学生の時も、休み時間にトランプをやるのが流行ってた時期があったな」

　時代は違っても、どこの学校にもそういうのってあるんだなと少し微笑ほほえましくなった。

「布団の上でＵＮＯって、修学旅行みたいで楽しそう」

「実はそれをちょっと狙ってたりする」

　言いながら奏音はＵＮＯを混ぜ、不安定な布団の上に置いた。

　修学旅行みたいに、か……。

　うん、良いかもしれないな。

　しんみりした空気のまま布団に入るより、たぶんずっと良い。

「おーっし。負けないからね」

「望むところだ」

「これは実力は関係ないですからね。全ては運……」

　カードの配分が終わる。

　俺も、そして二人の目も完全に対戦モード。

　不敵な笑みを浮かべつつ、俺たちは視線を交差させるのだった。











第10話　お別れとＪＫ






　目覚まし時計の音で、それまで見ていた夢の内容が全部頭から吹き飛んだ。

　うーん、眠い……。

　まだ頭がボーッとする。

　昨晩のＵＮＯは、日付が変わるまで続いたからな……。

　一番勝ったのはひまりだった。

　こういう場面でも運が味方をしてくれるところが、やっぱりひまりなのかなとちょっと思ってしまった。

　まぁ、ＵＮＯなのでさすがに悔しいとかそういうのはなかったけれど。

　その後、俺は風ふ呂ろに入るのを忘れていたので慌ててシャワーを浴びたんだが、おかげで眠気が飛んでしまった。

　だから布団に入ってからも、なかなか寝付けずにいて──今この状態だ。

　でも、後悔はしていない。

　あの時間はとても楽しかったから。

　ゲームをしているだけなのに、二人との他愛もないやり取りがただ可笑おかしかった。

　三人で過ごす最後の夜を笑って終えられたことが、純粋に嬉しかった。




　朝ご飯は食パンと目玉焼きとサラダ。あとオニオンスープだ。

　テーブルの上には、当たり前のようにケチャップと醬しょう油ゆと塩が並んでいる。

　だが奏か音のんは、いきなり塩に手を伸ばした。

「わ。ついに奏音ちゃんも塩教になった？」

「何その宗教……。そういうわけじゃないけど、ほら。たまには違う味に冒険してみたくなるじゃん？」

　味の好みのことになると、最後まで素直じゃないな……。

「というわけで、こっちが塩。こっちはケチャップ」

　奏音は箸で目玉焼きを二等分にすると、それぞれに調味料をかけた。

「そういうことなら、私もケチャップを付けよ」

　ひまりも奏音と同じように、目玉焼きを二等分。

「醬油教に入る奴やつはいないのか」

「だって醬油は前にも試したし」

　つれない答えが返ってきた……。

「確かに醬油も合うことは合うんですけど、やっぱり私は目玉焼きには塩が好きです」

「布教は失敗か……」

　俺の呟つぶやきに、二人はクスクスと笑うのだった。




　ひまりの荷物は来た時よりもかなり増えていた。

　そのため、バイト代で新しい鞄を買ったらしい。

　新しい鞄には、ふわふわした毛玉のキーホルダーが付いている。

　これはひまりが働いていたメイド喫茶のグッズの『猫の毛玉キーホルダー』。

　そして奏音とお揃そろいだ。

　ひまりはその毛玉を愛いとおしそうに指で触れた後、荷物を持ち俺の前に立つ。

「駒こま村むらさん。本当に……本当にありがとうございました」

「あぁ。その、頑張ってな」

「はい」

　奏音はひまりを駅まで送り届けるが、俺はここでお別れだ。

　というのも、ひまりの家の関係者が駅まで迎えに来るらしいのだ。

　奏音に絶対に付いて来るなと釘くぎを刺されたので、俺はおとなしくその言葉に従うことにしたのだった。

　正直に言うと、女子高生に任せっきりにするのはかなりモヤモヤする。

　だが、どれだけひまりが俺に感謝していようが、俺がしたことは今の法律では許されないことであって──。

「それに関しては共犯だよ」と奏音は言ったけれど、そこは年齢で責任が変わってくる部分だ。

　かといって、法律に則のっとった責任を負う覚悟が今あるかと問われると、ない。

　それにあの時ひまりを警察に連れて行くことが、彼女にとって本当に幸せな選択だったのかはわからないわけで──。

「駒村さん」

　思考の海に沈みかけた俺を、ひまりの呼びかけが引き上げる。

「お願いですから、私を家に置いていたことは気にしないでください。と言っても無理かもしれませんが……。駒村さんはあの日、いとこの奏音ちゃんと一緒に暮らし始めただけ。世間的にはそれだけの出来事しかなかったと思ってください」

「それは──」

「あの日、このマンションに来たのは奏音ちゃんだけだったんです」

　ひまりの力強い目に、俺は何も言うことができなかった。

「だから、二人ともそんな顔をしないで」

　今の自分がどんな顔をしているかなんてわからないが、ひまりにそう言われてしまうほどの顔なのだろう。

「それでも、私はひまりのこと忘れないよ。絶対に忘れない」

「あぁ。俺も絶対に忘れない」

　忘れられるわけがない。

　三人で過ごしたこの三ヶ月は、今までの人生の中で特別に色鮮やかだったから。

「私、本当に色々な人に迷惑をかけてしまったから……。まずはたくさん怒られてきます。それから、それから──」

　ひまりは目に浮かんだ涙をグイッと拭ってから笑う。

「私の曲げられない夢のために頑張りますっ！」

　そのひまりの笑顔は、こちらに元気を与えてくれるような不思議な魅力があった。

　世間知らずで。

　ちょっとドジで。
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　それでいて、自分のやりたいことにはかなり頑固で。

　そんな普通の女の子は、最後まで純粋で真まっ直すぐだった。

「あぁ、応援してる」

「はい」

「気をつけてな」

「はい」

「…………」

「…………」

　名残惜しい。

　その気持ちは、きっと同じで。

　でも、ずっとこうしているわけにはいかないというのもわかっていて。

　ひまりは意を決したように、一度目を伏せて──。

「……それじゃあ」

　最後に軽く微笑んでから、奏音と共にひまりは出て行った。

　俺は玄関の扉が閉まった後も、しばらくその場に佇たたずみ続ける。

　部屋に広がる静寂に、胸が痛くなった。




　　　　※　※　※




　暦の上では既に秋らしいが、八月半ばの日中はまだ厳しい暑さだった。

　奏音とひまりは、できる限り日陰を歩きながら駅に向かう。

　しばらく無言だったのは、暑さのせいもあったのかもしれない。

　突然、奏音が立ち止まる。

　ひまりが振り返ると、奏音は自動販売機を見ていた。

「何か買って行こうか？　水分補給は大事だよ」

「うん。そうする」

　二人は『塩分チャージ』とラベルに書かれているペットボトル飲料を揃って手に取る。

　冷えたペットボトルが気持ち良かった。

「あー。生き返る」

　ペットボトルを首元に当てる奏音。

　ひまりも真ま似ねをしたが、予想以上に冷たくて「ひゃっ」と声を洩もらしてしまった。

「あははっ。あんまり当てるとぬるくなっちゃいそうだし、飲も飲も」

　蓋を開け、奏音もひまりも一気に三分の一ほどを飲む。

　ひまりはペットボトルを口に当てたまま、周囲を見渡した。

　静かな住宅街の一角。

　日本のどこかに似たような場所はいくつもありそうな、変わったところなどない風景。

　何てことのないこの光景も、今のひまりにとっては特別なものに思えた。

　自動販売機の前でペットボトル飲料を口にしている、この行動さえも。

「奏音ちゃん」

「ん？」

「私、駒村さんに相手にされてないままだった」

「え…………」

　突然のひまりの言葉に奏音は目を丸くする。

「でもね、それでもまだ好き。悲しいけど、まだ好きなままなんだ」

　ひまりは、高たか塔とうの気持ちが今になってよくわかった。

　痛くても悲しくても寂しくても、この気持ちはそう簡単に消えてくれない。

「だから、奏音ちゃんは頑張ってね」

「……私も」

「え？」

「私もたぶん、かず兄にいに相手にされてないよ」

　寂しそうな笑顔と共に、奏音は呟いた。

「奏音ちゃん……」

「でもさ、それは今私らが高校生だからであって──。じゃあ『今』じゃなくなった時は、どうなるかわかんないかもな、とも考えてる」

　奏音はそこでニイッと笑ってから、ひまりの前に指を一本突き出した。

「だから、ひまりも頑張れ」

「でも……私は……」

「んー……。私も上手うまく言えないんだけどさ。今はダメでも、これからどうなるかなんてわかんないじゃん？」

「え──？」

「だって、人の心なんていつ変わるかわかんないし。うちの高校の先生にさ、かつての教え子と結婚した人がいるんだよね」

「え──!?　何ですかその美味おいしそうな設定は！」

「今はオタクスイッチ入れる時じゃないから!?　要するに、かず兄が気にしている年の差なんてそのうち関係なくなるかもよ、ってことだよ」

　奏音の言葉に、ひまりの目から活力が溢あふれ出す。

「そっか……そうだよね……。これからどうなるかなんてわからないもんね……」

「そういうこと。仮にかず兄に彼女ができたとしても、すぐに別れる可能性もあるわけじゃん？　かず兄って女性に慣れてないし、すぐ怒らせそうだもん」

　和かず輝きに対するなかなか辛辣な評価に、ひまりは思わず苦笑する。

　でも、奏音の言うこともちょっとわかる気がする。

「だからまぁ、必要以上に落ち込むことはないのかなって」

「奏音ちゃんは強いね……」

「そんなことないよ。言いながら結構なダメージ受けてるからね」

　ひまりはふふっと笑う。

　自分がいなくなった後、奏音と和輝は夏休みが終わるまで二人だけで生活する。

　それに対して、モヤモヤした気持ちがあったことは事実だ。

　でも、今の奏音の言葉を聞いてそのモヤモヤも薄くなった。

　完全になくなったわけではないけれど。

　でも、改めてひまりは思う。

　奏音と同じ人を好きになって、良かったのかもしれないと。

　仮に望みがないのに、一緒にいる間応援されっぱなしの立場になっていたら。

　もしくは「諦めなよ」と諭される立場になっていたら──。

　それらの方が、今よりずっと辛つらかっただろうから。




　駅前まで来た時、ひまりは「あ」と声を上げる。

　その理由を奏音はすぐに察した。

　美み実みの姿を見つけたからだ。

　以前ひまりが美実と会った時に、帰る日付を美実に伝えていた。

　美実が「じゃあその日に迎えに来る」と言ったので、正午に駅で待ち合わせという約束をしていたのだ。

　美実に駆け寄っていくひまり。

　辺りにひまりの両親の姿は見えない。

　美実は本当に、ひまりのことを誰にも言わずにいておいてくれたらしい。

　奏音は少し離れたところから、ペコリと軽くお辞儀をする。

　この間は詳しい話をすることなく立ち去っていたので、向こうの奏音に対する印象は良くないだろうと思っていた。

　だが、美実の表情は存外穏やかだ。

「桜おう花かが、お世話になりました」

　近付いた奏音に対し、美実は丁寧に頭を下げる。

「あ、いえ……」

「この間、桜花から色々と聞きました……。あなたの所で、桜花は活いき活きと暮らせていたみたいで……」

　安心したように、そして少し寂しそうに笑う美実。

　奏音がひまりの方を見ると、彼女は無言でコクリと頷うなずいた。

「でも……あなたのためにも、今後はこういうことは、やめた方が良いいと思う……」

　美実が言う『こういうこと』とは、ネットで知り合った人を自宅に呼ぶ行為のことを言っているのだろう。

　それに関しては奏音の噓うそなのだが、和輝のために今さら訂正するつもりもない。

「……わかりました」

　美実はそれ以上何も言わなかった。

　奏音の家庭のことをひまりから聞いていたからだろう。

「それじゃあ帰ろう……桜花」

　美実が促すと、ひまりは奏音の手をギュッと握った。

「奏音ちゃん」

「うん」

「……ありがとう」

「こっちこそ」

「元気でね」

「ひまりも」

「それから、えっと──」

　みるみるうちに、ひまりの目に涙が溜たまっていく。

「もういいよ」

　奏音は苦笑しながら、ひまりの頭にポンッと手を置いた。

　ここに来るまでに、お互いにもう言いたいことは言っている。

　これ以上続けると、別れが惜しくなるだけだ。

「頑張ってね」

「うん。奏音ちゃんも」

　ひまりは奏音から手を離すと、美実と共に駅の中に入って行った。

　奏音はしばらくの間、何をするでもなくその場に立っていた。

　やがて、駅に電車が入って来る。

　炎天下の中、奏音はその電車の姿が見えなくなるまで見つめていた。




　　　　※　※　※




　奏音と二人だけの生活は、とても静かなものだった。

　静かといっても、他愛もない会話は普通にしている。

　でも、どうしても何かが物足りないと感じてしまうのだ。

　本来なら、これが普通の状態だったのだろうが──。

　人が一人いなくなると、こんなにも静かになるとは思っていなかった。

「いってらっしゃい」

　それでも朝誰かに見送られることは、とても嬉うれしいものだ。

　しかしこの声も、あと少しで聞けなくなってしまう。




　仕事の帰りに、久々にケーキを買って帰る。

　一人暮らしの時は自分の楽しみだけに買っていたけれど、今はそれにプラスして奏音の喜ぶ顔を見るのも楽しみになっていた。

『家に誰かがいる』というのは、こういう買い物にも影響するんだよな。

　お土産を買う人の心理は、二人と一緒に暮らし始めてからわかったことだ。

「おかえりー……って、ケーキの箱じゃん！　やった！」

　想像していた通りの素直な反応に、思わず笑みをこぼしてしまう。

「先にご飯だぞ」

「わかってるってば」

　と言いつつ、奏音の目はケーキの箱から離れない。

　目を離した隙に手を付けられそうな気配を感じたので、俺はすぐさまケーキを冷蔵庫に入れた。

「そう恨めしそうな目で見るなよ。ちなみに今日の晩ご飯は？」

「今日の晩ご飯は──クリームパスタだよ」

　悪戯いたずらっぽく笑う奏音に、思わず胸がドキリと鳴ってしまった。

「あ。今ちょっとドキッとしたでしょ？」

「……してない」

「えー。本当にー？」

「してないって。先に風ふ呂ろに入ってくる」

「ちぇ。はーい」

　少し危なかった。

　急いで洗面所に入った俺を迎えたのは、赤い顔をした鏡に映る自分。

『これでクリームパスタを作る時、私のことをいちいち思い出すでしょ？』

　…………。

　奏音の思惑通りだ。

　クリームパスタという単語、もう普通に聞くことができないかもしれない……。

　こうやってからかってくる奏音だが、以前とは少し雰囲気が違う。

　以前ほど言葉に『本気』を感じないのだ。

　ひまりがいなくなったことで、もっと積極的に押してくるかもと思っていたのだが──って、これじゃあ俺がそれを期待していたみたいじゃないか!?

　違う。俺は決してそういうのを期待していたわけじゃなくて。

　……いや、俺は誰に言い訳をしているんだ？

　鏡の中の慌てた顔の自分を見て、少し冷静になった。

　でも、服を脱ぎながら考えてしまう。

　かといって、奏音が完全に俺のことを諦めたようにも見えないんだよな……。

　いや、それこそ俺の勘違いなのか？

　うーむ……。

　女心ってわからんな……。







　仕事に行って、奏音が作るご飯を食べて。

　一緒にスーパーに買い物に行って、テレビを見て笑って。

　そんな普通の生活を、ただ二週間過ごした。

　休みの日に「どこかへ出かけるか？」と聞いてみたのだが、奏音の返答は「暑いからどこにも行きたくなーい」というものだった。

　それが本音だったのかはわからない。

　けれど言葉通り、奏音は本当にどこにも出かけようとはしなかった。

『私は、この生活が夢そのものだった……』

　不意に奏音の言葉を思い出す。

　もしかしたら奏音は、夢から覚めたくなかったのかもしれない。

　これは俺の勝手な想像でしかないけれど。

　俺も家の中にいると、「ただいまー」とひまりがバイトから帰ってくるような錯覚を覚えていたから。




　そして間もなく、奏音も家に帰る日がやって来た。




　朝食を食べ終えた後、奏音もひまりと同じように、鞄かばんの中に自分の荷物をいっぱい詰めて玄関に立つ。

「お世話になりました」

「なんだよ、改まって」

　ペコリと頭を下げる奏音を見て、少しムズムズしてしまった。

「いやぁ。一応こういうのはちゃんとしとかないとなって……」

　こういうところが、奏音の見た目とのギャップを感じる部分なんだよな。

　存外真面目というか。
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「こっちこそ、奏音にはいっぱい世話になったよ。本当に感謝してる」

「へへへ。私がいなくても、ちゃんと料理や掃除するんだよ？」

「やるってば。奏音こそ、宿題を忘れずに提出するんだぞ」

「わかってまーす」

　本当にわかっているのだろうか、この返事は。

「あと、学校に遅刻しないよう余裕を持って家を出ること」

「……はぁい」

「お菓子は食べ過ぎない」

「まぁ、頑張る……」

「勉強も頑張れ」

「それ、さっきも言ったでしょ」

「さっきのは夏休みの宿題のことだ」

「うぐ……」

「それから──」

「まだあんの!?」

「いや。叔母さんと仲良くな」

「…………うん。わかった」

　少しの間の後に奏音が見せたのは、柔らかい笑顔だった。

　それを見て俺は安心する。

　今の奏音なら大丈夫だろう。

　ちゃんと自分の要望を叔母さんに伝えることができるはずだ。

「かず兄」

「なんだ？」

　奏音はそこで一呼吸置き、視線を下げる。

　だが意を決したように、すぐに顔を上げた。

「また、遊びに来てもいい？」

「もちろんだ」

「そっか。良かった」

「いとこだからな」

「うん」

　微笑ほほえむ奏音を見て、色々な感情と記憶が一気に俺の中で渦巻く。

　戸惑ったこと。

　楽しかったこと。

　照れたこと。

　嬉しかったこと。

　そして押し寄せる寂しさ。

　その感情の荒波に吞のまれないよう、俺は頭を搔かきながら奏音の荷物を持つ。

「駅まで持つよ」

「……ありがと」

　俺たちは揃そろって玄関を出る。

　マンションから見える空は、どこまでも青かった。











第11話　誰もいない部屋と俺






　起床後、テレビを点つけてから顔を洗う。

　テレビの音声と水道の音しかしない部屋の中が、随分と静かに感じる──ということを思うのも既に数回目だ。

　今日の朝食は食パンを焼いた。

　珍しくレタスのサラダもある。

　これは昨日の晩ご飯の残りでもあるけど。

　サラダは自分から好んで食べる方ではなかったのだが、ハムとかサラダチキンとかクルトンとか、ちょっとだけプラスすると食べやすくなる──ということを奏か音のんから学んでいた。

　今日のサラダにはハムを切って入れてある。

　マーガリンの蓋を開けたところで、俺は「しまった」と思わず声を出してしまった。

　ほとんど空っぽの状態だったのだ。

　これだと、食パンに半分塗ったところでなくなってしまうだろう。

　この間スーパーで買おうと思っていたのに、すっかり忘れていた。

　それにしても。

　二人がいなくなったので、マーガリンの消費量がすっかり減ってしまったよなぁと実感する。

　消費量が少なくなったのはこれだけではない。

　他の調味料──特にケチャップは奏音が好んで使っていたこともあり、彼女が帰った後は冷蔵庫から取り出す機会がほとんどなくなっていた。

　たまにはフライドポテトでも買ってきてみるか。

　あとは、ケチャップを使ったレシピを探してみるのも良いいかもしれないな。

　ナポリタンとか？

　あとは他に何があるんだろう。

　思い付かないのでネットでレシピを検索してみると、驚くほど大量のレシピが出てきた。

　肉をケチャップで炒いためたもの、スープにライス、エビチリもケチャップを使ってできるのか。なるほど……。

　マーガリンが半分付いていない食パンを囓かじりながら、俺は別の食べ物について考えるのだった。




　朝食の後、俺は洗濯機の中を覗のぞき見る。

　当たり前だが、俺一人分の服とタオルしか入っていない。

　洗濯は……やっぱり二日に一回くらいの頻度になってしまっていた。

　その方が節約できる気がするから。

　まぁ、一番の理由は面倒くさいからというものなんだけど。

　奏音とひまりに見られたら「匂いがこもりそう」とか言われて怒られそうだな……。

　でも結局洗濯したら綺き麗れいになるし、そこは俺は気にしないタイプだ。

　平日は、朝家を出る前に洗濯機のタイマーをかけている。

　会社から帰ってきた時にちょうど洗い終わっているのだ。

　休日はそのまま朝に洗濯機を回すのだが。

　……うん、やっぱり洗濯は明日にしよう。

　自分の「面倒くさい」という心のままに動けるところは、一人暮らしの良い部分でもあり、悪い部分でもあるのだろうな。




　玄関で靴を履きながら、ふと消臭剤に目が行く。

　透明な容器に入った液体は、あとわずかしか残っていなかった。

　これも買ってこなければ。

　二人が家に来る前には、買うことを考えたことすらなかった消耗品。

　でも今は玄関にこの爽やかな香りがないと、物足りなくなってしまった。

　宅配便の人が来ても、靴の臭いを気にせず堂々と玄関を開けられるしな。

　なにより、自分がちょっとお洒しゃ落れな人間になった気分がする。

「いってきます」

　無自覚に声に出してしまってからハッとする。

　当然ながら、返ってくる声はない。

　いや、返事があったらかなり怖いんだけど……。

　それにしても──と俺は誰もいない部屋を見回しながら思う。

　奏音とひまりの会話が聞こえないと、やっぱり俺の部屋は静かだな。







　駅に行き、電車を乗り継いで向かった先は、俺の実家。

　叔母さんが来た時に、母さんの退院が近いことを親おや父じが言っていた気がするが、その後連絡はなかった。

　まぁ、そもそも入院した時も連絡はなかったしな……。

　俺に心配させたくなかったのだろうけど。

　晄こう輝きに聞いてみたら「もう退院してるらしいぜー」との返事だったので、今日帰ることにしたのだ。

　久々に会った母さんはやはり入院していただけあって、前に見た時よりも目に見えて瘦せていた。

　とはいえ、もうすっかり元気になったらしい。

　俺が実家にいた時と変わらず、母さんは普通に家事をしていた。

　表情も明るく、キッチンを動き回る足取りも軽快だ。

「もう和かず輝き、聞いてよー。お父さんったら私がいない間、トイレ掃除を全然してなかったみたいなのよ。おかげでトイレに黒ずみが発生しちゃってんの。取るの大変だったわ！」

「そ、そうか……」

　リビングでコーヒーを飲む俺に、母さんが笑顔で言い放つ。

　親父は苦笑いをしつつ新聞を読んでいた。

　既にこの話題は何度もされたとみた。

　親父も仕事一筋の人間だしな……。

　俺と同じく家事は苦手な方だと思う。

　それでも母さんの入院中はそれなりに頑張っていたと思うから、母さんもそこは認めている空気は伝わってきた。

　というか、人がコーヒーを飲んでいる時にトイレの話題はやめてほしい。

「たっだいまー」

　突然、玄関から晄輝の声がした。

　どうやら晄輝も同じタイミングで顔を覗かせにきたらしい。

「あれ？　兄ちゃんも来てたの？」

　リビングに入って来て早々、晄輝は目を丸くする。

「まぁな」

「親父、全然連絡くれないんだもんよー」

「すまん……」

「まぁまぁ。お父さんは二人に心配かけたくなかったのよー。あと、私もね」

　入院していた当の本人から言われては、何も言えない。

「それに、和輝は奏音ちゃんのこともあったし……。翔しょう子こが迷惑をかけてしまったみたいで、ごめんなさいね……」

「俺の方は全然問題なかったよ」

「そうそう。俺もちょっとだけ見に行ったんだけどさ、奏音ちゃん良い子だった」

　そこでチラリと、俺に意味ありげな視線を送ってくる晄輝。

　これは──「ひまりとはその後どう？」と言いたいんだろうな……。

　結局、晄輝は俺とひまりの関係を誤解したままだし。

　ならば、その誤解のまま話を進めるか。

　俺はスマホを取り出し、晄輝にメッセージを送る。

　すぐに晄輝のスマホから、ピコンッという音が鳴った。

　スマホを確認した晄輝は「えっ!?」と声を洩もらしてから俺を凝視する。

「さて。俺ちょっと出かけてくるわ」

　俺は晄輝から逃げるように、手を上げてリビングを後にする。

　晄輝には「別れた」とだけ送ったのだった。




　外に出ると当たり前のように暑い。

　でも、一ヶ月前にはうんざりするほど聞こえていたクマゼミの声が、ほとんど聞こえなくなっていることに気付いた。

　少しずつ季節が変わっていることを感じながら、俺はとある場所を目指して歩き出す。

　俺が今日帰省したのは、母さんのこと以外にもう一つ理由があった。

『大人になっても、夢の続きは見ていいと思うんだ』

　友ゆう梨りが前に言ったこと。

　そして、ひまりの存在。

　二人が止まっていた俺の背を押してくれた。

　だから、俺は動こうと思う。

　夢の続きを見るために。

　住宅街の中を歩き続けること数分。

　この道を歩くのはかなり久しぶりなのに、目的地までの道は体が覚えていた。

　あそこを曲がって、真まっ直すぐ進んで──。

　そして、ついに辿たどり着く。

　立派な木造の門構えを見た瞬間、懐なつかしさがどっと込み上げてきた。

　変わっていない──。

　俺がいた時と、同じ光景がそこにあった。

　その木造の門には、友梨から聞いていた通り張り紙があった。

『柔道教室・生徒募集』

　活動時間、曜日が書かれており、連絡先も記載されている。

　そして端の方に書かれた小さな字を見て、俺は気を引き締めた。

『指導員・同時募集』

　俺は確かに特別にはなれなかった。

　でも、黒帯──初段を取得するまでは頑張れた。

　そこまでは俺でも頑張れたんだ。

　その経験をこれからも活いかせるのなら──。

　ブランクがあるので、正直に言うと怖い。

　それでもまずは一歩、踏み出してみようと思う。

　意を決し、門の横にあるインターホンを鳴らす寸前。

『駒こま村むらさん、頑張ってください！』

　脳裏に浮かんだのは、俺の名を呼ぶひまりの眩まぶしい笑顔だった。







　コンビニで弁当を買って帰宅する。

　今日は疲れた……。

　でもこの疲労感は、仕事を終えた時の疲労感とは種類が違う。

　心はとても満ち足りていた。

　いきなりの訪問だったが、道場の先生は元生徒ということで大歓迎してくれた。

　先生の髪はすっかり白くなっていたけれど、俺のことを覚えていてくれたのは本当に嬉うれしかった。

　話し合いの結果、再来週から週一で柔道教室に通うことになった。

　すぐにとはいかなかったのは、俺にブランクがあるのと、道着も帯以外は処分してしまっていたので、新たに注文し直したからだ。

　とにかく、再来週からは今までとは違う生活が始まる。

　湧き上がってくる高揚感を抑えつつ、俺はスマホを片手にソファに座る。

　まだ、俺にはやらなければいけないことが残っていた。

　奏音とひまりの世話が終わった──。

　それは、今まで友梨に待ってもらっていた告白の返事を、きちんとしなければならない、ということ。

　あの日──友梨に連絡先を教えてもらった日以降、一度も連絡はしていない。

　ずっと待ってもらっていた。

　それに関しては本当に申し訳ないと思う。

　でも、もう決めた。

　たくさん迷った。

　たくさん悩んだ。

　そして、ようやく自分の心がわかった。




　スマホの画面に大きく番号が表示される。

　俺は震える指で、通話ボタンをタップした。




　　　　※　※　※




　何回か季節が巡った頃。

　夕方の空の下──。

　奏音は駅を出てからずっと走っていた。

　脇目も振らず、ただがむしゃらに。

　抑えきれない喜びを、顔いっぱいに滲にじませて。

「ただいま！」

　アパートに帰っても返事はない。だが奏音は気にしない。

　母親が帰ってくるのは夜だと知っているから。

　肩で息をしながら、奏音は鞄かばんの中からとある物を取り出す。

　それは、先ほど本屋で買ったばかりの文庫本だった。

　著者の名前の横には、イラストレーターの名前が並んでいる。

　本屋で見た時以上に、奏音はその名前を見て顔をほころばせた。

『白びゃっ虎こ院いんひまり』

「おめでとう、ひまり！」

　奏音は本を両手で掲げ、ここにいない彼女に向けて心から祝福したのだった。




　　　　※　※　※






































エピローグ　あるのかもしれない未来．１






　朝のラッシュの比ではないが、帰宅時も電車の乗車率はそこそこ高い。

　それに加えて今日は数本前の電車で何かトラブルがあったらしく、電車に遅れが出ていた。

　ホームにも電車にも人が多すぎて酔いそうになる。

　人と人に挟まれるこの感覚、何度経験しても嬉うれしいものではない。

　やっとのことで帰宅した時刻は、いつもより一時間ほども遅かった。

「ただいま……」

「おかえりなさい」

　疲れた俺を優しい声が迎え入れてくれる。

　ほどなくして、オフィスカジュアルな格好のまま素足になった友ゆう梨りが、笑顔で姿を現した。

「電車、大変だったみたいね」

「あぁ。駅のホームに人が溢あふれてたよ……」

　友梨には帰宅が遅れることは既に連絡済みだったので、同情の目を向けられた。

　俺が友梨に返事を伝えた三年前──。

　あの日以降、俺たちは付き合うことになった。

『かずき君がどれだけ頑張っていたか、本気だったのか、私は知ってるもん』

　友梨は、俺が柔道で頑張っていた姿をちゃんと見てくれていた。

　そのことに改めて気付いてから、薄れかけていた友梨への気持ちがまた復活して──。

　一年ほど付き合った後、同どう棲せいすることになったのだった。

　友梨も正社員の仕事を続けているので、ちゃんと家事は分担している。

　ただ俺は料理はあまり得意ではないので、任せてしまう時の方が多いのだけど。

「お風ふ呂ろのお湯張り、ちょうど終わったところだよ。かずき君が先に入る？」

「うーん……」

　仕事で疲れているのは友梨も同じだろうし、俺は別にどっちでも構わないのだが。

「それとも──二人で一緒に入る？」

「なぁっ!?」

　上目遣いで頰を染めながら、そんなことを言うのは反則だ。

「で、でも。うちの風呂は二人で入れる広さじゃないし。めちゃくちゃ狭いだろ！」

「ふふっ。冗談だよ。私もお風呂は一人でゆっくり入りたいし。あとやっぱり……は、恥ずかしいし……」

　自分も恥ずかしいくせに、そんな冗談を言ってくるなよ……。

　まごまごとする友梨が、素直に可愛かわいいと思ってしまった。

　ヤバい……。まだ帰ってきたばかりなのにちょっと色々とヤバい。

　そうだ。今度の連休、旅行にでも行ってみるか。

　個室風呂がある旅館とか良いいかもしれないな……。

　そんな妄想世界に入りかけた俺を、友梨の二回目の上目遣いが遮った。

「それとは別に……かずき君に、嬉しいニュースです」

「嬉しいニュース？」

「そう。これ！」

　友梨が差し出してきたのは、少し大きな茶色の封筒。

　書かれた差出人の名前に、思わず目を見開いてしまった。

「これは──」

　静かに頷うなずく友梨。

　俺ははやる気持ちを抑えられず、急いで封を開ける。

　中から出てきたのは、一冊の文庫本と一枚の便箋だった。

『駒こま村むらさんへ。私のデビュー作がついに出ました！　お話の方もとても素敵なので是非読んでみてくださいね！』

　便箋には綺き麗れいな字でそう書かれていた。

　改めて本の表紙を見る。

　吸い込まれそうな青い空の下、学校の屋上で一人の女の子が佇たたずんでいた。

「この表紙、ひまりちゃんが描いたんだよね」

「あぁ……」

　本当に、ひまりは夢を摑つかんだんだな。

　嬉しくて顔が勝手に緩む。

　やっぱりひまりは凄すごい──。

　そんな凄い子の手伝いが少しでもできたことは、俺の誇りでもある。

　俺は泣きそうになるのを堪こらえながら、しばらくの間表紙を見つめていたのだった。





ENDING．１『友梨』













エピローグ　あるのかもしれない未来．２






　駅前では、多くの人がスマホの画面を眺めながら待ち人を待っている。

　俺もその一人だった。

　今日は俺の仕事が終わってから「映画を観みに行こう」という話になったのだが──。

　既に待ち合わせの時間は過ぎているというのに、奏か音のんのやつ遅いな……。

『今向かってる！』と奏音がメッセージを送ってきてから、それなりの時間が経たっていた。

　何かあったのだろうか──と不安が過よぎった瞬間。

「かず兄にい！」

　と、ようやく目の前に本人が現れた。

「ごめん、お待たせー。同じ大学の子と偶然駅で会っちゃってさ。ちょっとお喋しゃべりしちゃった」

「心配したじゃないか。映画の時間が迫っているし、早く行くぞ」

「はぁい」

　そう言うと奏音は、ごく自然に俺の手を握ってくる。

　途端にドキリと鳴る俺の心臓。

　既に何度も経験しているけれど未いまだに慣れない。誰かに見られている──と意識して緊張してしまうのだ。

「あ、かず兄。また緊張してるし。表情が硬い」

「だって……」

「私はもう子供じゃないんだよ？　立派な大人ですぅ！」

　現在、奏音は大学二年生。

　書類上では大人に分類される年齢になった。

　確かに年齢で躊ちゅう躇ちょする理由はなくなったわけだが──。

「それでもやっぱり、年の差がな……」

　その時間の差はどうしても埋められない。

　奏音は俺の言葉が不服だったのか、むぅと口を尖とがらせる。

「私は、年齢で好きになったわけじゃないし……。かず兄もそうでしょ？」

　その言葉にハッとする。

「だから他人がどう思おうが、関係ないよ」

　堂々と言ってのける奏音は、俺よりもずっとしっかりして見えた。

　奏音のこういうところには敵かなわないな……。




　奏音は大学生活の側かたわら、弁当屋でアルバイトをしている。

　今日はアルバイトは休みなので、こうして映画を観に来たというわけだ。

　館内の照明が暗かったのでもう始まってしまったのかと焦あせったが、これから公開される映画の予告編が流れているだけだった。

　館内もまだ少しざわついている。

　間に合ったようで良かった。

　俺たちは階段を上り、後方の中央寄りの席に座る。

　今流れているのは、切ない雰囲気の恋愛映画の予告だった。

　イケメン俳優と美人女優が演じる様々なシーンが、次々と流れていく。

「あのさ……」

　奏音が突然、俺の腕をツンとつついてきた。

「何だ？」

「いや……。どうして私……だったのかなって」

　思わず奏音に顔を向けるが、彼女の視線はスクリーンに固定されたままだった。

「友ゆう梨りさんとか、ひまりとか、もっと他の人とかじゃなくて。何で私だったのかなって」

「……言ってなかったか？」

「うん……」

　奏音の横顔は寂しそうで、少し気まずくなってしまった。

　とっくに伝わっていると思っていたんだが。

　やっぱり、ちゃんと言葉にしないとダメだよな……。

「えぇと……。普通に生活をしている飾らない俺を見ても、奏音なら呆あきれずに一緒にいてくれると思ったし──俺の方も、奏音とずっと一緒にいたいと思ったからだよ」

　……かなり恥ずかしい。

　今大音量で予告編が流れていなかったら、家の外でこんなことは絶対に言えなかっただろう。

「そっか……。うん、嬉しい……」

　猛烈な羞恥心に耐えきれず、俺がガシガシと頭を搔かいていると──。

　突然、奏音の顔が俺の目の前に現れた。

　そして唇に当てられる柔らかい感触。

　本当に、一瞬の出来事だった。

「お、お前。こんな所で──」

　動揺する俺に、奏音はニンマリと笑ってみせる。

「……えへへ。続きは帰ってから」

　奏音がそう言い終えると同時に、館内の照明が完全に消えて映画が始まってしまった。

　だがその後の俺は、映画の内容がまったく頭に入ってこなかったのだった。





ENDING．２『奏音』













エピローグ　あるのかもしれない未来．３






　仕事を終えた後、家とは逆方向の電車に乗る。

　俺の手には会社用の鞄かばんに加えてもう一つ、小さめのリュックもある。邪魔になるので、リュックはすぐに網棚に置いた。

　今日は週に一度の柔道教室に通う日だ。平日の19時から始まるので、会社帰りに直接向かっている。

　この生活を始めてから、既に二年以上が経過していた。

　始める前は、俺は子供が苦手な方だと思っていた。

　だがいざ始めてみると、俺は存外子供が好きだったのだと気付いた。成長していく子供たちを見るのが、毎週楽しみになっている。

　まぁこれは、柔道のみを通して触れ合っているから、とも言えるだろうが。

　楽しみはもう一つある。

　今は特別な資格がいらない『準指導員』として在籍しているが、一つ上の『Ｃ指導員』を目指すことにしたのだ。

　これは講習を受けて筆記試験に合格し、レポートも提出しなければいけない。

　受講に必要な段位には半年前に合格しているので、あとは講習日や試験を待つだけだ。

　話を聞くと、仕事の合間にレポートを書くのは大変そうだが、大人になってもこうして打ち込めることがあるのが、何よりも嬉うれしかった。

　こんな充実した日々を過ごせているのも、ひまりの存在があったからこそ──。

　ひまりは家に帰った後、何とか両親を説得できたらしい。

　家出したことについてはこってり怒られたらしいが、本気の覚悟を用意して帰宅したひまりに対し、さすがに両親も折れたらしい。

　その後は高校を卒業して、イラスト系の専門学校に進んだと本人から聞いた。

　……そういえば、最近ひまりからの連絡がないな。

　たまに連絡してくるひまりの声を、俺はいつの頃からか待ちわびていることに気付いた。

　ひまりと一緒に暮らしていた時は、ただ保護するべき対象としか見ていなかった。

　彼女が俺にアプローチをしてきても、それに応えるつもりはなかった。

　でも、あれから数年経たって──。

　柔道教室に向かう度に、ひまりの顔が浮かぶようになってしまっていた。

　今の俺があるのは、間違いなく彼女のおかげだから。

　彼女が俺を変えてくれたから。

　もし、ひまりがもう一度俺の所に来たら……。

　今度は、俺の答えは違うものになるかもしれない。




　柔道教室は21時に終わるので、帰宅は22時頃になる。

　この時間になるとマンションのエントランスには独特の静けさが漂っていて、少しだけ不気味だ。

　疲れ切った体でポストを開けると、宅配ピザのチラシの他に、白くて少し厚い封筒が入っていた。

　差出人は──ひまり。

　ドクンと、心臓が大きく脈打ったのが自分でもわかった。

　この厚みは、もしかして──？

　エレベーターの表示を見ると、最上階で止まっている。

　待っている時間が惜しい。

　俺は体の疲れも忘れ、一気に階段を駆け上がった。




　部屋に帰って早々、俺は真っ先に手紙の封を切る。

　中から出てきたのは、一冊の文庫本と便箋だった。

　これは、やはり──！

『駒こま村むらさん。私、ついにイラストレーターとしてデビューすることができました！　ここまで凄すごく大変だったんですよ……。でも、その話はまた今度するとして。ひとまず本を送りますので貰もらってくださいね！』

　あぁ……ついにひまりは夢を叶かなえることができたんだな。

　良かった。本当に良かった。

　心の底から喜びが湧き上がってくる。

　口が笑みの形になるのを抑えきれないまま、手紙の続きに目を通す。

『あと、もう一つお届け物があります。迷惑がらずにどうか貰ってください』

　もう一つのお届け物……？

　封筒の中には、本と便箋しか入っていなかった気がするのだが。

　改めて確認するが、やはり封筒の中には他に入っている物はない。

　もしかして入れ忘れたのか？

　と考えた時だった。

　いきなりインターホンが鳴ったのは。

　え…………？

　いや、この時間に来客とかおかしいだろ。22時を過ぎてるんだぞ？

　酔っ払いが部屋を間違えたとか？

　少し怖いので、返事をしないままドアスコープを覗のぞく。

　その瞬間、俺は別の意味で悲鳴を上げてしまいそうになった。

　すぐさまドアを開ける。

　そこには、大きな荷物を持ったひまりが立っていたからだ。

　あの頃よりも、少し大人びた顔立ちで。

「ひまり!?　ど、どうして──」

「誰ですか、それ？」

「へ？」

　間の抜けた声を出してしまったが、仕方がないだろう。

　だって目の前にいるのは、ひまり以外の何者でもなくて。

　でも、当の本人の口からそんなことを言われては、変な声も出るというものだ。

　ひまりは呆ぼう然ぜんとする俺に対し、ペコリとお辞儀をしてから続ける。

「はじめまして。白びゃっ虎こ院いん桜おう花かです。突然ですが私、あなたのことが大好きです！」

　ひまりは──いや、桜花は笑いながらそう告げた。

　名前が表すように、満開の桜の花のような笑顔で。





ENDING．３『ひまり（桜花）』













あとがき






　皆さんこんにちは。福ふく山やま陽はる士しです。

　自分があとがきから先に読むタイプの人間なので、いつもはあとがきではネタバレをしないのですが……。

　今回は遠慮なくしちゃいます。

「くっ──！　こんなところでネタバレしやがって作者め！」という数秒後の未来を回避したい方は、ここで回れ右をしましょう。

　素敵なカラーイラストのページをまた見てきてね。

　いってらっしゃい！

　…………………。

　ネタバレが嫌な方、前の方に帰っていった？

　もうここにはいない？　本当に大丈夫？

　私、警告しましたからね？

「普通に順番に読んどるわい」という方は、そのままの君でいて……。

「ネタバレしても気にしないし」という方。私にはその意思を変えることはできそうにないので降参です。

「警告に素直に従って今帰ってきたんだが？」という方。

　おかえりなさい！




　改めまして、ここまで読んでくださってありがとうございました。

　副題でバリバリ察してたかと思いますが、このお話はこれにて完結です。

　元々は全三巻の構成で考えていたお話でした。

　間延びさせたくなかったので、サクッと終わらせる予定だったんですが……。

　でもありがたいことに、皆さんから応援を頂き四巻まで出す決心がつきました。本当にありがとうございます。

　終わり方には賛否両論あるかと思います。でもどうしてもこの形にしたかったので、私としては達成できて満足です。

　全員分の未来を書きたかったんや……。

　最初は一つのエンディングだけで「他バージョンはｗｅｂで」としようとしたのですが、やはりどうしても引っ掛かってしまって。

　だってこの文章を読んでくれている皆さんは、お金と時間と感情と一緒にここまで追いかけてきてくれたわけじゃないですか。

　だから、ちゃんと一冊の本の中ですべて読める状態にしたかったんです。

　何より私自身が「続きはｗｅｂで」が苦手というか、「移動すんの面倒くせぇな……」と思っちゃうタイプなので。

　私は『ライトノベル』という媒体は非常に懐ふところが広いものだと思っています。だからきっと、こういう形も許してくれるはず……。

　ちなみに担当さんには初稿で怒られるとばかり思っていたので、忍者が通過するかの如ごとくスッ……と通ったのは驚きました。

　いやほんまに。




　このお話を通して私が書きたかったのは、まぁ色々とあるのですが。

　性別とか年齢とか関係なく、自分に何かしらの影響を与える出会いってどこに転がってるかわからないよね、という極々当たり前のことと。

『家族』としての『普通』って何だろね？　ということと。

『始まりは劇的』でも、『終わりは静か』なことの方が圧倒的に多いよね、ということかなぁ。

　こういうのはあまり語ることでもないと思うので、何かしら感じ取ってくだされば幸いです。

　物語として区切りは付けていますが、彼らが生きている限りその世界は続いているわけで、終わっているわけじゃない。

　だから彼や彼女らの今後を自由に想像してくださると、私としてはとても嬉うれしいです。




　では、最後になりましたが謝辞を。

　まずはお手紙をくださった皆さん、本当にありがとうございました。

　この電子の時代にわざわざお手紙を書いてくださったことが、とても嬉しかったです。

　頂いた手紙は全て大切にさせて頂きます。

（水色の封筒でお手紙をくださった愛知県の方！　宛名が書いてなかったので返送できません。心当たりのある方はブログを見てください……！）

　担当様。本当に色々と──ありがとうございました（細い目で夕日を見つめながら）。

　私は圧倒的にタイトルセンスがない人間なので、いつもほへーっと間抜け面で感心しておりました。とても感謝です。

　シソ様。キャラクター達に文字通り命を吹き込んでくださって、本当にありがとうございました。

　私の脳内では、既に彼女たち勝手に動いてます。それほどしっくりくるイラストの数々でした。

　読者様。改めて、ここまで読んでくださってありがとうございました。

　既に申しましたが、ここまで続けることができたのはひとえに皆さんの応援のおかげです。

　本当に本当に、感謝しております。




　それでは、また別のお話でお目にかかれることを願って──。


福山陽士
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